英法における為替手形の意義及手形行為 by 堀部 靖雄
英
法
に
於
け
る
爲
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
爲
堀
部
靖
雄
手
形
な
る
信
用
制
度
豆
各
文
明
国
共
通
に
認
め
ら
る
る
制
度
で
あ
っ
て
然
も
手
形
取
引
は
国
際
的
に
須
さ
る
ろ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
吾
人
は
出
来
得
る
限
り
各
国
の
手
形
法
を
知
ら
れ
げ
な
ら
ぬ
。
少
な
く
亡
も
そ
れ
ぞ
れ
の
法
系
の
下
に
於
げ
ろ
主
な
ろ
諸
国
の
手
形
法
の
概
略
も
知
る
事
は
極
め
て
肝
要
な
る
事
に
屈
す
る
。
既
に
こ
統
一
手
形
法
に
闘
す
條
約
も
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
英
光
諸
国
は
之
に
加
入
ぜ
ざ
る
を
以
て
特
に
英
尭
手
形
法
殊
に
英
国
手
形
法
の
概
略
を
知
っ
て
置
く
必
嬰
が
あ
る
。
故
に
私
に
英
国
l
こ
於
け
ち
手
形
法
に
飢
す
ろ
説
明
を
賞
し
た
い
ぜ
恩
ふ
。
け
れ
ど
も
私
の
得
お
智
訊
ね
似
て
は
到
底
之
を
馬
し
遂
げ
得
な
い
特
に
こ
英
法
に
筍
特
な
る
考
へ
方
に
従
っ
て
徹
底
的
l
こ
法
理
を
明
か
に
こ
す
る
事
は
望
み
得
な
い
事
で
あ
る
。
正
に
英
国
手
形
法
に
闊
す
る
文
政
の
乏
し
き
、
忍
日
月
の
無
能
な
る
、
到
底
満
足
な
ろ
説
明
右
奥
へ
得
な
い
だ
ら
う
事
か
遺
憾
に
思
ひ
っ
、
故
へ
て
輩
を
て
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
に
入
る
に
先
立
ち
て
翁
沓
手
形
法
が
英
国
に
於
て
制
定
せ
ら
る
ゝ
ま
で
の
事
案
を
極
く
簡
軍
に
記
す
る
事
と
す
る
。
翁
番
手
残
約
束
手
形
、
小
切
手
の
三
種
の
手
形
が
英
国
に
於
て
法
律
上
流
通
苦
界
だ
し
て
認
め
ら
れ
た
る
は
比
按
的
近
世
に
屈
し
、
一
八
七
五
年
の
G
。
。
d
w
i
3
く
・
R
c
b
a
r
t
s
事
件
（
L
声
こ
。
E
ご
覧
に
於
て
焉
沓
手
形
其
英
法
に
於
け
ろ
霹
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
霹
二
七
一
商
業
さ
経
済
二
七
二
他
の
流
通
詮
券
の
起
源
及
び
歴
史
が
一
不
め
さ
れ
て
居
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
y
チ
ヤ
ー
ド
第
二
世
治
世
第
三
年
法
律
第
三
践
が
結
局
替
手
形
子
以
て
図
外
に
金
銭
を
除
迭
す
る
は
、
適
法
な
る
方
法
た
る
事
訟
認
め
た
る
や
-
以
て
其
最
初
の
注
律
で
あ
る
ご
品
局
さ
れ
て
居
る
や
う
で
あ
る
。
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)
て
も
か
〈
手
形
に
閲
す
る
取
扱
は
古
く
よ
り
英
国
に
在
住
す
る
外
岡
市
人
の
憤
管
中
に
合
ま
る
¥
み
も
の
で
あ
っ
て
其
事
件
は
各
ω訂句]。
に
於
け
る
∞門m
H
H
)
}
内
げ
の
O
Z門
叶
に
於
に
庭
理
さ
れ
て
居
た
か
、
然
ら
や
ん
ば
∞門戸
H
i
の
Z
E
r
o円
に
於
て
取
扱
は
れ
て
居
た
さ
一
玄
は
れ
る
o
従
て
手
形
に
閲
す
る
絵
理
は
普
通
法
に
表
は
れ
て
来
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
o
然
る
に
∞
宮
E
o
g
E
の
廃
止
ご
其
後
に
於
け
る
特
別
、
法
の
支
配
を
受
〈
る
外
岡
商
人
の
英
国
退
去
さ
は
其
憤
初
日
ご
剣
決
例
さ
ぞ
英
問
商
人
間
に
残
す
事
ざ
な
り
、
之
等
の
慣
習
、
剣
例
中
英
闘
に
於
け
る
普
遍
法
の
理
論
に
合
せ
ざ
る
部
分
は
其
活
勤
を
や
め
其
残
部
が
倫
慣
習
ご
し
て
残
存
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。而
し
て
之
等
の
慣
習
が
倫
存
在
し
一
般
に
認
め
ら
る
、
事
佐
立
詮
3
れ
た
る
時
は
治
律
さ
し
て
強
行
せ
ら
る
、
や
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
て
一
入
入
二
年
の
怨
替
手
形
法
の
制
定
ま
で
は
手
形
法
は
剣
例
法
さ
し
て
行
は
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
然
し
商
取
引
上
手
形
法
を
専
ら
憤
m臼
に
委
ね
る
事
は
程
々
の
黙
に
於
で
不
便
を
生
十
る
事
多
き
の
み
な
ら
十
手
形
関
係
争
」
混
雑
せ
し
む
る
恐
が
あ
る
。
放
に
古
く
よ
り
手
形
法
制
定
の
必
要
を
認
め
来
り
、
の
E
E
2
兵
は
従
来
の
剣
決
例
を
整
理
し
一
の
成
文
法
の
形
式
全
以
て
一
入
入
一
年
之
会
一
公
表
し
、
次
で
一
入
八
二
年
議
合
に
於
で
法
律
案
を
作
り
之
を
議
決
し
↓
公
布
質
施
す
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
此
法
律
を
〉
ロ
〉
の
こ
。
。
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手
形
法
第
一
候
Uo
此
匁
替
手
形
法
〈
以
下
車
に
手
形
法
さ
呼
ぶ
〉
に
よ
れ
ば
従
来
の
対
決
例
及
共
他
の
法
律
は
此
手
形
法
に
抵
鰯
せ
ま
る
限
り
殺
カ
ヶ
有
し
、
特
に
剣
決
例
に
到
、
.0
・
J
て
は
手
形
治
の
趨
用
、
そ
結
局
し
能
は
ぎ
る
場
合
又
は
手
形
訟
に
よ
る
も
解
粋
の
不
明
確
な
る
場
合
に
於
て
手
形
法
を
補
充
し
得
る
性
質
含
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
9
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O
さ
れ
ば
結
局
替
手
形
法
理
を
明
か
さ
な
す
が
た
め
に
は
先
づ
手
形
法
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
私
は
専
ら
手
形
法
に
基
き
私
の
説
明
を
進
め
て
行
か
う
。
而
し
て
其
説
明
の
範
閏
は
ゑ
替
手
形
の
意
義
、
手
形
行
骨
川
、
及
び
手
形
関
係
者
の
権
利
義
務
(
簡
皐
な
る
説
明
〉
に
限
る
も
の
で
あ
っ
て
、
英
法
に
猪
特
な
手
形
樫
利
の
消
滅
に
闘
し
て
は
後
日
に
譲
る
。
第
一
章
局
替
手
形
の
意
義
第
節
守子
J""、
義
谷
川
替
手
形
は
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
手
形
法
第
三
保
第
一
項
は
こ
れ
診
定
め
て
居
る
。
郎
英
訟
に
於
げ
る
局
替
手
形
の
定
義
及
手
形
行
局
二
七
三
商
業
さ
経
湾
二
七
四
+
h
J
、結
局
替
手
形
ぎ
は
特
定
人
が
他
の
特
定
人
に
調
し
、
請
求
に
よ
り
、
的
問
来
の
確
定
せ
る
時
又
は
確
定
し
符
ぺ
き
勝
家
の
一
定
の
時
に
於
て
特
定
の
第
三
者
、
其
者
の
指
悶
人
又
は
詮
券
所
持
人
ハ
宮
回
目
。
じ
一
定
額
の
金
銭
を
支
抑
ム
ぺ
き
旨
を
草
純
に
委
託
す
る
詮
券
に
し
て
詮
券
上
に
詮
券
を
振
出
し
た
る
者
の
署
名
を
要
す
る
も
の
を
謂
ふ
さ
な
す
。
而
し
て
佐
川
替
手
形
を
振
出
す
者
を
己
3
5「
金
銭
の
支
梯
訟
指
岡
さ
れ
る
者
守
色
3
5
0
(名
宛
人
又
は
支
抑
人
)
さ
務
し
手
形
金
額
子
受
取
る
ぺ
き
者
を
3
V
1
8
立
〈
指
国
人
e
T
R
P
3」
務
す
。
以
下
手
形
法
に
定
な
る
所
に
従
っ
て
結
局
替
手
形
の
意
義
h
T
明
か
ご
す
る
o
さ
は
詮
券
上
に
於
て
指
定
さ
れ
た
る
者
、
其
指
同
人
又
は
詮
券
所
持
人
に
一
定
額
の
金
銭
子
支
梯
ふ
ぺ
き
旨
争
議
努
上
に
於
て
約
す
る
も
の
に
し
て
〈
の
o
a
3
L
m
gロ
PJHO句。
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詮
結
局
替
手
形
は
流
遜
詮
券
で
あ
る
流
通
詮
券
zomo民会
-
o
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券
上
の
権
利
が
他
の
権
利
ご
異
り
た
る
電
波
呆
さ
方
法
ご
に
よ
り
移
蒋
き
る
K
A
事
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
流
通
詮
券
は
商
人
の
偉
業
上
の
活
動
子
敏
活
な
ら
し
め
取
引
の
安
全
ケ
計
ら
ん
が
た
め
に
商
人
間
の
慣
習
慣
用
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
其
沿
革
上
の
理
由
よ
り
し
て
も
他
の
権
利
又
は
詮
書
さ
は
呉
つ
た
取
扱
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
論
宇
る
迄
も
な
い
事
柄
で
あ
る
。
流
泡
設
券
が
他
の
権
利
吉
区
別
3
れ
る
が
如
き
特
別
の
性
質
は
一
一
般
に
、
川
円
詮
品
分
の
所
持
人
は
所
持
人
た
る
事
を
理
由
ご
し
て
詮
券
上
の
格
利
を
取
得
し
、
詮
券
に
基
き
自
己
の
名
に
於
て
訴
様
子
有
し
、
判
善
意
の
詮
典
作
所
持
人
は
前
者
の
権
利
に
破
滅
ゐ
る
ご
否
ご
に
拘
ら
や
J
倫
ほ
完
全
な
る
権
利
句
。
み
の
円
三
。
¥、ノ
る
、
さ
一
広
ふ
二
賂
に
あ
り
ざ
さ
れ
て
居
る
o
き
れ
ば
流
通
詮
券
は
普
通
法
上
の
z
o
g。
己
主
心
己
主
D
O
ロ
ピ
σ
2
を
取
得
し
待
さ
一
玄
ふ
原
則
に
反
し
自
己
の
有
す
る
よ
b
も
大
な
る
権
利
を
譲
受
人
に
奥
ふ
る
事
を
得
る
詮
券
で
あ
る
さ
一
疋
ひ
得
る
。続
漣
詮
券
が
斯
く
の
如
き
性
質
を
有
し
且
商
人
間
の
慣
習
に
よ
り
て
後
達
し
た
る
事
買
は
流
通
詮
券
に
濁
し
て
次
の
如
き
特
徴
を
奥
へ
る
。
何
流
通
詮
券
は
無
係
件
に
金
銭
の
支
拐
を
約
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
俊
件
成
就
す
る
に
非
ら
ぎ
れ
ば
棒
利
を
奥
へ
や
J
ご
結
局
す
が
如
き
は
詮
券
取
得
者
の
地
位
を
危
ふ
か
ら
し
め
商
取
引
に
趨
静
岡
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
o
m
w
権
利
の
後
生
を
過
後
的
事
件
に
か
〉
ら
し
め
で
は
な
ら
ぬ
。
理
由
は
仰
に
同
じ
で
あ
る
o
m
w
確
定
額
の
金
銭
に
よ
り
示
め
き
る
〉
事
を
要
す
る
。
蓋
し
不
確
定
額
の
金
銭
の
支
挑
を
約
す
る
が
如
き
は
商
取
引
を
危
険
な
ら
し
む
る
の
み
な
ら
歩
、
金
銭
以
外
の
物
ロ
仰
を
引
波
す
ぺ
き
旨
を
記
載
し
た
る
場
合
に
於
て
は
詮
券
の
引
渡
は
物
品
の
引
渡
ε同
一
の
殺
呆
守
生
守
る
理
由
ご
は
な
ら
玄
る
が
故
に
其
詮
努
は
流
遮
詮
邸
付
に
非
ら
?
さ
な
さ
い
る
ゐ
4
符
な
い
か
ら
で
あ
る
o
さ
れ
ば
流
通
詮
券
は
詮
券
其
物
が
一
定
額
の
金
銭
を
表
示
す
る
が
如
き
視
を
呈
し
2
0
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0
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二
-
同
志
喜
岡
山
〉
、
設
券
の
引
渡
あ
る
に
非
ら
ぎ
れ
ば
権
利
も
又
移
轄
せ
歩
、
英
法
に
於
げ
る
局
替
手
形
の
古
詩
及
手
形
行
局
二
七
五
商
業
さ
経
沼
二
七
六
従
て
権
利
の
行
使
に
は
必
ら
や
れ
詮
券
を
必
要
ざ
す
る
も
の
吉
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
黙
に
於
て
流
通
詮
券
は
貨
幣
の
如
き
性
質
含
有
し
有
償
詮
券
君
。
円
守
山
立
の
吋
さ
実
性
質
を
同
じ
ふ
す
。
同
流
通
詮
然
上
の
権
利
義
務
は
草
純
契
約
よ
り
生
子
る
o
換
合
一
目
す
れ
ば
流
通
詮
券
上
の
総
て
の
行
結
局
は
壁
純
契
約
m
E
1
0
8
2
3の
円
で
あ
る
。
葦
し
捺
印
契
約
。
8
5
2
5母円
mg-
は
形
式
を
倉
重
し
、
詮
金
日
其
物
が
契
約
た
る
の
性
質
を
有
し
。
従
っ
て
其
締
結
は
念
速
に
之
を
匁
す
事
?
件
な
レ
。
又
捺
印
契
約
は
約
因
を
必
要
ざ
し
な
い
。
故
に
商
事
契
約
ざ
し
て
は
捺
印
契
約
は
不
通
秒
間
で
あ
る
。
き
れ
ば
商
事
契
約
に
於
て
捺
印
契
約
に
よ
b
一
な
さ
る
、
は
株
式
の
譲
渡
契
約
.
英
国
々
絡
を
有
す
る
船
舶
の
貢
買
契
約
、
著
作
権
譲
渡
契
約
、
法
人
さ
な
す
契
約
及
び
勤
産
支
買
の
契
約
詮
金
日
等
に
し
て
其
他
は
総
て
単
純
契
約
に
よ
り
て
結
局
さ
れ
る
の
で
あ
る
2
p
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u
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〉
0
、-aJ
て
匁
替
手
形
が
、
流
通
詮
券
た
る
は
古
く
よ
り
商
慣
習
上
認
め
ら
る
冶
所
に
し
か
、
而
し
手
形
治
も
又
是
を
認
め
匁
替
手
形
を
流
通
詮
券
さ
し
各
所
に
於
て
之
に
膝
す
ぺ
き
規
定
を
設
け
た
。
例
へ
ば
同
法
第
二
九
係
じ
於
て
手
形
の
正
砂
田
な
る
所
持
人
は
支
梯
期
日
経
過
前
に
於
て
其
手
形
を
取
得
し
た
る
限
b
、
以
前
に
於
て
引
受
拒
絶
あ
り
た
る
事
貨
を
知
ら
ぎ
る
時
さ
離
も
手
形
の
完
全
な
る
椛
利
を
得
、
手
形
を
洗
遮
に
置
き
た
る
者
の
様
限
に
破
焼
あ
る
事
。
ぜ
知
ら
や
J
し
て
手
形
を
裏
書
に
よ
り
善
意
に
且
溺
債
ケ
支
那
ひ
で
取
得
し
た
る
時
は
手
形
の
完
全
な
る
椛
利
を
取
得
す
る
事
を
得
ご
な
し
、
一
史
に
詐
欺
強
迫
其
他
不
法
の
手
段
に
よ
り
又
は
不
注
の
調
債
を
供
し
、
手
形
子
取
得
じ
、
之
ケ
流
通
に
置
き
、
或
は
信
買
に
背
反
し
若
く
ば
詐
欺
さ
認
な
る
に
足
る
事
情
の
下
に
手
形
を
流
通
に
置
き
た
る
時
は
其
者
の
権
限
は
破
滅
あ
る
も
の
ご
し
、
正
蛍
な
る
手
形
所
持
人
よ
り
品
川
替
手
形
を
取
得
し
た
る
者
は
其
約
因
を
供
し
た
る
さ
否
ご
合
間
は
十
其
手
形
に
影
響
ぞ
及
ぼ
す
べ
き
詐
欺
又
は
不
法
の
件
に
関
奥
せ
ぎ
る
限
り
は
引
受
人
及
正
蛍
な
る
所
持
人
の
前
者
に
蛍
し
業
正
勝
田
な
所
持
人
の
有
せ
し
権
利
の
一
切
や
有
す
る
も
の
ご
し
、
第
三
入
保
第
一
項
及
第
二
項
に
於
て
は
ゑ
替
手
形
の
所
持
人
は
自
己
の
名
に
於
て
手
形
に
基
く
訴
を
提
起
す
る
事
堂
得
、
且
正
蛍
な
る
所
持
人
は
前
者
の
権
利
に
つ
き
破
滅
あ
り
又
は
前
者
間
に
釣
人
的
抗
野
勺
OBOE]
己
O
P
R
-
の
存
在
す
る
場
合
ご
雄
も
有
放
に
結
局
替
手
形
ケ
取
得
し
、
手
形
上
の
債
務
者
に
謝
し
支
梯
を
求
な
る
事
を
得
る
旨
を
規
定
す
。
郎
も
結
局
替
手
形
の
所
持
人
は
其
善
意
な
る
限
り
前
者
の
有
す
る
よ
り
も
大
な
る
格
利
を
取
得
し
、
詮
券
上
の
楼
利
は
占
有
の
移
特
印
も
引
波
注
一
言
円
、
に
よ
り
移
轄
3
れ
、
手
形
に
基
き
訴
権
合
取
得
す
る
の
で
あ
る
。
是
翁
替
手
形
JT
以
て
洗
遮
詮
券
た
る
事
を
前
提
ご
し
た
る
規
定
な
り
ご
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
上
越
の
如
く
手
形
法
上
結
局
替
手
形
を
以
て
皆
川
通
詮
券
た
り
さ
な
す
の
結
果
手
形
上
の
権
利
は
譲
渡
さ
れ
得
る
性
質
を
有
す
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
本
来
英
法
に
於
て
は
の
『
0
ω
o
E
R
Z
O
ロ
は
原
則
ご
し
て
譲
渡
し
得
、
ざ
b
し
も
の
に
し
て
而
も
手
形
の
如
き
は
。roω
の
宮
包
円
一
。
ロ
に
一
屈
す
る
も
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
結
局
替
手
形
は
此
原
則
に
濁
す
る
例
外
を
潟
す
も
の
さ
一
玄
ふ
事
を
得
る
o
英
法
に
於
げ
あ
鋳
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
二
七
七
商
業
主
経
決
二
七
八
而
し
て
手
形
治
上
活
替
手
形
の
流
通
の
方
法
は
、
、‘.，
4
s
a
A
 
，a
t
、
所
持
人
梯
の
手
形
に
在
、
り
で
は
草
に
引
渡
交
付
に
よ
る
(
同
法
第
三
一
保
第
二
号
、
而
し
て
引
渡
さ
は
現
買
の
占
有
の
移
轄
及
治
定
引
渡
8
5
5包
ぐ
の
己
σ
]
Z
q
u
p
p
指
す
。
(2) 
指
国
式
の
結
局
替
手
形
は
一
義
者
に
よ
る
〈
同
第
三
項
〉
。
然
れ
ぷ
こ
も
匁
替
手
形
の
所
有
権
が
移
轄
す
る
は
手
形
の
引
波
あ
り
た
る
一
巾
引
を
要
す
る
ハ
第
一
三
候
第
一
項
〉
。
此
貼
に
於
て
も
忽
替
手
形
は
流
通
詮
券
で
あ
ら
註
1
、
P
。仏
040
山
H
d
g
o
g
]
官。旬。
H
q
u
M
}
・
3
ゆ
l
℃・
5
0・
k
g
gロ
二
言
。
同
g
E
g
nご
い
p
s
u・
∞
]
注
目
コ
出
口
]
明
"
の
宮
古
g
g品
目
0
8
山旬・
同
l
t可
-
N
・
2
、、の
g
仏
040UHV・
3
・
。
o
o
P
4
E
J
1・
問
。
Z
F
5
ヨ
-
F・同
-
H
O
開
u
内・
ω
可・
3
、
自
己
の
ご
ま
仏
唱
すJ
服
、
米
図
に
が
、
て
は
流
通
詮
務
上
の
訴
躍
は
一
品
書
に
よ
り
て
移
轄
し
侍
べ
き
も
の
な
る
事
た
要
す
さ
な
す
者
あ
リ
、
例
へ
ぼ
当
E
F三
回
目
5
・
5
5
8仏
の
目
見
台
2
・
M
M
・
2
・
忽
替
手
形
は
本
来
要
因
契
約
ハ
単
純
契
約
〉
よ
り
生
晶
子
る
契
約
で
あ
る
。
品
局
替
手
形
が
商
人
間
に
於
て
後
遣
し
た
る
も
の
な
る
ご
共
に
一
の
流
通
詮
券
た
る
結
果
其
格
利
義
務
は
必
ら
子
四
半
純
契
約
又
は
要
因
契
約
よ
り
生
子
る
も
の
で
あ
る
叫
英
図
契
約
注
に
於
て
は
契
約
?
の
g
5
2
5巳
R
m
s
-
さ
C
E
3
2
ω
一51
0
ご
に
分
つ
。
而
し
て
前
者
は
約
因
な
く
し
て
放
カ
を
有
す
る
契
約
な
る
も
後
者
は
治
体
上
有
設
な
る
が
た
め
に
は
必
ら
予
約
四
の
存
在
ぞ
必
要
ざ
す
る
も
の
で
あ
っ
て
捺
印
契
約
に
屈
せ
ぎ
る
契
約
は
総
て
之
に
麗
し
、
単
純
契
約
に
治
定
の
形
式
を
要
し
書
面
上
に
忽
さ
る
〉
も
の
ご
然
ら
，
さ
る
も
の
さ
あ
り
、
匁
替
手
形
は
勿
論
後
者
に
一
属
す
る
。
手
形
行
結
局
は
一
の
単
純
契
約
又
は
要
因
契
約
な
る
を
以
て
英
成
立
な
ら
び
に
存
療
の
た
め
に
は
約
四
の
存
在
を
必
要
ざ
し
、
契
約
の
有
数
な
る
事
を
主
張
す
る
に
は
約
因
の
存
在
を
奉
詮
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
須
替
手
形
じ
っ
き
で
は
商
人
間
の
慣
習
に
よ
b
前
惑
の
原
則
郎
も
「
草
純
契
約
は
約
四
な
け
れ
ば
其
殺
カ
を
後
す
る
事
な
し
」
さ
云
ふ
原
則
に
劃
す
る
例
外
を
匁
し
封
債
文
一
一
一
口
の
記
入
は
手
形
の
要
件
に
あ
ら
、
ざ
る
事
乏
し
(出
psrJ1・
-
4
2
(同
∞
ぢ
〉
己
-phw
同・
3
N
)
、
手
形
法
に
於
て
も
第
三
保
第
四
項
第
二
放
に
〉
E
ご
ω
ロ
o
二口
g
E
ぞ
5
8
0ロ
岳
丘
一
昨
仏
0ω
ロ
oご
旬
。
江
守
昏
。
5
-
c
o
m円〈
8
2
p
p門
gu、
g
T
H
o
r
p
ω
σ
m
g
m一〈
O
H
M
F
O
B
F
P
さ
規
定
し
、
又
第
二
人
傑
第
二
項
に
於
て
は
融
通
手
形
ω
R
o
s
a
p民
g
t
.
]】
の
署
名
者
は
約
因
を
提
供
し
手
形
を
取
得
し
た
る
善
意
な
る
手
形
所
持
人
に
濁
し
て
は
如
何
な
る
場
合
仁
於
て
も
手
形
上
の
責
任
を
負
は
ざ
る
ぺ
か
ら
ざ
る
旨
を
定
め
、
更
に
同
法
第
三
O
倹
第
一
項
に
手
形
上
の
署
名
者
は
謝
債
を
支
梯
ひ
た
る
手
形
蛍
事
者
な
り
芭
推
定
せ
ら
る
さ
共
仁
、
且
同
僚
第
二
項
前
段
に
於
て
手
形
所
持
人
は
正
蛍
に
手
形
権
利
を
有
す
る
も
の
さ
推
定
せ
ら
る
を
以
て
約
四
の
存
在
は
手
形
債
権
取
得
の
絶
調
的
要
件
な
り
ご
云
ふ
事
を
得
ゴ
る
も
の
さ
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
さ
同
時
に
、
手
形
原
因
は
正
営
の
手
形
所
持
人
に
謝
し
て
は
原
則
εし
て
何
等
の
関
係
争
」
有
せ
ぎ
る
も
の
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
陀
意
味
に
於
て
は
然
替
手
形
は
無
因
の
債
格
契
約
た
る
か
の
如
き
観
あ
り
o
然
れ
ぜ
英
法
に
於
げ
ろ
錦
替
手
形
の
窓
議
及
手
形
行
局
ニ
七
九
商
業
主
経
済
ニ
入
O
も
手
形
行
結
局
禁
物
の
性
質
は
約
悶
の
存
在
を
必
要
吉
す
る
単
純
契
約
又
は
要
因
契
約
な
る
を
以
て
約
因
の
不
存
在
、
破
滅
等
を
以
て
前
述
第
三
O
俊
第
一
項
及
第
二
項
の
推
定
規
定
を
r
打
破
す
る
事
を
得
ぺ
き
は
勿
論
で
あ
る
。
き
れ
ば
英
国
手
形
法
に
於
け
る
基
本
関
係
三
子
形
権
利
さ
の
関
係
は
我
図
商
法
手
形
編
じ
於
け
る
場
合
及
濁
逸
手
形
法
に
於
け
る
場
合
さ
異
っ
た
立
場
含
ざ
り
比
稜
的
寛
大
な
る
態
度
守
一
不
め
す
も
の
ぜ
一
宮
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ι印
も
手
形
行
。
却
は
飽
ま
で
車
純
契
約
な
る
ぞ
以
て
手
形
土
に
が
、
て
手
形
原
因
を
記
載
し
又
は
謝
債
文
言
を
記
す
る
は
手
形
を
無
数
な
ら
し
む
る
理
由
ご
は
な
ら
ぬ
。
叉
手
形
原
因
土
に
於
け
る
注
律
上
の
破
滅
及
約
因
の
快
陥
不
法
等
は
直
接
の
蛍
事
者
に
於
て
は
抗
野
の
理
由
ご
な
る
を
原
則
さ
す
る
も
の
で
あ
る
〈
E
S
S
E
E者
団
己
】
回
。
同
県
nrgmo
匂
・
会
・
〉
郎
も
、
-
1
、
約
因
の
不
存
在
は
直
接
の
営
事
者
及
封
債
を
供
せ
ざ
る
後
者
に
濁
し
て
は
抗
野
権
後
生
の
原
因
ざ
な
り
o
2
、
約
因
の
不
履
行
は
直
接
の
蛍
事
者
に
謝
し
て
の
み
抗
野
権
後
生
の
原
因
芯
な
る
。
3
、
約
因
の
一
部
不
履
行
は
其
事
震
が
確
定
額
に
謝
す
る
場
合
の
み
直
接
の
蛍
事
者
に
劃
し
て
抗
辞
芝
浦
局
す
事
を
得
ぺ
く
。
4
》
詐
欺
は
直
接
の
静
岡
事
者
及
び
不
営
な
る
手
形
所
持
人
に
劉
し
、
約
四
の
不
法
は
直
接
の
嘗
事
者
に
封
し
抗
野
ご
な
る
。
従
て
蛍
事
者
が
善
意
な
る
限
hJ
魚
替
手
形
は
無
因
の
債
権
詮
島
知
に
し
て
嘗
事
者
の
品
質
に
よ
り
有
国
の
契
約
さ
な
る
が
如
き
状
態
。
ぜ
生
子
。
而
し
て
ゑ
替
手
形
に
閲
す
る
有
致
な
る
約
因
は
次
の
事
項
よ
b
成
立
っ
て
居
る
(
第
二
七
係
第
一
項
)
O
(1) 
間
早
純
契
約
を
維
持
す
る
に
足
る
総
て
の
約
四
。
印
も
権
利
、
其
他
の
利
盆
、
作
結
局
不
作
品
局
其
他
一
方
の
営
事
者
に
謝
し
て
奥
へ
ら
る
、
過
失
責
任
等
は
総
て
有
殺
な
る
約
因
ご
な
る
e
(2) 
既
存
の
債
務
又
は
責
任
g席
。
の
今
日
昌
弘
o
Z
R
E
E
ぞ
の
こ
で
あ
る
、
借
手
形
上
に
留
置
擦
を
有
す
る
者
は
其
限
度
に
於
て
約
因
を
供
し
た
る
も
の
ご
看
倣
さ
れ
る
(
同
係
第
三
項
〉
。
註
4
、み
-m-P
昨日二
-
N
∞・
S
E
U
S
E
-
m
-
℃・
ω
・
5
、
手
形
法
第
二
七
係
第
二
項
は
既
に
封
債
の
支
排
は
れ
士
る
手
形
の
所
持
人
口
封
債
品
供
し
土
る
さ
否
定
に
拘
ら
ず
有
債
の
手
形
所
持
人
吉
L
て
手
形
上
の
槌
剥
た
得
、
真
に
同
第
三
項
に
が
、
て
手
形
上
に
留
置
搭
岳
宥
す
る
者
は
英
の
限
度
に
於
て
針
偵
岳
供
し
士
る
も
の
さ
宥
倣
す
べ
き
旨
の
規
定
あ
り
。
6
、の
V
M
L
B
2
h
出口]印。同誌の宮口問。一句・∞可・
5
5
・向。
門口
C
円一可・
匁
替
手
形
は
単
純
な
る
Z
R
O
E
-
z
o
s
-
-金
銭
支
挑
の
委
託
詮
券
で
あ
る
。
潟
替
手
形
が
盟
・
純
な
る
金
銭
支
抑
の
委
託
詮
努
な
る
を
要
す
る
は
既
に
一
に
於
て
一
不
め
し
た
る
が
如
く
結
局
替
英
法
に
於
げ
る
お
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
二
八
商
業
さ
経
済
二
八
二
、.ノ
手
形
は
流
通
詮
券
に
屈
し
.
流
通
詮
券
'
は
確
買
を
同
日
ご
し
、
確
貨
な
る
が
た
め
に
は
無
保
件
に
金
銭
を
支
梯
ふ
故
で
あ
る
。
ぺ
き
旨
を
約
す
る
か
又
は
無
係
件
に
て
金
銭
支
挑
の
委
託
を
翁
き
い
る
べ
か
ら
5
る
は
蛍
然
な
b
ε
匁
す
が
結
局
替
手
形
は
斯
く
叩
単
純
な
る
金
銭
支
梯
の
委
託
詮
努
な
る
事
を
要
す
る
が
故
に
金
銭
支
梯
以
外
に
他
の
行
匁
を
結
局
す
べ
き
旨
を
指
園
し
、
手
形
金
額
の
支
梯
は
特
定
の
資
金
よ
り
之
を
結
局
す
ぺ
き
回
目
を
指
回
せ
る
場
合
は
勿
論
(
手
形
法
第
一
候
第
二
項
第
三
号
、
支
挑
期
日
を
勝
家
の
後
生
不
確
貨
な
る
事
件
に
か
〉
ら
し
め
た
る
場
合
〈
E
B
R
〈・
2
5
〈
H
r
C
N回
目
口
問
-H∞
む
、
或
は
手
形
上
に
於
て
未
行
の
約
因
呂
町
訟
の
5
0々
の
O
D
ω
丘
0
3
2
8
を
記
載
し
た
る
場
合
ハ
ロ
E
4
4・
旨
pg巳
品
。
∞
中
。
〉
"
忌
冨
-
h
w
.巧・
1
3
に
於
て
は
其
詮
券
は
単
純
な
る
金
銭
支
協
の
指
闘
争
-
合
ま
ざ
る
が
故
に
結
局
替
手
形
さ
な
る
事
な
し
0
8
英
法
に
於
て
は
手
形
上
の
債
務
さ
其
基
本
関
係
さ
は
手
形
上
に
於
て
は
正
嘗
の
所
持
人
に
製
し
て
は
原
則
ご
し
て
原
因
結
果
の
関
係
な
き
も
の
さ
な
さ
れ
る
o
従
っ
て
基
本
関
係
の
法
律
上
の
破
滅
は
手
形
其
者
に
何
等
の
影
響
を
及
ぼ
す
事
な
き
も
の
で
あ
る
。
此
酔
却
は
既
に
述
ぺ
た
る
が
如
〈
我
商
法
R
A
猫
逸
手
形
訟
に
於
け
る
原
則
さ
同
一
な
る
も
英
園
に
於
て
は
他
国
に
比
し
比
較
的
寛
大
な
る
態
度
を
採
っ
て
居
る
。
印
も
手
形
上
に
於
て
手
形
原
因
を
記
載
す
る
も
之
が
た
め
共
手
形
は
治
律
上
手
形
さ
し
て
の
始
以
カ
は
何
等
の
影
響
を
受
く
る
事
な
く
、
且
記
載
さ
れ
た
る
原
因
関
係
も
叉
其
数
カ
を
止
〈
ふ
事
な
き
の
み
な
ら
や
'
原
因
の
記
載
は
其
谷
川
め
に
手
形
を
し
て
皐
純
な
る
金
銭
支
挑
の
委
託
詮
券
た
¥ノ
口
υ
る
の
性
質
を
夫
は
し
な
る
も
の
で
も
な
い
ざ
し
て
居
る
o
倫
此
賂
に
つ
き
で
は
後
日
詳
論
す
る
機
曾
を
有
す
る
を
以
て
之
?
省
略
す
る
も
の
で
あ
る
。
四
震
替
手
形
は
金
銭
の
支
挑
を
指
固
す
る
詮
券
で
あ
る
。
A
U
 
目
疋
前
述
の
如
く
匁
替
手
形
が
流
通
詮
券
に
一
屈
す
る
理
由
の
一
て
な
る
叫
匁
替
手
形
は
金
銭
の
支
梯
を
委
託
す
る
も
の
な
る
か
-
以
て
有
償
詮
券
の
交
付
を
指
固
す
る
が
如
き
詮
券
は
手
形
法
に
所
謂
怨
替
手
形
に
非
ら
子
。
又
名
宛
人
己
5
5
0
に
お
し
一
定
の
金
額
の
支
悌
ケ
委
託
す
る
さ
共
に
受
取
人
同
ぜ
て
の
ο
よ
り
他
程
の
詮
券
佐
取
得
せ
ん
事
ケ
求
ひ
る
が
如
き
場
合
に
於
て
は
共
詮
努
は
結
局
替
手
形
に
非
ら
ゴ
る
も
の
さ
す
る
〈
約
束
手
形
に
於
て
も
同
じ
〉
O
而
し
て
此
所
に
所
謂
金
銭
さ
は
-om己
件
。
包
q
を
指
し
、
手
形
金
額
は
確
定
観
な
る
事
を
要
す
。
蓋
し
結
局
替
手
形
に
於
て
は
振
出
入
は
名
宛
人
郎
も
支
抑
人
を
し
て
如
何
な
る
場
令
に
於
て
も
正
蛍
な
る
手
形
所
持
人
に
お
し
金
銭
を
支
沸
は
し
む
る
も
の
な
る
が
放
に
、
手
形
金
額
の
不
確
定
は
支
梯
人
を
し
て
不
時
間
な
る
責
任
を
負
は
し
む
る
に
至
り
反
っ
て
手
形
の
流
通
を
疎
外
せ
し
な
る
の
恐
あ
る
が
故
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
手
形
金
額
の
記
裁
に
際
し
仰
利
息
文
一
一
一
一
口
を
附
し
、
川
円
割
抑
の
文
一
一
一
一
口
を
一
不
め
し
、
mw割
梯
の
場
に
於
て
一
回
の
支
挑
が
滞
る
時
は
直
も
に
金
額
の
支
拐
を
潟
す
べ
き
旨
を
記
載
し
、
向
特
定
の
潟
替
相
場
又
は
谷
川
替
手
形
に
よ
り
定
め
た
る
方
法
に
依
り
指
定
す
ぺ
き
結
局
替
相
場
に
よ
り
て
支
挑
は
る
べ
き
旨
を
記
載
す
る
時
三
雄
も
手
形
金
額
は
確
定
せ
る
も
英
法
に
於
り
あ
お
替
手
形
の
定
詰
及
手
形
行
局
二
八
商
業
主
経
済
二
入
四
の
占
こ
す
る
〈
同
第
九
傑
第
一
項
〉
。
詰
7
、∞
E
2
U
H
U
・ロ-
8
、
の
r
h
L
E
R
U
H
V・同一
N
・
9
、
出
口
町
忠
良
各
自
m
o
k
p
a
m
口
F
ω
唱
すJ
照。
目
、
流
通
詮
裁
は
必
ず
一
定
金
額
上
り
賠
利
た
表
は
す
事
J
必
要
す
ろ
は
既
に
遁
べ
大
ろ
所
で
あ
る
。
口、
]
o
m
υ
H
R
E
R
さ
は
法
定
の
流
通
貨
幣
た
さ
す
、
而
し
て
法
貨
の
法
定
文
抑
額
に
つ
き
て
は
め
旦
g
m
O
K
M口
F
E
Y
-
肋
お
l
l
m
m
い
参
照
。
五
結
局
替
手
形
は
要
式
詮
券
で
あ
る
。
英
図
手
形
法
に
於
て
は
我
商
法
第
四
四
五
僚
の
如
〈
手
形
要
件
を
定
な
る
規
定
は
本
宮
し
な
い
が
、
怨
替
手
形
は
玩
に
逃
ぺ
た
る
が
如
く
注
律
上
形
式
を
必
要
ご
す
る
草
純
契
約
で
あ
る
か
ら
し
て
、
手
形
法
は
怨
替
手
形
振
出
に
あ
た
っ
て
は
振
出
入
は
次
の
如
き
事
項
を
手
形
面
に
記
載
す
る
事
を
姿
す
る
も
の
ご
す
る
o
ー
、
怨
替
手
形
に
は
支
梯
人
の
名
を
記
載
し
又
は
明
瞭
に
支
梯
人
を
表
示
す
る
事
を
要
す
(
同
法
第
六
係
第
一
項
)
0
2
.
持
会
一
人
拐
に
非
る
免
替
手
形
に
は
受
取
人
の
名
を
記
載
し
又
は
明
瞭
に
受
取
人
を
表
示
す
る
事
を
要
す
(
同
法
第
七
傑
第
一
項
〉
。
3
、
手
形
上
に
一
定
の
金
額
を
記
載
す
る
事
を
要
す
ハ
第
三
笠
宮
照
〉
、
而
し
て
手
形
金
額
が
文
字
又
は
数
字
に
よ
り
表
示
さ
れ
雨
者
に
矛
盾
あ
る
時
は
文
字
に
よ
り
表
示
さ
る
〉
金
綴
を
正
蛍
εす
る
(
第
九
保
第
二
項
)
。
4
、
結
局
替
手
形
は
指
国
人
又
は
持
良
一
人
に
支
挑
ふ
べ
き
事
を
委
託
す
る
文
一
一
一
口
(
指
岡
文
言
)
の
記
載
を
必
要
ご
す
る
は
勿
論
に
し
て
且
之
の
み
に
て
充
分
で
あ
り
、
手
形
上
特
に
忽
替
手
形
た
る
事
を
示
め
す
ぺ
き
文
A
一口
は
必
要
で
な
い
。
故
に
金
銭
支
拐
の
委
託
詮
券
た
る
限
り
其
流
通
に
あ
る
問
は
嘗
然
結
局
替
手
形
ご
し
て
取
扱
は
れ
る
の
で
あ
る
。
5
、
匁
替
手
形
の
振
出
し
は
振
出
人
の
署
名
に
よ
り
で
な
さ
る
3
も
の
で
あ
る
〈
第
三
僚
委
照
〉
O
6
、
要
求
抑
、
一
覧
後
三
日
以
内
に
支
梯
は
れ
、
又
は
日
附
後
三
日
以
内
抗
の
匁
替
手
形
以
外
の
ゑ
替
手
形
に
あ
り
で
は
m
E
E℃
〉
の
け
ら
ヨ
・
及
E
Sロ
の
の
〉
2
5
8・ゆ円
O
に
定
む
る
印
紙
を
貼
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
園.L.
ノ、
外
国
手
形
。
結
局
替
手
形
は
抗
に
述
べ
た
る
如
き
意
味
?
有
す
る
も
、
斯
〈
の
如
き
怨
替
手
形
を
英
法
に
於
て
は
内
図
手
形
及
外
国
手
形
F
F
E
E
-
停
何
O
E
m
D
O
E
-
の
二
に
分
つ
。
而
し
で
現
買
に
又
は
子
形
面
上
プ
y-ア
ジ
諸
島
内
の
或
場
所
ヶ
振
出
地
並
び
に
支
挑
地
さ
し
又
は
プ
y
-ア
ジ
諸
島
内
の
或
場
所
よ
h
J
同
島
内
に
居
住
す
る
人
に
宛
て
振
出
し
た
る
結
局
替
手
形
を
内
図
匁
替
手
形
ご
し
其
以
外
の
も
の
は
総
て
外
国
手
形
さ
し
、
其
何
れ
な
る
か
明
瞭
な
ら
ぎ
る
場
合
に
於
て
は
忽
替
手
形
の
文
面
上
反
射
到
の
解
秤
を
必
要
さ
せ
玄
る
限
り
所
持
人
は
之
を
内
因
手
形
ご
宥
倣
す
事
を
得
る
も
の
ざ
す
る
(
第
四
傍
第
一
項
)
。
而
し
て
外
図
手
形
は
遜
常
数
遁
振
出
さ
れ
手
形
文
一
一
一
回
中
に
於
て
其
内
の
一
通
に
支
挑
を
谷
川
さ
れ
た
る
時
は
他
の
数
通
は
殺
呆
な
き
旨
を
記
載
し
て
あ
る
。
然
し
な
が
ら
此
場
合
に
於
て
一
通
が
引
受
合
怨
さ
れ
他
の
引
受
の
英
法
に
が
、
げ
る
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
ニ
入
五
商
業
さ
経
済
p
h
、4
、
吋
/
J
/
骨
川
さ
れ
ぎ
る
一
通
又
は
数
通
が
流
通
に
置
か
れ
た
る
場
合
に
於
て
は
問
題
を
生
歩
。
而
し
て
斯
〈
の
如
き
場
合
に
於
て
は
引
受
け
ら
れ
た
る
手
形
豆
長
書
さ
れ
た
る
手
形
ご
が
合
同
し
て
一
の
手
形
を
作
り
、
初
め
て
殺
果
を
生
十
る
も
の
さ
さ
れ
る
。
斯
〈
の
如
き
外
図
手
形
さ
内
因
手
形
さ
の
相
異
は
左
の
議
結
に
あ
り
さ
な
さ
れ
て
居
る
。
印
ち
ー
、
外
図
手
形
に
於
て
は
英
俊
行
又
は
支
梯
の
場
所
に
於
け
る
慣
習
に
よ
り
支
梯
期
日
に
つ
き
C
S
5
0ハ
潟
替
手
形
に
於
げ
ろ
支
抑
の
慣
習
期
限
)
が
認
め
ら
れ
一
見
に
其
上
に
思
惑
日
が
附
加
さ
れ
る
が
内
問
手
形
に
は
d
sロ
の
の
は
認
め
な
い
。
2
、
内
因
手
形
は
印
紙
ゐ
4
貼
用
さ
れ
た
る
す
一
日
一
回
で
あ
る
事
を
要
す
ろ
が
外
岡
手
形
は
必
ら
宇
し
も
さ
う
で
な
し、。
3
、
外
図
手
形
が
桓
絶
3
れ
た
る
時
は
必
ら
十
桓
絶
詮
書
を
作
製
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ハ
巴
PZ-
匂・
=ω
妻
照
〉
O
註
に
、
〉
ロ
g
ロH
7
4
4
巳
g
E
g
n
F
H
M
・
ミ
l
句・叶∞・
一
般
に
車
純
契
約
に
書
留
島
要
す
る
揚
合
に
が
、
て
も
其
の
書
面
口
早
に
詮
抜
方
法
ざ
し
て
の
み
殻
力
私
有
す
る
も
の
さ
な
さ
れ
ろ
が
潟
替
手
形
は
詮
書
の
存
在
が
擢
刺
り
在
在
た
示
す
も
の
で
あ
っ
て
此
の
原
則
に
封
す
あ
例
外
島
知
す
。
此
貼
さ
封
侭
私
硯
に
供
ぜ
ぎ
る
も
手
形
上
の
擢
利
義
務
が
生
じ
又
は
移
鯨
ず
る
射
さ
は
局
替
手
形
た
し
て
の
。
ロ
g
a
c
z
a
m
g
H
に
近
か
ら
し
む
ろ
翻
わ
り
さ
云
ふ
べ
き
で
あ
ろ
。
hu
、H
4
H
o
m
g
H
Nロ
ロ
毘
ロ
問
日
出
口
】
回
。
向
。
u
門
口
}
岡
山
口
問
。
山
句
-
u
N
∞・
第
二
節
ゑ
替
手
形
の
要
件
匁
替
手
形
は
既
に
逃
ぺ
た
る
が
如
く
要
式
草
純
契
約
な
る
を
以
て
締
結
替
手
形
の
振
出
人
は
手
形
の
振
出
に
常
つ
て
は
次
に
逃
ぷ
る
が
如
き
事
項
を
結
局
替
手
形
上
に
記
載
す
る
を
要
す
る
の
で
あ
る
o
而
し
て
ゑ
替
手
形
に
斯
く
の
如
き
事
項
を
記
載
す
る
を
以
て
結
局
替
手
形
は
手
形
上
の
格
利
に
確
貫
性
を
奥
へ
流
通
詮
券
ざ
し
て
の
致
用
を
完
ふ
す
も
の
で
あ
る
。
之
等
忽
替
手
形
の
記
載
事
項
に
は
実
記
載
t
f
」
快
く
時
は
忽
替
手
形
の
数
果
を
生
悲
し
め
、
ざ
る
も
の
さ
其
記
載
を
快
く
も
倫
結
局
替
手
形
ご
し
て
の
殺
カ
に
何
等
の
影
響
を
奥
ヘ
ゴ
る
も
の
さ
が
あ
る
J
結
局
替
手
形
の
放
力
後
生
の
た
め
に
必
要
な
る
要
件
を
般
に
絶
調
的
要
件
、
然
ら
ゴ
る
も
の
を
相
調
的
要
件
ご
務
す
る
事
に
す
る
o
第
一
致
五百
主ま
変ー
件
骨
刈
替
手
形
の
絡
調
要
件
は
A
A
替
手
形
た
る
が
た
め
に
は
必
ら
歩
兵
ヘ
ぎ
る
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
で
あ
っ
て
其
一
を
侠
く
時
は
主
(
手
形
は
谷
川
替
手
形
ご
し
て
の
治
律
上
の
取
扱
を
受
〈
る
事
な
き
に
到
る
の
で
あ
る
。
以
下
の
六
事
項
之
で
あ
る
。
ー
、
振
出
入
の
署
名
。
振
出
入
門
日
3
5「
さ
は
須
替
手
形
上
に
於
て
金
銭
支
梯
の
指
岡
を
奥
ふ
る
者
を
謂
ひ
、
振
出
人
た
る
が
た
め
に
は
契
約
締
結
能
力
含
有
す
る
者
な
る
か
又
は
其
代
理
人
た
る
者
で
な
け
れ
ば
不
可
な
る
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
契
英
法
に
於
げ
ろ
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
二
八
七
商
業
さ
控
訴
二
八
入
約
能
力
を
有
す
る
舎
一
肢
は
共
定
款
に
一
不
め
さ
れ
た
る
方
注
戸
よ
り
手
形
の
振
出
を
結
局
す
事
を
得
、
組
合
は
其
商
競
に
よ
り
振
出
入
た
る
事
を
示
め
す
事
を
得
る
の
で
あ
る
。
手
形
の
振
出
署
名
は
手
形
流
通
前
に
於
て
手
形
上
の
債
務
を
約
す
ぺ
き
意
思
診
以
て
之
を
匁
す
を
遜
常
ご
す
る
も
手
形
の
引
受
後
も
又
魚
す
事
を
得
る
も
の
に
し
て
〈
第
一
八
係
〉
践
に
t
流
通
に
一
置
か
れ
居
る
に
拘
ら
や
J
振
出
署
名
な
き
手
形
を
宮
。
r
g
g
古
ω
5
5
8門
ご
務
せ
ら
る
。
不
完
全
な
る
詮
努
の
義
に
し
て
白
地
手
形
回
g
r
o
.当
azo-
の
一
に
屈
し
、
振
出
人
が
署
名
し
た
る
時
よ
り
結
局
替
手
形
ざ
し
て
取
扱
は
る
る
も
の
で
あ
る
。
手
形
の
振
出
署
名
は
手
形
要
件
の
完
備
せ
る
さ
否
さ
に
拘
ら
歩
之
を
結
局
す
事
を
得
る
も
の
で
あ
っ
て
手
形
要
件
を
具
備
せ
ぎ
る
詮
券
の
上
に
於
て
振
出
署
名
を
匁
し
た
る
時
は
其
手
形
は
白
地
手
形
に
し
て
白
地
手
形
に
在
り
で
は
手
形
所
持
人
は
白
地
を
補
充
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
手
形
金
額
が
白
地
な
る
場
合
に
於
て
は
手
形
の
受
収
入
及
手
形
所
持
人
は
手
形
に
側
四
せ
る
印
紙
の
金
綴
に
よ
り
印
紙
法
に
定
む
る
限
度
に
於
て
之
5
6
7
 
を
補
充
し
得
る
権
限
を
取
得
す
る
も
の
ご
す
(
第
二
O
傑
Uo
又
振
出
署
名
は
代
理
人
じ
よ
っ
て
も
之
を
然
す
事
を
得
る
(
第
九
O
係
)
O
2
、
支
梯
人
号
200
支
挑
人
さ
は
手
形
上
手
形
金
額
の
支
梯
を
委
託
さ
れ
た
る
名
宛
人
に
し
て
手
形
様
利
者
に
濁
し
第
一
次
的
じ
支
梯
義
務
を
負
携
す
る
者
h
T
謂
ひ
、
支
梯
人
は
確
定
せ
る
か
又
は
確
定
し
得
ぺ
き
方
法
に
よ
り
指
示
さ
る
k
h
事
含
要
す
る
も
の
で
あ
っ
て
ハ
第
六
候
第
一
号
、
或
詮
券
が
共
形
式
に
於
て
結
局
替
手
形
た
る
事
を
一
不
め
す
場
合
ε雄
も
名
宛
人
な
き
限
、
り
は
匁
替
手
形
ぎ
し
て
の
注
律
的
取
扱
を
受
〈
る
事
能
は
ゴ
る
も
の
で
あ
る
o
目
疋
結
局
替
手
形
が
支
梯
委
託
詮
券
た
る
蛍
然
の
結
果
で
あ
る
o
然
し
な
が
ら
支
梯
人
は
相
営
な
る
方
法
に
於
て
確
定
し
得
ペ
き
が
如
き
表
示
に
よ
り
一
不
め
き
る
、
子
以
て
足
、
，
p
、
例
へ
ば
ロ
シ
ド
シ
市
ユ
ニ
オ
Y
ス
グ
タ
1
ト
一
番
地
さ
云
ふ
が
如
き
記
載
あ
れ
ば
其
場
所
は
確
定
し
同
時
に
共
場
所
に
居
住
せ
る
者
又
は
佐
官
業
所
含
有
す
る
者
も
ほ
し
Y
確
定
せ
る
や
』
以
て
其
場
所
に
在
る
X
な
る
者
が
手
形
に
引
受
を
結
局
し
た
る
時
は
其
手
形
は
忽
替
手
形
ご
し
て
取
扱
ふ
ぺ
き
も
の
さ
す
る
。
支
抑
人
は
手
形
上
第
一
次
的
に
支
坊
の
債
務
を
負
ふ
も
の
な
る
を
郊
で
契
約
能
力
あ
る
者
が
支
梯
人
ご
し
て
記
載
さ
る
、
事
ぞ
要
し
、
支
挑
人
は
振
出
人
ご
別
人
な
る
事
を
要
し
町
、
更
に
支
梯
人
は
仮
装
人
物
な
る
事
を
得
ぎ
る
も
の
に
し
て
、
契
約
能
力
な
き
者
が
支
抑
人
ご
な
り
、
支
抑
人
さ
振
出
人
ご
が
同
一
人
な
る
時
、
及
び
支
挑
人
が
仮
装
人
物
な
る
時
は
手
形
所
持
人
は
其
其
選
探
に
従
ひ
英
手
形
を
以
て
約
束
手
形
さ
結
局
し
又
は
怨
替
手
形
ご
な
す
事
を
得
る
の
で
あ
る
(
第
五
係
第
二
項
〉
O
支
抑
人
は
必
ら
宇
し
も
一
名
た
る
事
を
要
す
る
も
の
で
な
い
数
名
共
同
し
て
支
梯
人
た
る
事
を
得
る
の
で
あ
る
。
但
し
二
名
の
者
を
撰
探
的
に
支
梯
人
ご
な
す
事
及
数
名
の
者
ケ
相
次
的
に
支
梯
人
ご
忽
す
事
は
支
梯
人
を
不
確
定
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
っ
て
匁
替
手
形
の
本
質
に
反
す
る
(
第
六
保
第
一
一
頃
〉
O
英
法
に
於
げ
る
潟
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
路
二
八
九
商
業
さ
経
湾
二
九
O
英
法
に
於
て
も
自
己
宛
結
局
替
手
形
は
有
殺
な
る
さ
共
に
支
梯
人
を
以
て
受
取
人
さ
な
す
手
形
も
亦
有
放
で
あ
る
(
第
五
傑
第
一
項
〉
。
3
、
受
取
人
勺
々
の
0
・
受
取
人
さ
は
手
形
上
に
於
て
手
形
金
額
の
支
協
を
受
く
ぺ
く
指
定
さ
れ
た
者
ぞ
謂
ひ
、
持
会
人
拐
の
怨
替
手
形
に
非
ら
ぎ
る
結
局
替
手
形
に
於
て
は
受
取
人
の
氏
名
を
明
瞭
に
記
載
す
る
か
又
は
相
勝
目
な
る
方
法
に
よ
り
確
定
し
得
る
や
う
に
記
載
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
(
第
七
傑
第
一
号
。
而
し
て
若
し
手
形
上
英
記
載
ケ
快
く
時
は
其
欠
換
が
補
充
せ
ら
る
る
ま
で
は
法
律
上
忽
替
手
形
ご
し
て
の
取
扱
を
受
〈
る
事
を
得
ぎ
る
も
の
さ
な
さ
れ
る
。
蓋
し
受
取
人
が
限
装
人
物
な
る
か
又
は
存
在
せ
ゴ
る
人
物
な
り
し
場
合
に
於
て
は
手
形
の
善
意
取
得
者
は
其
谷
川
替
手
形
を
持
会
人
梯
の
手
形
ご
し
て
取
扱
ふ
事
を
得
る
旨
を
同
僚
第
三
項
に
記
載
す
る
さ
共
に
同
法
第
三
保
第
四
項
に
於
て
は
振
出
目
、
調
債
文
言
、
振
出
場
所
又
は
支
梯
場
所
の
記
載
な
き
場
合
に
於
て
も
結
局
替
手
形
は
無
放
に
非
玄
る
旨
を
定
h
u
る
に
拘
ら
宇
受
取
人
の
記
載
な
き
場
合
に
悶
す
る
規
定
な
く
従
て
受
取
人
の
記
載
な
き
怨
替
手
形
色
以
て
不
完
全
な
る
手
形
ざ
し
て
取
扱
ふ
の
怠
な
る
が
如
き
も
受
取
人
を
一
不
め
さ
ざ
る
時
は
支
挑
人
を
し
て
、
過
重
な
る
責
任
を
負
は
し
む
る
に
到
る
恐
が
あ
る
。
受
取
人
は
確
定
し
得
ぺ
き
方
法
に
よ
り
記
載
す
れ
ば
足
り
る
が
受
取
人
ざ
し
て
指
定
さ
れ
た
る
者
さ
同
一
氏
名
を
有
す
る
他
の
者
が
存
す
る
場
合
に
於
て
は
手
形
が
後
行
さ
れ
た
る
時
に
其
何
れ
な
る
が
を
確
定
す
る
事
を
要
し
、
振
出
営
時
振
出
入
が
指
定
し
た
る
者
ご
異
b
た
る
者
向
一
氏
名
品
有
す
る
)
が
手
形
を
取
得
す
る
も
芸
者
は
手
形
上
の
権
利
宇
佐
取
得
せ
ざ
る
は
共
に
之
を
他
に
譲
渡
す
る
様
能
を
宥
す
る
事
を
も
待
な
い
の
で
あ
る
ハ
Eopt-
Q
U
 
M
「
C
S
ロ
m-
ふ吋・同・
U
N
∞U
U
N
M
W
・同
ωZ-
同∞心。
支
挑
人
が
仮
装
の
人
物
な
り
し
時
は
善
意
な
る
手
形
所
持
人
は
其
手
形
を
以
て
持
会
人
梯
の
手
形
ご
し
て
手
形
上
の
権
利
念
行
使
し
得
る
は
既
に
逃
ぺ
た
る
所
で
あ
る
が
〈
宮
口
口
市
:-E己
ロ
5・
品
。
-
p
z・
ω-f〉
、
此
場
合
に
於
て
も
従
来
は
手
形
所
持
人
の
提
供
せ
る
金
銭
が
引
受
人
の
手
中
に
入
る
に
非
ら
ゴ
、
れ
ば
其
権
利
を
行
使
す
る
事
を
得
ざ
る
も
の
ご
さ
れ
て
居
た
。
但
引
受
人
が
銃
に
事
買
佐
知
れ
る
時
は
其
引
受
人
は
支
携
を
拒
む
事
能
は
十
ご
な
さ
れ
て
居
た
ゃ
う
で
あ
る
。
支
梯
人
が
手
形
上
記
載
さ
れ
ぎ
り
し
時
は
手
形
は
不
完
全
な
る
も
の
に
し
て
此
場
合
に
於
て
は
手
形
所
持
人
は
善
意
な
る
限
b
自
己
の
氏
名
を
以
て
其
白
地
ぞ
補
充
し
振
出
入
に
調
し
請
求
e
f
o
M
し
得
べ
し
ハ
凸
言
。
巴
。
ゴ
-
Q
P
5
5
3
N
Z
・
伶
♂
。
。
u
Z
M
F
同
-
S
?
と
Z
C
C臼
4
・。同一日♂
H
p
h
w
呂・や
N
U
U
N
の・伶・句・
ω
。
∞
切
手
形
法
第
二
O
館
第
一
項
〉
0
但
し
引
受
人
に
潰
し
請
求
せ
ん
さ
す
る
時
は
自
己
合
以
て
受
取
人
ε忽
す
ぺ
き
権
能
を
有
す
る
旨
を
立
詮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
〈
凸
門
官
民
岳
〈
・
Z
Sロu
M
吋
E
E・
us一〉
J
4
品。〈・り
-53
。
υ
内・∞。
)。
-
術
品
局
替
手
形
の
振
出
人
は
数
名
の
者
を
共
同
受
取
人
さ
な
し
数
人
中
の
一
入
者
く
は
数
人
に
支
梯
は
る
ぺ
き
回
目
を
記
載
し
、
或
は
又
或
図
睦
の
役
員
〈
例
某
合
々
長
又
は
幹
事
さ
一
宮
ふ
が
如
し
〉
を
以
て
受
取
人
ご
な
し
得
ぺ
き
も
の
に
英
訟
に
於
げ
る
病
替
手
形
の
志
議
及
手
形
行
局
二
九
商
業
さ
経
済
二
九
二
し
て
之
が
た
め
に
受
取
人
の
不
確
定
を
来
た
す
事
は
な
い
も
の
芭
せ
ら
る
る
(
第
七
係
第
二
項
〉
O
結
局
替
手
形
は
指
同
式
ぜ
な
す
三
持
会
一
人
挑
式
に
な
す
ご
は
振
出
人
の
自
由
に
し
て
持
南
部
一
人
協
な
る
事
を
明
示
し
又
は
最
後
の
一
義
書
が
白
地
な
る
時
は
持
会
人
抑
式
ぎ
な
b
指
悶
文
一
一
一
一
回
を
記
入
す
る
時
は
指
岡
式
ご
な
る
(
第
八
俗
的
引
二
項
第
三
項
第
四
項
前
段
〉
。
ゑ
替
手
形
は
性
質
上
山
町
田
然
流
通
詮
券
な
る
を
以
て
振
出
入
が
ゑ
替
手
形
の
譲
渡
&
禁
やJ
ぺ
き
記
載
を
匁
し
又
は
斯
く
の
如
き
立
見
を
表
は
す
仁
足
る
記
載
を
結
局
す
時
は
手
形
上
の
一
様
利
は
其
営
事
者
間
に
於
て
は
移
縛
す
る
も
、
共
忽
替
手
形
は
最
早
流
通
性
?
失
ひ
、
他
の
者
に
流
通
す
る
事
能
は
玄
る
も
の
さ
す
(
第
八
傑
第
一
項
)
。
従
っ
て
結
局
替
手
形
上
に
草
に
特
定
人
の
み
を
記
載
す
る
時
は
其
手
形
は
流
通
性
な
き
も
の
ご
云
は
ね
ば
な
ら
nu 
ぬ
は
や
J
で
あ
る
杓
(
従
来
は
さ
う
考
へ
ら
れ
て
居
士
弔
う
で
あ
ろ
〉
此
記
裁
だ
け
で
手
形
の
支
挑
が
業
特
定
人
に
限
ら
る
も
の
さ
な
す
は
早
計
で
あ
る
。
ゑ
替
手
形
は
営
然
流
通
性
を
有
す
る
も
の
ご
す
れ
ば
手
形
所
持
人
の
た
め
に
期
〈
の
如
き
場
合
は
有
利
に
解
秤
す
る
必
要
が
あ
る
。
故
に
手
形
法
は
此
種
の
記
載
に
よ
り
其
魚
替
手
形
争
指
岡
式
た
ら
ゴ
る
も
の
ご
は
な
さ
な
い
(
同
保
第
一
凶
項
〉
O
又
手
形
上
特
定
人
の
指
国
人
に
支
梯
ふ
ぺ
き
旨
ケ
記
載
し
其
特
定
人
又
は
其
直
接
の
指
国
人
に
支
挑
ふ
ぺ
か
ら
ざ
る
旨
を
記
載
し
た
る
場
合
に
於
て
も
之
が
た
め
に
受
取
人
の
不
定
を
来
た
す
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
結
局
替
手
形
は
営
然
に
手
形
上
記
載
さ
れ
た
る
者
又
は
其
所
持
人
に
支
挑
は
る
ぺ
き
流
通
説
努
な
る
を
以
て
其
特
定
人
は
主
〈
撰
揮
に
従
ひ
自
己
又
は
其
指
国
人
に
支
梯
は
る
べ
き
も
の
芯
な
し
之
訟
流
通
に
置
く
事
を
得
る
か
ら
で
あ
る
(
第
八
候
第
五
項
)
0
4 
一
定
の
金
額
忽
務
手
形
に
記
載
せ
る
手
形
金
額
は
確
定
額
な
る
事
を
要
す
る
も
の
に
し
て
嘗
て
は
手
形
金
額
が
二
o
v
y
y
y
グ
以
下
な
る
時
は
其
手
形
は
無
始
以
な
り
さ
な
ち
れ
て
居
た
が
現
行
法
に
於
て
は
斯
く
の
如
き
制
限
な
〈
、
而
か
も
手
形
金
額
如
何
を
問
は
歩
手
形
ケ
無
記
名
式
な
ら
し
な
る
事
ぞ
得
る
の
で
あ
る
ハ
第
三
降
、
第
八
係
委
照
〉
而
し
て
手
形
金
額
は
文
字
に
よ
b
一
不
め
さ
る
〉
注
記
放
に
よ
り
一
不
め
さ
る
〉
さ
を
問
は
中
有
数
に
し
て
、
文
字
に
よ
り
一
不
め
さ
る
〉
額
さ
記
波
に
よ
り
一
不
め
き
る
〉
額
さ
相
矛
盾
す
る
時
は
文
字
に
よ
り
示
め
3
れ
た
る
金
額
を
正
蛍
ご
μ、
手
形
金
額
さ
共
に
利
息
の
率
が
一
不
め
3
る
、
時
は
利
息
は
振
出
日
附
の
日
よ
り
、
振
出
日
附
な
き
時
は
手
形
が
真
に
振
出
さ
れ
た
る
日
よ
り
後
生
す
る
も
の
ご
す
る
o
而
し
て
手
形
金
額
に
利
息
が
付
せ
る
、
場
合
に
於
て
は
其
利
息
の
額
は
手
形
に
貼
用
す
る
事
を
要
す
る
印
紙
の
額
に
何
等
の
関
係
も
な
き
も
の
ご
す
。山
る
の
手
形
金
額
の
記
載
を
快
く
場
令
三
雄
も
手
形
上
に
印
紙
ケ
貼
用
す
る
時
は
其
印
紙
の
額
に
相
蛍
す
る
最
大
の
金
額
ケ
も
っ
て
手
形
金
額
ご
し
手
形
所
持
人
は
之
を
補
充
し
得
ぺ
き
事
既
に
述
べ
た
る
が
如
し
。
き
れ
ば
印
紙
の
貼
用
な
き
符
替
手
形
に
手
形
金
額
の
記
載
を
侠
く
時
は
其
手
形
は
手
形
金
額
の
不
確
定
を
き
た
し
、
斯
く
の
英
法
に
於
り
あ
見
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
二
九
三
商
業
さ
経
済
二
九
四
如
き
手
形
を
涜
遮
に
置
〈
時
は
詐
欺
を
助
成
し
、
支
梯
人
の
責
任
骨
、
過
重
し
、
手
形
取
引
の
安
全
ゐ
パ
会
同
す
る
に
至
る
。
印
ち
斯
く
の
如
き
手
形
は
流
通
説
券
ざ
し
て
の
意
味
?
結
局
さ
ざ
る
に
至
る
。
従
て
此
意
味
に
於
て
は
手
形
金
額
も
又
絶
調
的
記
載
事
項
に
屈
す
る
も
の
さ
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
5
、
指
国
人
又
は
持
会
一
人
に
(
又
は
特
定
人
に
)
濁
す
る
支
那
営
委
託
す
る
文
ユ
一
一
口
。
斯
く
の
如
き
支
梯
の
委
託
文
4
一
一
口
あ
る
手
形
は
総
て
谷
川
替
手
形
に
し
て
怨
替
手
形
た
る
事
を
一
不
め
す
ぺ
き
文
一
一
一
一
日
は
不
必
要
で
あ
る
。
6
、
相
砂
田
な
る
印
紙
の
貼
用
。
印
紙
を
匁
替
手
形
上
に
貼
付
す
べ
き
事
は
手
形
法
に
於
て
は
要
求
3
れ
ぬ
が
ω
Z
B℃
〉
の
時
二
∞
2
・
E
5
5
0
〉♀・
5
3・
の
二
法
律
に
よ
b
要
求
さ
れ
る
、
其
法
律
に
つ
い
て
見
ら
れ
皮
い
。
第
二
致
相
調
的
要
件
相
調
的
要
件
さ
加
す
る
は
結
局
替
手
形
上
其
記
載
を
侠
く
も
忽
替
手
形
の
殺
力
に
何
等
の
影
響
を
奥
ふ
る
事
な
く
、
記
載
さ
る
〉
時
は
拘
束
力
含
有
す
る
も
の
を
謂
ふ
0
1
、
振
出
の
年
月
日
。
振
出
の
年
月
日
の
記
載
は
手
形
の
支
梯
日
を
定
む
る
に
つ
き
必
要
な
る
事
項
な
る
も
振
出
日
附
を
侠
く
の
故
を
以
て
殺
替
手
形
は
無
致
ぜ
な
る
も
の
に
非
や
(
第
三
係
第
四
項
第
一
号
。
故
に
ゑ
替
手
形
に
於
て
振
出
日
附
を
記
載
せ
，
さ
る
時
は
其
手
形
が
振
出
さ
れ
た
る
異
の
日
ケ
以
て
振
出
日
三
一
伺
倣
さ
れ
、
日
付
後
確
定
期
梯
の
手
形
な
る
時
は
所
持
人
は
其
善
意
な
る
限
り
は
池
山
町
田
三
思
惟
す
る
日
を
振
出
日
ご
し
て
記
載
す
る
事
を
待
ぺ
く
(
第
一
一
一
保
〉
、
此
場
令
に
於
て
は
訴
訟
上
口
頭
の
設
懐
中
γ
許
3
る
、
も
の
で
あ
れ
。
従
て
振
出
日
附
は
過
去
又
は
終
来
の
日
さ
な
す
事
ぞ
得
ペ
く
、
日
曜
日
英
他
の
後
業
日
に
あ
ら
ゴ
る
日
ぜ
な
す
も
可
で
あ
る
〈
第
二
一
能
〉
0
而
し
て
手
形
行
匁
は
匁
替
手
形
上
の
記
載
に
よ
り
之
を
観
察
す
ぺ
き
を
以
て
谷
川
替
手
形
上
記
載
さ
る
〉
日
附
?
以
て
反
調
の
詮
披
の
塞
げ
ら
る
〉
迄
鼻
、
の
振
出
の
日
附
さ
推
定
さ
る
〉
も
の
で
あ
り
、
振
出
日
附
の
誕
記
は
手
形
の
殺
カ
に
影
響
を
奥
ふ
る
も
の
で
は
な
い
け
0
振
出
日
附
は
其
記
載
を
侠
く
故
を
以
て
匁
替
手
形
を
無
殺
ご
な
ら
し
む
べ
き
も
の
に
非
ら
ざ
る
も
之
が
補
充
さ
る
〉
ま
で
は
其
手
形
は
怨
替
手
形
ご
し
て
完
全
な
る
致
カ
ケ
生
や
ま
る
も
の
で
あ
る
さ
共
に
振
出
日
の
鐙
造
は
縫
活
者
及
宜
〈
↓
水
誌
を
奥
へ
た
る
手
形
関
係
者
以
外
の
者
に
お
し
て
数
果
を
生
十
る
事
な
く
、
手
形
関
係
者
会
陸
の
同
意
を
得
て
援
更
し
た
る
時
に
於
て
の
み
有
設
な
る
も
の
で
あ
る
〈
第
六
四
係
委
照
〉
。
2 、
一
定
の
満
期
日
。
結
局
替
手
形
は
要
求
梯
(
官
官
E
O
B
P
5
8
3
な
る
か
又
は
確
定
せ
る
若
く
ば
確
定
し
得
る
賂
来
の
一
定
日
中
伊
良
て
満
期
日
さ
匁
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
ハ
第
一
O
傍
及
第
二
係
委
照
〉
。
蓋
し
満
期
日
を
快
く
時
は
手
形
上
の
責
任
終
了
の
期
を
明
か
に
な
す
事
ケ
符
5
る
恐
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
満
期
日
の
記
載
を
侠
く
の
理
由
は
手
形
行
結
局
を
無
始
以
英
法
に
於
げ
る
鋳
替
手
形
の
窓
議
及
手
形
行
局
二
九
五
商
業
さ
経
済
二
九
六
な
ら
し
む
る
も
の
に
非
ら
ざ
る
は
勿
論
に
し
て
此
場
合
に
於
て
は
其
手
形
を
以
ず
二
覧
沸
の
手
形
さ
な
す
も
の
で
あ
る
〈
第
一
O
館
第
一
.
項
b
v
一
覧
後
定
期
挑
手
形
に
在
り
で
は
振
出
日
附
の
記
載
な
き
時
じ
於
て
は
満
期
日
を
定
む
る
事
能
は
ぎ
る
を
以
て
手
形
法
は
斯
く
の
如
き
場
合
に
は
善
意
な
る
手
形
所
持
人
は
奨
の
振
出
日
附
を
記
入
し
其
満
期
日
を
磁
定
す
る
事
ぞ
得
ぺ
〈
〈
第
二
一
候
本
文
〉
、
手
形
所
持
人
が
善
意
に
し
て
然
も
、
沿
っ
て
不
買
の
日
附
を
記
載
し
、
或
は
不
買
の
振
出
日
附
の
記
載
あ
る
手
形
ぞ
善
意
に
取
得
し
た
る
者
あ
る
場
合
に
於
て
も
手
形
は
業
が
た
め
に
放
カ
を
失
ふ
事
な
く
其
記
載
の
振
出
日
附
を
以
て
算
、
の
振
出
日
附
ご
な
し
之
に
よ
り
て
満
期
日
子
定
む
る
事
を
得
る
も
の
ざ
す
ハ
第
一
一
一
号
。
蓋
し
善
意
な
る
手
形
所
持
人
は
手
形
要
件
の
欠
侠
を
補
充
す
べ
き
様
限
を
有
す
る
も
の
さ
推
定
き
る
k
み
か
ら
で
あ
る
(
第
二
O
篠
山
第
一
項
後
段
〉
O
満
期
日
は
斯
く
の
如
く
手
形
上
の
責
任
絡
了
の
時
期
を
明
か
さ
な
す
ぺ
き
も
の
な
る
が
故
に
満
期
日
は
確
定
せ
る
か
確
定
し
得
ペ
き
将
来
の
時
な
る
事
ぞ
要
し
(
第
三
保
第
一
項
要
問
。
単
純
な
る
終
来
の
事
件
の
後
生
日
ぞ
以
て
満
期
日
さ
な
す
場
令
は
業
手
形
は
匁
替
手
形
ご
し
て
殻
カ
を
生
?
る
も
の
で
な
い
ハ
第
二
係
第
一
項
〉
。
蓋
し
流
通
詮
券
は
詮
券
上
に
於
け
る
記
載
の
み
に
よ
り
て
其
始
以
カ
を
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
而
も
其
記
載
が
確
買
な
る
事
が
其
特
質
を
魚
す
も
の
で
あ
る
o
而
し
て
忽
替
手
形
が
流
遜
詮
券
に
属
す
る
以
上
は
静
岡
然
斯
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
怨
替
手
形
に
於
て
仰
要
求
抑
o
ロ
今
g
g仏
あ
り
、
或
は
仰
支
挑
日
の
記
載
な
き
場
合
に
於
て
は
其
手
形
は
要
求
梯
手
形
ご
な
り
、
従
っ
て
其
満
期
日
も
明
一
覧
銚
丘
ω
一mz
ロ
壬
一
不
抑
。
口
市
5
2
g
z
o
D
な
る
旨
の
記
載
白
に
之
を
知
る
事
を
得
る
。
要
求
挑
手
形
は
手
形
所
持
人
が
支
梯
人
に
手
形
の
果
一
不
を
局
し
た
る
時
に
満
期
日
の
到
来
す
べ
き
怨
替
手
形
に
し
む
満
期
日
三
支
挑
日
ご
は
常
に
一
致
す
べ
き
も
の
で
あ
る
o
従
っ
て
此
程
の
手
形
に
在
り
で
は
手
形
所
持
人
が
支
梯
の
呈
示
を
ゑ
す
に
在
ら
ぎ
れ
ば
満
期
日
は
不
確
定
な
る
べ
き
理
で
あ
る
ο
斯
く
の
如
き
は
手
形
関
係
の
終
了
を
不
明
確
な
ら
し
め
支
挑
人
を
し
て
過
重
の
責
任
を
負
は
し
む
る
の
結
果
ご
な
る
を
以
て
手
形
法
は
要
求
梯
手
形
に
在
り
で
は
手
形
成
官
行
の
日
よ
b
相
蛍
な
る
期
間
を
経
、
過
し
た
る
時
は
之
ケ
支
梯
人
に
呈
示
し
其
支
梯
其
他
の
責
任
を
知
ら
し
む
る
事
を
要
す
ご
な
し
〈
第
四
五
傍
第
二
項
)
、
支
梯
人
が
銀
行
な
る
時
は
第
六
O
僚
に
於
て
特
別
の
規
定
争
丞
臥
け
て
居
る
、
而
し
て
如
何
な
る
期
聞
が
相
嘗
な
る
期
間
な
り
や
は
手
形
の
性
質
に
基
き
、
同
溜
の
手
形
に
関
す
る
凋
来
上
の
憤
例
に
よ
り
、
或
は
各
場
合
の
特
別
な
る
事
情
に
よ
り
て
之
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
ハ
第
四
五
館
第
二
項
後
段
〉
0
一
覧
後
梯
怨
替
手
形
は
仰
振
出
日
附
後
確
定
日
又
は
一
覧
後
確
定
日
に
支
梯
は
る
ぺ
き
回
目
を
記
載
し
、
又
は
mw後
生
期
は
未
だ
不
定
な
る
も
勝
家
後
生
す
ぺ
き
事
確
買
な
る
特
定
の
事
件
の
後
生
後
確
定
日
〈
例
へ
ぽ
某
死
亡
の
時
よ
り
、
某
一
定
の
年
齢
に
詰
し
て
よ
り
、
越
知
あ
り
土
る
時
よ
り
一
定
期
の
経
過
後
文
扮
ふ
さ
な
ア
却
し
〉
に
支
抑
は
る
べ
き
旨
を
記
英
法
に
於
げ
る
局
替
手
形
の
窓
誌
及
手
形
行
局
二
九
七
商
業
さ
経
済
二
九
八
載
し
た
る
結
局
替
手
形
に
し
て
(
第
二
像
、
g
p
E
3
富山
O
向日岳山口問。句・
ω
芸
号
、
新
く
の
如
き
手
形
に
在
り
で
は
其
定
め
ら
れ
た
る
日
の
到
達
又
は
定
め
ら
れ
た
る
事
件
の
後
生
の
時
よ
り
直
ち
に
満
期
日
を
知
る
事
を
得
る
も
支
梯
人
を
し
て
責
任
の
生
じ
た
る
事
買
を
充
分
に
知
ら
し
む
る
必
要
あ
る
を
以
て
此
程
の
手
形
の
所
持
人
は
振
出
日
以
後
に
於
て
支
梯
人
に
濁
し
引
受
の
呈
一
不
ケ
匁
し
た
る
に
非
ら
5
れ
ば
支
沸
を
求
な
る
事
を
得
ゴ
る
も
の
で
あ
れ
。
而
し
て
引
受
が
拒
絶
さ
れ
た
る
時
は
拒
総
詮
書
ぞ
作
製
せ
し
め
、
支
梯
日
に
於
て
支
梯
を
求
な
る
に
非
ら
。
き
れ
ば
其
権
利
を
保
全
し
得
ゴ
る
も
の
ご
す
る
。
一
覚
後
梯
其
他
此
に
類
す
る
ゑ
替
手
形
に
於
て
は
満
期
日
三
支
梯
日
さ
は
一
致
す
る
事
を
要
せ
ぎ
る
を
以
て
手
形
訟
は
支
梯
日
の
確
定
方
法
に
つ
き
規
定
を
設
〈
(
第
一
四
号
。
a
、
怨
替
手
形
に
別
段
の
定
め
な
き
時
は
手
形
に
記
載
し
た
る
満
期
日
に
三
日
間
の
恩
窓
白
血
P
3
。内向話。。
を
加
へ
最
後
の
恩
窓
日
を
以
て
支
抑
日
ご
す
。
但
し
最
後
の
恩
恵
日
が
日
限
目
、
グ
y
ス
マ
ス
、
事
金
曜
日
間
O
丘
町
円
安
可
又
は
法
定
の
休
日
な
る
時
は
原
則
ご
し
て
前
の
楼
業
目
、
又
最
後
の
恩
恵
日
が
一
八
七
一
年
の
銀
行
休
業
俊
令
其
他
の
改
正
補
充
治
に
定
む
る
銀
行
休
日
に
営
ろ
時
或
は
最
後
の
恩
恵
日
が
日
曜
に
丸
町
田
り
第
二
の
思
窓
日
が
銀
行
休
日
な
る
日
は
次
の
替
業
日
を
以
て
支
梯
日
さ
な
す
。
b
、
日
附
後
、
一
覧
後
ザ
〈
は
或
特
定
の
事
件
の
後
生
後
確
定
せ
る
期
間
の
経
過
後
支
梯
る
ぺ
き
怨
替
手
形
に
在
り
で
は
起
算
日
を
除
外
し
確
定
期
経
過
日
を
算
入
し
て
支
初
日
争
え
な
る
も
の
さ
す
。
C 、
一
覧
後
確
定
期
沸
の
A
A
替
手
形
に
在
り
で
は
引
受
日
よ
り
、
引
受
が
短
絡
さ
れ
た
る
時
は
桓
絶
鹿
児
書
又
は
拒
絶
詮
書
Z
o巴
8
2
H
r
o円。伴内
O
ご
5
ロ
去
の
め
匂
S
D
8
の
作
製
の
日
よ
り
其
期
間
密
集
す
る
も
の
ご
す
。
d
、
振
出
後
確
定
期
拐
の
怨
替
手
形
に
於
て
振
出
日
附
の
記
入
在
侠
く
時
又
は
一
党
後
確
定
期
協
の
忽
替
手
形
に
し
て
引
受
日
付
が
記
入
さ
れ
5
る
時
は
手
形
所
持
人
は
英
の
振
出
日
附
又
は
引
受
日
附
を
記
載
し
満
期
日
を
定
め
、
従
て
前
越
川
刊
の
方
訟
に
よ
り
支
沸
日
を
定
な
る
事
を
得
る
も
の
さ
す
(
第
一
二
傍
本
文
参
照
〉
O
e
、
期
間
を
月
に
て
定
む
る
時
は
暦
法
に
従
ひ
之
ケ
定
む
る
。
以
上
の
方
訟
に
よ
り
支
梯
日
は
確
定
3
れ
其
日
の
経
過
さ
共
に
手
形
の
正
常
な
る
流
、
通
は
停
止
せ
ら
る
〉
の
理
な
る
も
法
律
は
制
限
附
一
長
書
に
よ
り
又
は
支
沸
其
他
の
理
由
に
よ
り
手
形
が
其
致
カ
を
失
ふ
迄
は
涜
遮
に
置
か
る
〉
も
の
さ
す
〈
第
三
六
笠
原
一
項
)
。
期
限
経
過
後
の
手
形
を
取
得
し
た
る
者
は
手
形
の
期
限
の
時
に
結
局
替
手
形
に
附
着
し
た
る
破
滅
を
承
縫
す
る
も
の
ご
す
ら
(
第
三
大
俗
第
二
項
〉
O
3
、
振
出
地
。
振
出
地
の
記
載
は
手
形
に
必
要
な
る
事
項
で
は
な
い
。
故
に
振
出
地
の
記
載
な
き
手
形
さ
雄
も
有
放
で
あ
る
(
第
三
候
第
四
項
c
〉。
4
、
支
挑
地
]
V
F
8
0
内
勺
々
2
0
3
F
結
局
替
手
形
に
支
梯
地
の
記
載
な
き
が
た
め
に
其
手
形
は
始
以
カ
を
失
ふ
事
な
き
も
〈
第
三
保
第
四
項
c
〉
支
梯
人
の
所
英
法
に
於
げ
る
潟
替
手
形
の
定
義
及
手
形
行
局
二
九
九
商
業
主
経
済
三
O
O
在
不
明
を
生
宇
る
恐
な
し
ご
せ
な
い
の
み
な
ら
歩
手
形
所
持
人
は
支
拐
の
呈
示
、
引
受
の
呈
示
を
結
局
す
事
を
得
ぎ
る
が
如
き
場
令
を
生
子
。
故
じ
手
形
治
は
支
挑
地
の
記
載
な
き
も
支
沸
人
又
は
引
受
人
の
住
所
ぞ
記
載
せ
る
時
は
業
地
ケ
支
那
地
ざ
し
其
住
所
を
支
梯
場
所
ご
し
て
支
梯
及
引
受
の
皇
一
不
を
怨
す
事
eT
待
。
更
に
其
何
れ
を
も
一
不
め
さ
い
Y
る
時
は
支
梯
人
又
は
引
受
人
の
替
業
所
又
は
住
居
を
以
て
呈
示
場
所
ぜ
な
し
支
那
及
引
受
を
求
む
る
事
合
得
る
の
み
な
ら
歩
其
他
の
場
合
に
於
て
は
支
挑
人
又
は
引
受
人
を
後
見
し
た
る
場
所
又
は
彼
等
の
最
後
の
替
業
所
又
は
住
居
ケ
以
て
其
場
所
乏
な
す
事
を
得
る
も
の
ご
な
す
〈
第
四
五
除
第
一
例
項
a
-
C
-
b
〉O
支
梯
人
又
は
引
受
人
が
数
人
あ
り
且
支
梯
地
又
は
支
初
場
所
を
定
め
‘
ざ
る
時
は
前
述
の
方
法
じ
よ
り
支
梯
場
所
を
定
め
、
従
て
記
載
さ
れ
た
る
数
人
の
支
那
人
又
は
引
受
人
の
全
部
に
劃
し
支
梯
の
呈
一
不
を
結
局
す
事
を
要
す
る
事
さ
な
る
ハ
同
僚
第
六
項
芸
照
〉
。
5
、
致
備
支
那
人
R
P
ニロ
g
話
。
門
口
の
の
仏
2
P忠
良
去
の
仏
・
ゑ
替
手
形
は
支
搬
入
会
し
て
手
形
金
額
を
支
梯
は
し
む
る
診
目
的
ぎ
す
る
も
の
な
る
も
支
梯
人
が
引
受
の
拒
絶
又
は
支
梯
の
拒
絶
を
叙
し
た
る
場
〈
口
又
は
相
蛍
な
る
擦
保
の
提
供
合
拒
絶
し
た
る
時
は
手
形
所
持
人
は
其
楼
利
を
安
全
な
ら
し
む
る
事
能
は
点
灯
、
又
引
受
の
拒
絶
あ
り
た
る
時
は
振
出
人
又
は
裏
書
人
は
直
ち
に
手
形
金
額
の
償
還
を
請
求
せ
ら
る
》
を
以
て
ハ
第
三
四
傍
第
二
項
〉
第
三
者
守
し
て
手
形
上
の
責
任
診
負
は
し
む
る
方
法
を
採
る
は
手
形
の
信
用
を
維
持
す
る
上
仁
必
要
な
る
ご
共
に
手
形
義
務
者
は
手
形
権
利
者
よ
り
償
還
の
請
求
を
受
く
る
必
要
ヶ
見
ぎ
る
に
到
る
便
宜
が
あ
る
。
故
に
英
法
に
於
て
も
み
器
加
引
受
、
奉
加
支
拐
の
制
，
反
を
認
め
る
。
郎
も
振
出
人
又
は
裏
書
人
は
振
出
又
は
一
義
書
守
谷
川
す
に
蛍
h
ノ
第
三
者
ぞ
以
て
自
己
の
設
備
支
抑
人
ご
し
て
指
定
す
る
事
ぞ
得
る
(
第
一
五
舎
三
共
に
引
受
叉
は
支
梯
の
拒
絶
あ
り
た
る
時
及
び
携
保
の
供
奥
な
き
場
合
に
於
て
は
第
三
者
は
手
形
所
持
人
の
承
諾
を
得
て
手
形
義
務
者
の
た
め
に
手
形
の
引
受
を
結
局
す
事
を
得
る
も
の
さ
す
〈
第
六
五
保
〉
0
之
を
m
R
2
3
P
H
H
S
F弓
出
。
ロ
O
Z「
ω
名門
ω
句円。円
2
門
ご
裕
す
。
局
替
手
形
に
珠
備
支
抑
人
の
記
裁
あ
る
時
は
手
形
所
持
人
は
其
選
搭
に
従
ひ
其
者
に
翻
刻
し
て
引
受
又
は
支
梯
の
要
求
を
結
局
す
事
を
得
。
若
し
不
通
静
岡
な
り
ご
す
る
時
は
柏
崎
備
支
挑
人
に
謝
し
此
請
求
を
結
局
き
い
る
事
を
得
る
の
で
あ
る
o
然
し
な
が
ら
珠
備
支
梯
人
は
支
抑
人
の
引
受
又
は
支
拐
の
拒
絶
あ
り
た
る
時
に
於
て
初
め
て
責
任
を
負
ふ
べ
き
も
の
な
る
が
放
に
手
形
所
持
人
が
設
備
支
梯
人
に
謝
し
引
受
又
は
支
怖
加
を
求
め
之
が
拒
絶
を
匁
さ
れ
た
る
事
を
詮
す
る
や
-
要
す
る
の
で
あ
る
(
第
六
七
除
第
一
項
)
。
而
し
て
振
出
人
及
裏
書
人
は
珠
備
支
梯
人
を
指
定
す
る
事
に
よ
り
自
己
の
責
任
在
来
さ
ん
ご
す
る
も
の
な
る
が
故
に
手
形
所
持
人
が
珠
備
支
梯
人
仁
濁
し
て
手
続
合
踏
ま
5
b
し
時
は
其
設
備
支
梯
人
を
指
定
し
た
る
振
出
入
又
は
裏
書
人
に
濁
し
て
其
責
任
営
問
一
ふ
事
能
は
ゴ
る
に
到
る
は
勿
論
で
あ
る
〈
第
四
五
依
前
段
妻
照
〉
O
6
、
共
他
の
事
項
。
英
法
に
於
げ
る
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
一ニ
O
一
商
業
さ
経
済
三
O
ニ
各
局
替
手
形
の
振
出
に
よ
り
振
出
人
は
手
形
上
の
債
務
を
第
二
次
的
に
負
強
す
べ
き
回
目
を
約
束
す
る
も
の
な
れ
ば
特
別
の
意
思
表
示
な
き
時
は
生
じ
た
る
総
て
の
債
務
に
つ
き
其
責
に
任
性
ぎ
る
可
か
ら
ぎ
る
の
理
で
あ
る
。
又
ゑ
替
手
形
は
無
保
件
に
手
形
金
額
の
支
那
は
る
ぺ
き
回
日
を
表
示
す
る
も
の
な
れ
ば
振
出
人
の
責
任
に
つ
き
制
限
な
き
ゃ
』
以
て
遁
常
ご
す
る
。
然
れ
ど
も
手
形
上
直
接
に
第
一
次
的
，
ぃ
責
任
を
負
ふ
ぺ
き
者
は
支
梯
人
に
し
て
且
支
挽
人
が
無
僚
件
に
て
支
挑
を
震
せ
ば
足
り
、
振
出
人
の
地
位
は
む
し
ろ
保
詮
人
ご
し
立
つ
も
の
な
る
が
故
に
振
出
人
が
業
手
形
上
の
責
任
を
政
一
め
制
限
す
る
は
手
形
の
本
質
を
害
す
る
も
の
で
な
い
。
放
に
手
形
治
は
振
出
人
を
し
て
次
の
如
き
其
責
任
を
制
限
す
ぺ
き
旨
の
記
裁
を
結
局
す
事
を
許
す
(
第
二
ハ
eo
-
手
形
所
持
人
に
謝
し
自
己
の
責
任
を
否
定
し
又
は
制
限
す
る
旨
を
記
載
し
。
(2) 
白
己
に
製
す
る
手
形
所
持
人
の
義
務
の
全
部
又
は
一
一
部
を
否
定
す
る
旨
を
記
載
す
る
事
を
待
。
7
、
お
債
文
二
一
一
回
。
銃
に
逃
ぺ
た
る
が
如
く
怨
替
手
形
行
結
局
は
一
の
単
純
契
約
な
る
を
以
て
.
約
因
は
存
在
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
故
に
手
形
上
手
形
原
因
を
記
入
す
る
は
手
形
を
無
放
な
ら
し
れ
U
る
も
の
で
な
く
、
通
常
は
手
形
上
町
O
吋
gro
円
の
の
の
門
戸
刊
の
仏
な
る
文
言
を
記
載
さ
れ
て
居
る
。
然
し
な
が
ら
此
文
与
一
一
回
は
現
在
に
於
て
は
無
意
義
の
も
の
さ
な
さ
れ
て
居
る
o
蓋
し
忽
替
手
形
は
正
蛍
の
所
持
人
に
謝
し
て
は
約
図
の
存
不
存
は
問
題
ご
な
る
事
な
く
、
手
形
所
持
人
は
蛍
然
約
因
を
供
し
て
手
形
を
取
得
し
た
る
も
の
さ
推
定
さ
る
、
か
ら
ハ
後
一
週
〉
斯
く
の
如
き
文
一
一
一
一
日
は
不
必
要
で
あ
る
。
詰
M
、
∞
]
戸
内
2
u
司・
2
・
日
、
品
の
揚
合
に
於
て
補
充
櫨
者
が
印
統
の
額
に
よ
リ
示
き
あ
ろ
金
額
以
上
の
金
額
た
補
充
し
れ
る
時
及
裳
他
初
充
擢
限
私
超
過
し
士
ろ
時
は
振
出
入
は
責
任
た
負
ふ
り
理
な
き
も
、
善
意
の
手
形
取
得
者
に
封
し
て
は
依
然
ざ
し
て
責
任
岳
負
ふ
事
あ
要
す
る
Q
E
R
一
句
・
出
〉
。
目
、
白
地
手
形
の
初
充
槌
の
性
質
主
(
他
に
閲
寸
ろ
説
明
は
本
文
に
於
て
は
之
島
油
ぺ
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。
町
、
振
出
入
の
署
名
は
代
理
人
た
し
て
之
島
局
さ
し
む
ろ
事
た
得
ぺ
く
‘
又
署
名
の
方
法
は
之
島
問
は
な
い
。
縫
っ
て
記
鏡
に
よ
っ
て
も
之
島
足
す
事
J
や
得
る
(
出
三
何
回
山
HV-HM
・ど・
is-
v七・
3
l
H
0
0
品会照〉。
刊
川
、
支
掛
人
さ
振
出
入
さ
が
同
一
人
な
る
時
は
其
手
形
在
約
束
手
肱
さ
潟
す
ぺ
、
き
で
あ
ろ
。
蓋
し
設
品
分
の
形
式
如
何
日
拘
ら
ず
同
一
財
産
上
ι
ニ
個
の
詮
按
方
法
な
き
が
故
で
あ
る
〈
Q
g
E
R
U
司
・
同
∞
委
照
〉
。
日
、
出
u
L
g
u
H
M
・。
ω
・
目
、
目
1
2
u
句・
A
V
品
参
照
初
、
n
v
p】同H
H
O
片山句・
M
N
可・
幻
、
ふ
∞
旬
。
8
円
問
。
口
同
・
。
・
∞
∞
-
m
、
小
切
手
に
つ
き
て
は
小
額
の
文
字
に
従
ふ
さ
す
る
の
が
銀
行
業
者
間
の
慣
例
で
あ
ろ
さ
云
は
れ
あ
O
部
、
刺
率
は
匂
E
q
〉
ロ
門
の
底
止
後
営
事
者
間
の
任
意
な
る
約
定
に
よ
る
も
、
利
率
の
記
載
な
さ
時
は
年
五
分
ざ
す
る
〈
Q
E
B
2
U
H】・
3
・〉。
川位、
3
、】o
m
u
H
】
・
∞
。
・
及
脚
誌
、
自
己
R
U
句・同。・
部
、
出
1
m
m
u
司・司・。。
1
2・
%
、
の
F
P
]
自
己
UHU・
ω品・
幻
、
白
日
円
。
ご
匂
・
。
0・
m
、∞
F
Rコ司・。日目・
支
柿
人
が
銀
行
な
る
時
は
引
受
の
呈
一
部
品
要
ぜ
?
直
ち
に
支
坊
の
呈
示
私
局
す
た
以
て
足
ろ
蓋
し
銀
行
ミ
其
得
意
先
大
英
法
に
於
げ
る
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
三
O
三
商
業
さ
経
済
一ニ
O
四
ろ
振
出
入
さ
の
間
に
於
て
は
必
?
資
金
悶
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
m
、
∞
-
え
白
山
間
v
・
。
同
委
照
。
問
、
帰
替
手
形
上
の
債
躍
は
-
m
E
1
0
8己
百
円
円
に
よ
り
生
ナ
ろ
も
の
な
ろ
お
以
て
立
(
債
権
の
出
訴
期
限
は
m
g
z
z
。同]一
B
E
t
s回
忌
3
・
に
よ
り
定
め
ら
あ
六
ヶ
年
な
る
は
営
然
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
ム
ハ
ヶ
年
の
期
間
の
計
算
に
つ
『
さ
て
は
m
E
R
U
句・。
ω
ω
3
-
o
m
u
H
V
・℃
ω
呂
志
見
ら
れ
れ
し
。
紅
、
英
法
に
於
て
は
引
受
拒
紹
の
時
は
直
ち
に
償
還
の
請
求
与
局
す
ぺ
き
も
の
に
し
て
拾
保
請
求
摺
奇
認
む
ろ
事
は
な
い
。
第
一
二
章
・
手
形
行
免
手
形
行
結
局
三
は
怨
替
手
形
の
振
出
、
引
受
、
流
通
、
保
詮
及
び
会
加
引
受
の
五
者
を
合
め
て
般
に
つ
け
て
置
い
た
名
裕
で
あ
る
o
斯
く
の
如
き
行
怨
は
す
ぺ
て
手
形
上
の
債
権
債
務
の
後
生
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る。
英
図
に
於
て
は
手
形
上
の
債
務
の
後
生
は
草
純
契
約
に
よ
っ
て
生
宇
さ
な
し
て
居
る
事
は
既
に
述
ぺ
た
通
り
で
あ
る
、
き
れ
ば
此
所
に
所
謂
手
形
行
結
局
は
契
約
た
る
の
性
質
を
有
す
ぎ
一
宮
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
然
り
ご
す
れ
ば
如
何
な
る
内
容
を
有
す
る
契
約
な
り
や
さ
一
式
ふ
問
題
を
生
歩
。
手
形
治
第
五
四
俊
及
第
五
五
僚
に
於
て
は
引
受
、
振
出
及
一
菜
室
日
の
三
極
の
行
震
の
内
容
に
閲
す
る
現
定
ぞ
設
〈
。
此
規
定
に
よ
れ
ば
引
受
人
は
引
受
に
よ
り
引
受
の
文
一
一
一
口
に
従
っ
て
手
形
金
額
を
支
抑
ふ
可
き
旨
を
約
し
ハ
第
五
四
係
第
一
号
、
振
出
人
は
振
出
に
よ
り
趨
営
な
る
呈
一
不
ゐ
り
た
る
時
は
手
形
文
一
一
一
日
に
従
ひ
引
受
け
ら
れ
且
支
協
は
る
べ
き
旨
を
約
し
、
更
に
手
形
が
短
絡
さ
れ
た
る
時
は
手
形
金
額
を
支
梯
ひ
、
又
は
支
抑
を
匁
し
た
る
後
者
に
謝
L
償
還
を
怨
す
旨
を
約
し
ハ
第
五
五
保
第
一
項
a
u
、
裏
書
人
も
又
同
様
の
事
を
自
己
の
後
者
に
謝
し
て
約
す
(
同
第
二
項
a
〉
。
従
て
手
形
の
振
出
は
振
出
人
よ
b
受
取
人
、
其
指
同
人
又
は
詮
券
所
持
人
に
謝
す
る
金
銭
支
挑
ω
僚
件
附
契
約
に
し
て
、
裏
書
は
一
投
書
人
よ
り
其
後
者
に
謝
す
る
金
銭
支
挑
の
保
件
附
契
約
な
り
さ
し
、
引
受
は
手
形
支
抑
ひ
ケ
約
す
る
m
単
純
な
る
契
約
な
り
ぎ
な
す
も
の
が
あ
る
ハ
例
へ
ぼ
を
叩
回
二
-
と
。
振
出
入
及
裏
書
人
さ
も
に
引
受
人
の
引
受
又
は
支
梯
の
拒
絶
あ
り
た
る
時
は
支
挑
ふ
ぺ
き
責
任
を
有
す
る
者
な
れ
ば
(
後
一
週
〉
此
理
論
に
で
も
設
明
は
匁
し
得
る
も
引
受
に
つ
い
て
は
狛
説
明
彦
要
す
る
。
契
約
法
上
契
約
よ
り
生
じ
た
る
権
利
は
契
約
営
事
者
に
限
り
他
の
者
は
権
利
郎
も
訴
権
を
有
す
る
事
を
得
な
い
(
〉
口
百
ロ
H
F
4
4
。同口
O
巳
自
の
F
H
Y
N
可
。
以
下
〉
き
れ
ば
引
受
が
不
特
定
の
相
手
方
に
な
さ
る
〉
に
非
ら
5
れ
ば
引
受
を
求
め
た
る
者
以
外
の
者
は
訴
権
を
得
る
事
を
得
な
い
、
が
怨
替
手
形
じ
っ
き
で
は
普
、
過
の
契
約
の
場
合
の
如
き
債
務
譲
渡
の
理
論
を
ご
ら
歩
し
て
流
、
過
に
よ
る
訴
権
の
移
轄
に
よ
る
も
の
ご
し
て
特
殊
の
場
合
εし
て
居
る
〈
k
p
ロg
ロニ
ν
・
N
S
以
下
妻
照
〉
(
此
貼
に
就
い
て
は
真
に
研
究
た
要
す
ろ
〉
O
本
章
に
於
で
は
此
駄
に
ふ
れ
子
し
て
先
づ
手
形
能
力
を
説
明
し
各
手
形
行
忽
に
及
び
更
に
宰
を
改
め
て
流
、
通
を
説
明
す
ぺ
し
。
第
一
節
手
形
能
力
英
法
に
於
げ
ろ
局
替
手
形
の
窓
誌
及
手
形
行
局
一
一
O
五
商
業
芝
、
経
湾
一O六
既
に
逃
ぺ
た
る
如
く
手
形
行
絡
は
一
の
単
純
契
約
な
る
を
以
て
手
形
上
の
義
務
ケ
負
携
せ
ん
ざ
す
る
も
の
は
契
約
能
力
を
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
〈
第
二
二
係
第
一
項
本
文
芸
照
〉
O
而
し
て
契
約
能
力
ご
は
蛍
事
者
が
契
約
に
よ
り
拘
束
さ
る
べ
き
法
律
上
の
資
格
を
謂
仇
、
契
約
能
力
の
欠
侠
は
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
之
を
他
人
の
能
力
に
て
補
充
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
が
念
特
性
手
形
の
蛍
事
者
の
一
人
又
は
数
人
の
契
約
能
カ
な
き
事
買
は
他
の
蛍
事
者
の
手
形
上
の
責
任
じ
は
何
等
の
影
響
を
奥
ふ
る
も
の
で
は
な
い
。以
下
手
形
能
力
会
有
せ
ざ
る
者
及
手
形
能
力
を
制
限
さ
る
〉
者
を
列
泉
し
之
を
説
明
せ
ん
ご
す
る
o
一
、
未
成
年
者
富
山
口
2
2
宮
F
E・
未
成
年
者
ご
は
満
二
十
一
歳
以
下
の
者
を
絡
し
、
普
通
法
上
未
成
年
者
の
締
結
せ
る
契
約
は
取
消
し
得
ぺ
き
も
の
な
る
も
成
年
に
達
し
た
る
時
に
於
て
事
認
を
渦
局
し
た
る
時
は
其
契
約
は
有
設
な
り
ご
さ
れ
て
居
た
が
、
入
七
四
年
に
制
定
さ
れ
た
る
吋
Z
F
Fロ
U
問
。
出
。
町
〉
己
(ω
ア附
ω
∞
ぎ
の
♂
。
・
α
N
)
に
よ
b
未
成
年
者
の
締
結
し
た
る
契
約
は
必
需
品
の
供
給
を
目
的
ご
す
る
契
約
以
外
の
も
の
は
無
殺
に
し
て
相
手
方
は
之
等
の
契
約
を
理
由
ご
し
て
未
成
年
者
争
議
ふ
る
事
を
得
ゴ
る
も
ご
し
た
の
で
あ
る
(
同
法
第
一
係
及
第
二
係
委
照
〉
。
此
所
に
於
て
か
結
局
替
手
形
上
に
於
け
る
未
成
年
者
の
手
形
行
匁
は
法
律
上
放
カ
を
生
壱
ぎ
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
法
律
上
の
放
呆
は
必
.
需
品
を
受
け
た
る
代
償
さ
し
て
振
出
し
た
る
手
形
に
も
及
ぶ
ハ
凸
E
gコ匂・
宇
〉
。
手
形
法
第
二
二
僚
第
二
項
に
於
て
も
其
旨
T
規
定
し
て
居
る
。
但
し
未
成
年
者
が
詐
術
を
用
ひ
自
己
を
成
年
者
ロ
忍
o
ュq
な
り
ご
信
悲
し
め
た
る
時
は
未
成
年
者
な
る
を
理
由
さ
し
て
責
任
を
免
る
〉
事
を
待
な
い
の
で
占
の
る
。
斯
く
未
成
年
者
は
手
形
上
の
責
任
伝
負
ふ
事
な
き
ゃ
』
以
て
成
年
者
が
其
未
成
年
者
中
に
生
じ
た
る
債
務
の
弊
済
方
法
ご
し
て
債
格
者
を
受
取
人
ご
し
て
匁
替
手
形
を
振
出
し
た
る
時
は
英
行
匁
は
未
成
年
者
の
契
約
の
追
認
ご
な
り
未
成
年
者
救
済
俊
令
に
反
す
る
結
果
ご
な
る
を
以
て
業
手
形
に
よ
り
其
者
は
訴
へ
ら
る
、
事
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
然
れ
ピ
も
未
成
年
者
さ
錐
も
手
形
所
持
人
ご
し
て
は
有
殺
に
訴
訟
舎
な
し
得
る
の
み
な
ら
子
、
他
人
の
代
理
人
さ
匁
り
手
形
行
忽
を
有
数
に
匁
す
事
を
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
貼
に
於
て
未
成
年
者
は
法
律
上
特
殊
な
る
取
扱
を
受
〈
る
者
な
る
事
を
一
不
め
し
て
居
る
。
未
成
年
者
の
手
形
行
結
局
は
上
惑
の
如
〈
無
致
で
は
あ
る
が
数
名
の
手
形
署
名
中
未
成
年
者
が
在
る
場
合
に
於
で
も
他
の
成
年
者
は
其
手
形
上
の
責
任
に
お
し
何
等
の
影
響
を
受
け
な
い
の
で
あ
る
〈
第
二
二
傍
第
二
項
)
O
二
、
安
富
三
丘
巧
O
B
S
-
普
通
渋
上
実
は
僅
少
の
例
外
の
外
は
契
約
能
力
な
く
、
其
契
約
は
放
カ
を
有
せ
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
一
入
入
二
年
の
吋
}
百
足
足
止
の
仏
巧
O
B
E
t
u
H
4
0℃
ω
円
守
〉
♀
に
よ
り
妻
は
自
己
の
固
有
の
財
産
に
関
す
る
限
り
契
約
英
法
に
於
げ
る
局
替
手
形
の
定
義
及
手
形
行
局
三
O
七
商
業
主
経
済
一ニ
O
八
能
力
を
有
す
る
も
の
ぎ
き
れ
更
に
一
入
九
三
年
の
、H
，
Z
昌
記
号
〔
】
巧
O
B
g
J
H
t。
匂
q
q
〉
の
片
岡
∞
m
v
M
G
Z
M可
ぐ
宮
・
凸
・
ω
〉
に
よ
り
契
約
締
結
蛍
時
に
於
て
固
有
の
財
産
を
有
す
る
事
を
詮
せ
ざ
る
時
さ
雄
も
妻
の
契
約
は
有
始
以
さ
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
て
現
在
に
於
て
は
妻
は
蛍
然
手
形
行
忽
を
有
殺
に
ゑ
し
得
る
の
で
あ
る
。
一
二
、
精
紳
病
者
及
び
泥
酔
者
F
g
p
p
g仏
広
三
ロ
r
S
E
E
-
精
紳
病
者
又
は
泥
酔
者
は
契
約
締
結
の
蛍
時
に
於
て
自
己
の
匁
せ
る
事
を
剣
先
せ
字
、
精
紳
の
錯
乱
又
は
泥
酵
の
mm
態
に
あ
b
た
る
事
を
相
手
方
が
知
り
居
た
る
事
を
詮
明
す
る
に
あ
ら
ゴ
れ
ば
契
約
よ
b
生
子
る
拘
束
を
ま
ぬ
が
れ
得
ぎ
る
所
に
し
て
上
記
の
事
買
を
詮
明
し
た
る
時
は
業
契
約
ケ
取
消
し
得
る
の
で
あ
る
。
然
れ
吉
も
手
形
に
あ
り
で
は
直
接
の
静
岡
事
者
に
謝
し
て
の
み
取
治
権
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
手
形
の
善
意
の
取
得
者
に
謝
し
て
は
之
を
結
局
し
得
5
る
所
で
あ
る
。
四
、
法
人
の
o
号
己
主
oロ
法
人
さ
は
法
に
よ
り
認
め
ら
る
、
擬
制
人
で
あ
る
。
而
し
て
法
人
の
契
約
能
力
は
治
人
設
立
の
約
款
に
よ
b
制
限
さ
る
、
ご
共
に
共
性
質
上
制
限
さ
る
〉
場
合
が
あ
る
。
治
人
は
本
来
擬
制
人
に
し
て
有
機
的
存
在
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
自
ら
行
動
す
る
事
を
符
十
し
て
其
代
理
人
に
よ
h
て
の
み
行
動
を
匁
し
、
従
て
契
約
を
締
結
し
得
る
も
の
に
す
ぎ
ぬ
、
さ
れ
ば
注
入
が
契
約
を
締
結
す
る
に
蛍
b
て
は
其
構
成
員
の
全
部
が
其
契
約
締
結
に
濁
し
承
認
な
奥
へ
た
る
事
を
詮
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
法
人
は
常
に
法
人
の
印
章
を
用
ひ
て
之
を
詮
明
し
、
従
て
治
人
の
契
約
は
C
E
2
8己
に
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
od 
あ
る
。此
原
則
に
従
へ
ば
手
形
行
結
局
は
草
純
契
約
な
る
事
を
要
す
る
を
以
て
法
人
は
手
形
行
匁
を
匁
す
事
を
得
玄
る
一
平
さ
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
治
人
は
権
限
あ
る
代
理
人
の
署
名
を
以
て
詮
券
行
須
佐
ゑ
し
て
居
た
。
郎
主
手
形
行
結
局
は
代
理
人
の
署
名
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
居
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
斯
く
の
如
き
捺
印
行
結
局
が
完
全
nu 
な
る
殺
カ
を
有
し
て
居
た
か
ど
う
か
は
疑
問
ご
な
さ
れ
て
居
た
ゃ
う
で
あ
る
。
手
形
法
俊
二
二
傑
第
一
項
但
書
に
於
て
は
法
人
に
閲
す
る
法
律
に
於
て
手
形
の
振
出
裏
書
引
受
等
に
つ
き
権
限
を
奥
へ
ら
れ
た
る
法
人
の
み
が
手
形
行
結
局
能
力
を
有
す
る
も
の
ご
さ
れ
、
更
に
同
僚
第
二
項
に
於
て
は
手
形
行
結
局
能
力
を
有
せ
ぎ
る
法
人
が
手
形
の
振
出
引
受
又
は
一
茶
室
目
。
γ
須
し
た
る
場
合
ご
雄
も
手
形
の
正
蛍
な
る
所
持
人
は
他
の
手
形
閲
係
者
じ
謝
し
て
は
楳
利
ケ
行
使
す
る
事
を
得
る
回
日
を
定
め
、
第
九
一
候
第
二
項
に
於
て
は
法
人
が
手
形
署
名
子
忽
す
は
8
弓
O
B
R
ω
g
-
に
よ
る
を
以
て
足
り
、
8
号
O
B
R
お
と
に
よ
る
署
名
は
手
形
に
劃
し
て
捺
印
契
約
た
る
の
性
質
を
奥
る
も
の
に
あ
ら
や
ノ
さ
結
局
す
を
以
て
、
前
述
せ
る
「
法
人
は
捺
印
契
約
能
力
の
み
含
有
し
従
て
単
純
一
契
約
に
屈
す
る
手
形
行
須
の
如
き
は
到
底
な
し
得
，
さ
る
所
で
あ
る
o
蓋
し
捺
印
契
約
待
者
は
流
通
詮
券
た
り
得
ま
れ
ば
な
り
」
さ
云
ふ
原
則
は
既
に
庭
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
吉
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
少
な
く
ご
も
此
原
則
は
手
形
に
関
し
て
の
み
は
趨
用
な
き
も
の
な
り
さ
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
英
法
に
於
り
あ
潟
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
三
O
九
商
業
さ
経
済
三
一
O
法
人
特
に
合
一
肢
に
関
し
て
前
惑
の
理
論
を
基
礎
ざ
す
る
手
形
能
力
守
説
明
し
て
置
き
皮
い
。
普
通
法
上
の
舎
一
肱
印
ち
図
王
の
放
詐
を
得
て
設
立
さ
れ
た
る
舎
一
肢
は
図
王
の
救
許
に
よ
り
許
3
れ
た
る
範
国
内
に
於
て
契
約
能
力
含
有
し
、
従
て
救
詐
き
る
¥
A
限
り
手
形
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
公
盆
事
業
を
合
h
u
事
を
目
的
ご
す
る
舎
一
枇
は
其
目
的
の
範
問
内
に
於
て
契
約
能
力
ケ
認
め
ら
る
、
も
の
で
あ
る
が
其
手
形
能
力
は
注
律
又
は
曾
祉
の
定
款
に
よ
り
明
か
に
奥
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
o
故
に
例
へ
ば
普
通
の
銭
進
法
に
よ
b
設
立
3
れ
た
る
銭
道
合
一
枇
は
手
形
能
力
を
有
せ
宇
宙
P
R
E
2
4・
Z
5
4
P
H巾
印
刷
N・
G
-
"
F
H
N
J
同の-句
-sq〉、
主
〈
他
鍍
業
曾
祉
、
化
率
工
業
舎
一
祉
、
ナ
Y
ぺ
イ
ジ
舎
一
枇
、
一
克
斯
舎
一
祉
法
一
す
の
如
き
商
業
曾
赴
に
非
ら
ゴ
』
る
合
一
此
(
ロ
O
ロ
三一ロ
m
n
o
宮
市
自
己
は
各
特
別
法
又
は
定
欽
に
於
て
明
白
に
手
形
能
力
を
奥
へ
ら
れ
て
居
な
け
れ
ば
其
手
形
行
結
局
に
よ
b
合
一
肱
は
責
任
舎
負
ふ
事
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
商
業
合
赴
〈
商
事
官
祉
〉
に
し
て
統
一
合
枇
法
令
0
3
8
g
Q
O虫
色
白
色
。
ロ
〉
〉
円
片
岡
∞
畠
〉
に
よ
る
舎
一
肢
は
同
注
第
七
七
僚
に
於
て
手
形
能
力
を
奥
へ
ら
れ
て
居
る
が
定
款
に
別
段
の
規
定
あ
る
時
は
手
形
能
力
を
有
せ
ざ
る
も
の
で
ゑ山
v
f
Q
O
詑
1
、の
E-gquH)・小向日・
K
M
ロ目。ロ
U
F
J
4
0
同
n
o
E
5
0
門
Z
F
開門同・句・
3
一同
2
、
Q
岡山】自白山間
v
・
3
・
手
形
法
第
五
四
係
〈
ニ
〉
及
第
五
五
除
要
照
。
3
、
間
際
私
法
上
に
於
て
は
契
約
能
力
は
営
事
者
の
本
間
法
に
よ
り
決
す
ぺ
舎
で
あ
ろ
が
ハ
m
g
g
R
4
2
〈・ロ
σ
出
白
R
S
〈同
33"ω
匂・ロ
-
H
・〉
商
事
に
閲
し
て
は
契
約
地
法
に
よ
り
決
す
ぺ
告
が
正
し
い
さ
な
さ
れ
あ
っ
京
邑
件
。
二
口
円
。
白
色
0
5ご
P
J
4
H
也町内山・同)・主・)
4
、
必
要
品
の
供
給
に
闘
す
ろ
契
約
は
未
成
年
者
さ
雄
も
有
設
に
な
す
事
与
得
る
0
5
、
〉
ロ
g
口
二
p
t
4
0同
g
E
Eの
昨
日
ν
・同
ω品
以
下
妻
照
さ
れ
士
L
o
6
、
巴
ロ
件
。
ご
司
・
N
同・
7
、m-丘町
H
U
H
)
・
N
H
Q
M
P
E
2
u
H
y
ε
・
8
、
熔
替
手
形
の
振
出
日
付
は
之
島
過
去
の
日
島
記
し
得
ろ
さ
同
時
に
将
来
の
日
付
岳
以
て
振
出
日
付
さ
な
す
事
お
得
ろ
か
以
て
成
年
者
が
手
形
の
引
受
た
な
し
士
ろ
に
其
振
出
日
付
が
其
者
が
未
ロ
未
成
年
者
士
リ
し
日
に
相
営
す
あ
時
は
、
、
れ
お
理
由
ざ
し
て
責
任
た
免
れ
ろ
事
た
得
な
い
さ
同
時
に
未
成
年
者
が
自
己
が
成
年
に
達
し
れ
あ
後
に
あ
ろ
ぺ
き
将
来
の
日
付
た
以
て
手
形
ゐ
振
出
し
・
市
he--n
場
合
に
於
て
も
手
形
は
未
成
年
者
の
手
形
に
し
て
こ
の
手
形
に
よ
り
未
成
年
者
は
手
形
上
り
責
任
た
負
ふ
事
ら
得
な
い
。
蓋
し
手
形
上
の
窓
思
表
示
は
長
に
な
さ
れ
土
ろ
日
よ
り
殻
力
私
生
ず
べ
き
で
あ
っ
て
其
日
付
さ
は
何
等
の
関
係
為
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
9
、
〉
5
0ロ
u
-
v
・
1AV・
国
〕
L
m
丘
町
・
可
。
.
目
、
〉
口
出
O
ロ
hHV・
ZAV・
口
、
国
三
日
山
町
・
一
可
。
向
。
。
門
口
O
円。
(
0
)
-
u、
〉
ロ
g
ロ
U
T
Z。.
第
二
節
結
局
替
手
形
の
振
出
免
替
手
形
上
の
契
約
は
単
純
契
約
に
属
す
。
而
し
て
車
純
契
約
は
意
思
表
示
の
品
局
さ
れ
た
る
に
よ
り
成
立
す
る
も
の
に
し
て
結
局
替
手
形
の
如
き
要
式
契
約
に
於
て
は
手
形
法
の
要
求
す
る
要
件
(
第
三
特
以
下
参
照
〉
を
具
へ
書
面
上
に
於
て
匁
3
れ
た
る
時
に
於
て
成
立
し
其
殺
力
を
後
す
る
要
件
は
一
般
に
契
約
法
に
定
h
u
る
所
に
よ
る
も
特
別
の
要
件
ご
し
て
は
振
出
人
が
其
書
面
に
署
名
を
結
局
す
事
を
要
す
る
も
の
さ
す
る
ハ
第
二
三
係
委
号
。
英
法
に
於
げ
る
鋳
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
一一
一
一
商
業
さ
経
済
一
一一
従
っ
て
忽
替
手
形
の
振
出
守
主
据
え
回
目
安
。
Z
5
5
m
m〉
さ
は
結
局
替
手
形
詮
券
上
に
於
て
法
律
の
要
求
す
る
形
式
を
且
(
へ
た
る
意
思
表
示
を
怨
し
英
詮
券
上
に
署
名
す
る
事
を
謂
ふ
さ
魚
す
事
テ
得
る
や
う
で
あ
る
。
上
越
の
加
さ
意
味
に
於
け
る
振
出
行
忽
あ
り
た
る
時
よ
り
其
詮
品
分
は
匁
替
手
形
ご
し
て
殺
カ
を
有
す
る
に
到
る
も
未
だ
完
全
な
り
さ
一
玄
ふ
事
を
得
予
し
て
、
振
出
人
が
現
買
に
手
形
上
の
責
任
を
負
ふ
に
到
る
は
袋
行
5
5・
山口
m
広
岡
山
町
]
]
ω
O
町
民
岳
山
口
問
。
あ
り
た
る
事
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
結
局
替
手
形
の
泌
氏
行
さ
は
法
律
に
定
め
た
る
要
件
の
具
は
る
怨
替
手
形
誇
券
を
手
形
所
持
人
た
る
べ
き
者
に
交
付
す
る
を
謂
ふ
〈
第
二
係
第
九
号
、
之
を
詳
一
一
一
目
す
れ
ば
手
形
上
の
債
務
を
負
携
す
る
の
意
思
を
以
て
詮
券
上
に
注
律
の
要
求
す
る
要
件
を
記
載
し
之
に
署
名
し
、
主
〈
詮
券
を
受
取
人
の
現
買
の
占
有
に
置
き
又
は
受
取
人
に
調
し
法
定
引
渡
を
怨
す
総
て
の
行
匁
を
包
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
忽
替
手
形
は
振
出
行
結
局
及
後
行
行
局
局
あ
り
て
初
め
て
完
全
な
る
殺
果
を
生
子
る
に
到
り
(
振
出
行
局
さ
遊
行
行
局
さ
私
総
括
し
て
潟
替
手
形
の
振
出
さ
一
で
か
〉
、
従
っ
て
匁
替
手
形
の
引
、
波
の
完
了
す
る
迄
は
振
出
人
は
其
手
形
上
の
契
約
ケ
撤
回
す
る
事
ぞ
得
ぺ
く
且
引
渡
が
完
全
に
叙
さ
れ
ゴ
る
場
合
に
於
て
は
ハ
例
へ
ば
局
替
手
形
が
窃
取
さ
れ
れ
ろ
が
如
ミマ場
A
口
〉
振
出
人
は
直
接
の
蛍
事
者
及
び
第
二
十
九
僚
に
定
む
る
正
蛍
の
手
形
所
持
人
-
2
0
5
2
E
p
o
n
e
g
o
〉
に
非
ら
ざ
る
手
形
所
持
人
に
謝
し
て
は
責
任
を
負
ふ
事
な
き
の
理
で
あ
る
〈
第
三
傍
〉
。
結
局
替
手
形
の
振
出
人
の
後
行
に
よ
り
完
全
に
手
形
上
の
義
務
を
負
ふ
も
手
形
所
持
人
に
謝
し
て
直
接
に
義
務
を
負
ふ
事
な
く
手
形
債
務
の
直
接
の
義
務
者
は
手
形
の
引
受
人
で
あ
る
。
蓋
し
結
局
替
手
形
は
一
の
金
銭
支
拐
の
委
託
詮
券
に
寸
レ
て
振
出
人
は
手
形
の
振
出
に
よ
り
其
手
形
が
趨
蛍
に
呈
示
せ
ら
る
〉
時
は
手
形
文
ユ
一
一
口
に
従
ひ
て
引
受
の
匁
さ
れ
又
は
手
形
金
額
の
支
梯
の
忽
き
る
〉
事
を
約
束
し
、
手
形
の
引
受
又
は
支
梯
の
拒
絶
さ
れ
た
る
時
は
拒
絶
の
手
続
が
履
行
せ
ら
る
、
限
、
・
9
手
形
所
持
人
又
は
手
形
所
持
人
に
濁
し
て
支
拐
を
忽
し
た
る
裏
書
人
に
訴
し
償
還
を
忽
す
の
0
8
0
5母
ぺ
き
旨
を
約
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
(
第
五
五
除
第
一
項
a
参照〉。
第
三
節
ヲI
出え
-><ι 
引
受
P
R
G
Eロ
8
ご
は
支
梯
人
が
振
出
人
の
委
託
に
同
意
す
る
旨
の
意
思
表
示
ケ
謂
ひ
、
手
形
上
に
於
て
震
3
る
、
事
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
第
一
、
引
受
の
呈
示
。
引
受
は
手
形
上
じ
於
て
之
ケ
忽
す
を
以
て
引
受
ケ
求
な
る
が
た
め
に
は
手
形
ぞ
呈
示
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
、
然
し
な
が
ら
引
受
を
求
な
る
さ
求
め
ゴ
る
さ
は
手
形
所
持
人
の
自
由
に
麗
し
、
引
受
を
求
む
る
に
非
ら
ざ
れ
ば
手
形
上
の
様
利
を
賀
行
し
待
や
J
ご
一
玄
ふ
に
非
ら
九
州
第
三
九
傍
第
三
項
)
0
3
れ
ば
手
形
所
持
人
は
引
受
の
呈
一
不
ぞ
結
局
す
べ
き
義
務
を
負
ふ
も
の
で
は
な
い
。
然
し
な
が
ら
此
原
則
に
濁
し
て
は
次
に
通
ぶ
る
が
如
き
例
外
が
あ
る
o
郎
も
、
川
w
、
ゑ
替
手
形
が
一
覚
後
定
期
抑
な
る
時
(
第
三
九
保
第
一
項
〉
O
英
訟
に
於
げ
ろ
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
一・
一ー一
商
業
主
経
済
三
一
四
(2) 
手
形
上
に
於
て
引
受
の
呈
示
。
γ
忽
す
ぺ
き
旨
の
記
載
あ
る
時
(
同
僚
第
二
項
〉
O
(3) 
支
梯
人
の
住
所
又
は
替
業
所
以
外
の
場
所
を
以
て
支
挑
場
所
ご
す
る
手
形
印
ち
他
地
抑
の
手
形
命
保
同
項〉。
の
三
箇
の
場
合
に
於
て
は
引
受
の
呈
一
不
を
結
局
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
一
覧
後
定
期
拐
の
匁
替
手
形
の
場
合
に
於
て
は
引
受
の
呈
一
不
を
怨
さ
い
れ
ば
手
形
の
満
期
日
を
確
定
す
る
事
能
は
5
れ
ば
引
受
の
基
一
不
は
他
の
場
令
に
比
し
極
め
て
必
要
で
あ
る
。
故
に
手
形
法
に
於
て
も
特
に
規
定
を
設
け
て
居
る
。
郎
ち
一
覧
後
定
期
拐
の
忽
替
手
形
の
所
持
人
は
相
営
な
る
期
間
内
に
共
手
形
を
流
通
せ
し
れ
U
る
か
又
は
手
形
に
引
受
を
求
む
る
た
め
の
呈
示
(
尤
も
こ
れ
は
満
期
日
J22九
の
が
目
的
で
あ
ろ
を
匁
す
事
を
要
し
、
も
し
手
形
所
持
人
が
其
何
れ
を
も
結
局
さ
い
り
し
時
は
振
出
入
、
裏
書
人
は
其
手
形
所
持
人
に
謝
す
る
責
任
守
兎
る
〉
も
の
ご
な
さ
れ
て
居
る
ハ
第
四
O
傍
第
一
項
第
二
項
)
0
而
し
此
所
に
相
常
な
る
期
間
t・
闘
す
る
商
業
上
の
憤
例
に
よ
り
、
更
に
各
特
別
の
場
合
の
事
情
に
よ
り
決
定
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
(
同
保
第
項〉
0
其
他
の
二
種
の
手
形
に
つ
き
で
は
明
文
を
置
か
ぎ
る
も
引
受
の
呈
一
不
を
匁
す
迄
は
手
形
上
の
権
利
を
宣
行
し
得
5
る
は
論
を
侯
た
5
る
所
で
あ
る
o
而
し
て
趨
営
な
る
引
受
の
呈
一
不
は
匁
替
手
形
の
期
限
到
来
前
迄
に
ゑ
す
事
を
要
す
る
を
以
て
ハ
第
四
一
保
第
一
項
a
〉
期
限
に
到
る
も
な
ほ
引
受
の
呈
一
不
舎
簿
さ
い
り
し
時
は
業
手
形
所
持
人
は
振
出
入
、
裏
書
人
に
'
謝
す
る
権
利
を
失
ふ
も
の
さ
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
結
局
替
手
形
の
種
類
如
何
を
問
は
手
引
受
の
ロ
壬
一
不
は
手
形
所
持
人
骨
し
て
完
全
な
る
支
梯
の
保
詮
を
得
せ
し
な
る
か
又
は
遡
及
樫
を
行
使
せ
し
む
る
原
因
さ
な
る
。
き
れ
ば
引
受
の
呈
示
は
手
形
権
利
に
つ
き
重
大
な
る
殺
呆
を
及
ぼ
す
、
故
に
引
受
の
呈
示
の
命
令
又
は
禁
止
は
手
形
所
持
人
に
謝
す
る
一
一
砲
の
拘
束
三
な
る
べ
く
引
受
呈
示
の
命
令
あ
る
時
〈
第
三
九
保
第
二
項
に
之
島
認
む
〉
は
手
形
所
持
人
は
必
ら
十
引
受
の
呈
一
不
を
ゑ
す
事
を
要
し
も
し
此
手
演
を
怠
る
時
は
前
者
に
劃
す
る
権
利
を
失
ふ
。
而
し
て
引
受
の
禁
止
は
英
法
上
に
於
て
は
振
出
人
は
如
何
な
る
場
令
に
於
て
も
之
を
怨
す
事
を
得
る
も
の
に
し
て
此
禁
止
に
反
し
た
る
時
は
手
形
所
持
人
は
其
権
利
を
失
ふ
べ
き
で
あ
る
。
但
し
一
覧
後
定
期
抑
の
手
形
に
於
て
は
引
受
呈
一
不
の
禁
止
は
到
底
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
此
程
手
形
に
於
て
は
引
受
の
呈
示
な
き
時
は
満
期
日
を
定
な
る
事
能
は
、
ざ
る
事
さ
な
る
か
ら
で
あ
る
。
又
他
地
梯
手
形
に
於
も
引
受
呈
一
不
の
禁
止
は
之
を
忽
す
事
能
は
ゴ
る
は
第
三
九
僚
に
於
て
他
地
梯
の
手
形
は
必
ら
宇
引
受
の
呈
一
不
e
T
A均
す
ぺ
き
事
含
要
求
す
る
よ
り
見
て
明
か
で
あ
ら
う
。
引
受
の
呈
示
は
前
述
の
如
く
特
に
法
律
に
よ
り
要
求
せ
ら
れ
ぎ
る
限
hJ
手
形
所
持
人
の
自
由
で
あ
る
が
手
形
所
持
人
が
引
受
を
求
め
ん
さ
す
る
に
は
如
何
な
る
場
合
な
b
さ
も
次
の
如
き
方
式
を
踏
ま
ぎ
れ
ば
通
渋
な
る
引
受
の
呈
一
不
な
b
ぜ
一
宮
ふ
事
を
待
な
い
。
手
形
所
持
人
は
引
受
の
基
一
不
を
匁
す
に
営
b
、
英
法
に
於
げ
る
篤
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
三
一
五
商
業
さ
経
済
一一六
ー
、
手
形
所
持
人
自
身
に
よ
り
又
は
手
形
所
持
人
の
た
め
に
結
局
す
権
限
を
有
す
る
者
に
よ
り
支
梯
人
又
は
支
梯
人
の
た
め
に
引
受
診
ゑ
し
又
は
引
受
守
拒
絶
し
得
る
他
の
者
に
制
到
し
手
形
の
支
梯
期
目
前
に
於
て
管
業
日
に
於
け
る
相
営
な
る
時
間
に
呈
示
す
る
事
診
要
す
(
第
三
九
係
第
一
項
a
v
o
印
も
引
受
の
呈
一
不
は
手
形
所
持
人
よ
り
ゑ
す
を
原
則
ご
す
る
、
是
多
少
の
不
便
な
し
さ
せ
な
い
。
手
形
所
持
人
の
代
理
人
も
又
引
受
の
呈
一
不
を
匁
す
事
を
得
る
も
此
場
合
に
於
て
は
代
理
人
は
其
過
失
に
よ
り
引
受
の
拒
絶
其
他
の
理
由
に
よ
り
本
人
に
損
害
を
奥
へ
た
る
時
は
損
害
の
賠
償
ケ
匁
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
勿
論
で
あ
る
。
引
受
の
呈
示
は
手
形
の
支
梯
期
目
前
に
於
て
之
を
谷
川
す
事
を
要
し
若
し
支
抑
期
日
後
に
於
て
引
受
の
呈
一
不
を
結
局
し
支
梯
人
が
何
等
の
異
議
な
之
を
引
受
け
た
る
時
は
美
谷
川
替
手
形
は
内
容
を
一
一
援
し
引
受
人
に
封
し
て
は
要
求
梯
の
手
形
さ
な
る
の
で
あ
る
(
第
一
O
係
第
二
項
)
。
但
し
所
謂
他
地
挑
手
形
己
o
E色
色
回
日
に
於
て
は
所
持
人
が
相
蛍
の
注
意
を
施
し
た
る
も
満
期
日
に
手
形
ケ
呈
示
し
て
支
梯
を
求
む
る
前
に
引
受
の
呈
一
不
念
ゑ
す
事
能
は
ぎ
b
し
時
は
其
遅
延
は
之
合
清
怒
し
振
出
入
及
裏
書
人
は
其
遅
延
に
よ
り
責
任
を
兎
る
、
》
事
を
得
な
い
の
で
あ
る
(
第
三
九
係
第
四
項
〉
O
従
っ
て
引
受
の
呈
示
。
γ
然
す
に
際
し
て
は
所
持
人
は
相
営
の
注
意
在
以
て
支
梯
人
又
は
支
那
人
の
た
め
に
行
刷
局
を
な
し
得
る
他
の
者
を
後
見
せ
ぎ
る
べ
か
ら
ざ
る
義
務
を
負
ふ
も
の
ご
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
(
n
E
5
2
p
z
s
 
2
、
数
人
の
支
抑
人
が
組
合
員
に
非
る
時
は
曇
一
不
は
其
会
員
に
謝
し
て
之
を
結
局
す
事
?
妥
す
(
同
僚
同
項
b
〉
O
仮
し
一
人
が
他
の
者
の
結
局
め
に
引
受
を
匁
す
権
限
含
有
す
る
場
合
に
於
て
其
一
人
に
呈
示
す
れ
ば
可
な
り
3
、
支
抑
人
が
死
己
し
た
る
時
は
其
遺
産
管
財
人
に
調
し
て
呈
一
不
を
結
局
す
を
以
て
足
b
るハ同
c
u
o
 
4
、
支
挑
人
が
破
産
し
た
る
時
は
破
産
者
又
は
破
産
管
財
人
に
謝
し
て
呈
示
す
る
を
以
て
足
り
る
〈
同
5
、
呈
一
不
は
所
持
人
又
は
之
に
代
る
J
へ
き
権
限
を
有
す
る
者
が
結
局
す
伝
通
常
芯
す
る
も
特
別
の
契
約
又
は
憤
初
日
あ
る
時
は
郵
便
に
て
結
局
す
一
帯
を
得
る
の
で
あ
る
〈
同
d
u
。
e 、dノ。
引
受
の
ロ
壬
一
不
は
前
述
の
如
き
方
、
法
に
よ
っ
て
之
を
絡
さ
る
〉
も
第
四
一
僚
は
更
に
引
受
の
呈
一
不
を
要
せ
歩
引
受
が
拒
絶
さ
れ
た
る
も
の
ご
取
扱
ひ
得
る
場
合
を
定
め
て
居
る
o
印
も
、
ー
、
支
梯
人
が
死
己
又
は
破
産
し
、
若
く
ば
仮
装
人
物
な
b
し
時
又
は
契
約
能
力
を
有
せ
5
b
し
時
。
2
、
相
蛍
の
注
意
を
施
す
も
呈
一
不
を
匁
す
事
能
は
ゴ
る
時
。
3
、
塁
一
不
が
正
規
の
手
続
に
反
し
た
る
時
さ
離
も
引
受
が
他
の
理
由
に
依
り
て
拒
絶
さ
れ
た
る
時
。
の
三
一
場
合
之
で
あ
る
。
上
惑
の
如
き
正
蛍
な
る
引
受
の
呈
一
不
な
き
時
は
振
出
人
裏
書
人
は
手
形
上
の
責
任
を
兎
れ
得
る
は
第
三
九
保
の
規
定
に
照
ら
し
て
明
か
な
る
事
で
あ
る
。
英
法
に
於
げ
る
鋳
替
手
形
の
定
義
及
手
形
行
局
三
一
七
商
業
ミ
経
諒
三
一
言
八
第
二
、
引
受
の
方
式
。
引
受
は
手
形
上
に
於
て
忽
当
る
事
な
要
す
る
は
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。
而
し
て
引
受
に
は
所
謂
正
式
引
受
さ
略
式
引
受
ご
の
二
方
式
が
あ
る
(
毛
戸
博
士
一
統
一
手
形
法
論
一
O
六
一
貝
〉
O
正
式
引
受
は
引
受
文
一
一
一
口
を
記
し
引
受
人
の
署
名
あ
る
場
合
に
し
て
略
式
引
受
は
草
に
引
受
人
の
署
名
の
み
じ
よ
b
て
結
局
す
引
受
で
あ
る
。
引
受
は
英
治
に
於
て
は
鼠
・
に
手
形
上
之
を
ゑ
す
ご
一
式
ふ
の
み
に
し
て
補
築
謄
本
又
は
別
詮
に
よ
る
引
受
を
許
す
や
否
や
に
つ
き
明
文
な
き
も
手
形
法
上
O
P
E
-
-
ω
な
る
文
字
密
使
用
す
る
を
以
て
ハ
同
僚
参
照
〉
引
受
は
手
形
本
紙
土
に
限
る
も
の
ぎ
一
宮
は
ぎ
る
を
得
な
い
2
1
2
u
ヲ
N
E
毛
戸
博
士
、
前
掲
一
O
七
頁
〉
。
又
引
受
を
谷
川
す
ぺ
き
場
所
は
手
形
本
紙
上
な
ら
ば
其
表
裏
を
問
は
玄
る
も
の
さ
す
る
Q
E
2
二
-
S
-
5
5
2
'
2
0
4
F
a
u
p
∞
7
3
ぎ
〉
。
但
し
斯
〈
す
る
時
は
略
式
裏
金
日
を
裏
面
に
局
局
し
た
る
時
は
白
地
裏
書
さ
混
同
す
る
の
恐
あ
り
。
引
受
日
附
は
何
等
の
必
要
な
〈
.
唯
一
覧
後
定
期
梯
の
手
形
に
於
て
は
引
受
日
附
あ
ら
ざ
れ
ば
満
期
日
を
定
む
る
事
能
は
ぎ
れ
ば
日
附
ケ
必
要
ざ
す
る
も
の
さ
一
首
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
引
受
診
怨
す
ぺ
き
時
期
一
式
ひ
換
へ
れ
ば
引
受
を
求
め
得
ぺ
き
時
期
は
特
別
の
規
定
な
き
限
、
り
は
手
形
が
流
遮
に
置
か
れ
た
る
時
よ
り
直
ち
に
之
を
求
め
得
ぺ
〈
、
手
形
の
支
梯
日
に
到
る
迄
は
何
時
に
で
も
引
受
診
谷
川
す
事
を
待
ぺ
き
で
あ
る
o
但
し
一
覧
後
定
期
梯
の
手
形
に
在
b
て
は
引
受
を
求
む
る
に
非
ら
ぎ
れ
ば
満
期
日
を
無
限
仁
延
長
す
る
結
果
さ
な
る
を
以
て
相
蛍
な
る
期
間
内
に
於
て
之
を
刷
局
す
べ
き
で
あ
る
〈
第
四
O
係
第
一
号
。
叉
引
受
は
手
形
が
印
紙
を
貼
用
さ
れ
た
る
の
み
に
し
て
未
だ
完
全
に
要
件
を
具
へ
ぎ
る
場
合
印
ち
印
紙
の
貼
用
あ
る
白
地
手
形
な
る
場
合
に
於
て
も
忽
さ
れ
得
ぺ
く
(
第
二
O
墜
さ
項
〉
、
満
期
日
経
過
後
に
於
て
も
支
梯
人
は
之
が
引
受
を
匁
す
事
を
得
ぺ
き
の
み
な
ら
歩
、
既
に
引
受
又
は
支
梯
の
拒
絶
さ
れ
た
る
場
合
に
於
て
も
之
を
谷
川
す
事
を
得
る
(
第
一
入
傍
第
二
項
)
。
更
に
引
受
は
支
梯
人
が
振
出
人
の
委
託
に
従
ひ
手
形
支
抑
の
貢
に
任
す
べ
き
旨
の
意
思
表
一
不
な
れ
ば
手
形
が
未
だ
存
在
せ
。
さ
る
場
合
に
於
て
は
之
を
ゑ
す
事
ケ
得
e
さ
る
理
な
る
も
第
一
入
僚
第
二
.
項
は
振
出
入
の
手
形
署
名
前
に
於
て
も
之
を
匁
す
事
を
得
る
も
の
ご
せ
b
。
但
し
此
場
合
に
於
て
も
手
形
本
紙
上
に
於
て
之
を
匁
す
事
を
要
す
る
も
の
に
し
て
手
形
外
に
於
け
る
引
受
の
約
束
は
引
受
さ
な
る
事
な
し
3
1
2
二
-
N
宣
言
。
。
第
三
、
引
受
の
種
類
。
引
受
に
は
前
惑
の
如
き
正
式
引
受
及
略
式
引
受
の
外
に
単
純
引
受
moHHOE-
去のめ℃
C
R
さ
制
限
附
引
受
音
色
町
由
。
門
四
位
。
の
め
勺
円
山
口
。
。
ご
の
ニ
穏
あ
り
ハ
第
一
九
傍
第
一
項
〉
。
ー
、
単
純
な
る
引
受
。
単
純
な
る
引
受
さ
は
振
出
人
の
指
固
に
濁
し
何
等
の
制
限
を
加
へ
宇
し
て
な
す
引
受
に
し
て
ハ
第
一
九
傍
第
二
項
〉
之
に
よ
り
引
受
人
は
引
受
蛍
時
の
手
形
文
言
に
従
ひ
手
形
支
梯
の
義
務
を
第
一
次
的
に
負
ふ
の
で
あ
る
〈
後
油
参
照〉。
2
、
単
純
な
ら
ぎ
る
引
受
又
は
制
限
附
引
受
。
英
法
に
於
げ
あ
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
三
一
九
商
業
さ
経
持
三
ニ
O
制
限
附
引
受
さ
は
明
示
の
手
形
上
の
表
示
を
以
て
谷
川
替
手
形
の
振
出
さ
れ
た
る
営
時
の
致
カ
を
愛
子
る
引
受
を
謂
ふ
ハ
第
一
九
傑
第
二
項
〉
の
で
あ
っ
て
左
の
如
き
五
種
を
法
律
は
認
め
て
居
る
(
同
僚
〉
O
ィ
、
保
件
附
引
受
。
郎
ち
手
形
上
の
記
載
に
於
て
示
め
し
た
る
俊
件
の
成
就
す
れ
ば
支
梯
を
怨
す
べ
き
事
予
示
め
し
て
怨
す
引
受
に
し
で
例
へ
ば
手
形
資
金
受
伎
の
時
に
於
て
支
梯
は
る
ぺ
し
さ
し
、
机
加
荷
詮
券
一
議
受
の
上
は
支
那
ふ
ぺ
し
、
又
は
支
梯
人
が
委
託
さ
れ
た
る
商
口
聞
を
頁
却
し
澄
し
た
る
時
に
於
て
支
抑
ふ
ぺ
し
、
ざ
一
宮
ふ
が
如
き
文
言
を
記
入
す
る
時
は
其
引
受
は
俊
件
附
な
b
さ
せ
ら
れ
、
引
受
人
は
傑
件
成
就
せ
。
さ
れ
ば
責
任
を
負
は
5
る
旨
を
表
は
す
も
の
で
あ
る
。
但
し
傑
件
附
引
受
は
手
形
外
の
書
面
に
よ
る
時
は
直
接
の
秒
間
事
者
聞
に
於
て
は
抗
競
さ
な
り
得
る
や
う
で
あ
る
が
(
空
自
主
-Nr
妻
照
〉
其
書
面
を
知
ら
ぎ
る
者
に
濁
し
て
は
始
以
カ
な
〈
、
口
頭
に
て
係
件
附
の
引
受
を
匁
す
も
之
が
た
め
に
引
受
人
は
責
任
を
免
れ
得
な
い
。
印
も
口
頭
の
場
合
に
が
、
て
は
訴
諮
上
抗
野
事
由
ご
は
ロな
、ら
ー.ぬ
部 の
ヲiで
受あ
。る
国
ミ4
0"' 
p. 
Lノ
O 
一
部
引
受
ご
は
手
形
金
額
の
一
部
の
み
の
引
受
に
し
て
(
第
一
九
傑
第
二
項
b
〉
手
形
法
制
定
前
も
商
慣
習
上
有
放
な
り
ご
な
さ
れ
て
居
た
ゃ
う
で
あ
る
3
1
2
二
-
N
3・
巧
m
m
g伊
4
・
同
2
5
F
m
g
-
N
Z
〉O
一
部
引
受
あ
り
た
る
時
は
其
残
額
に
つ
き
で
は
支
梯
が
拒
絶
さ
れ
た
る
さ
同
様
ご
な
る
を
以
て
手
形
所
持
人
は
其
引
受
を
拒
絶
す
る
か
又
は
其
残
額
に
つ
き
て
一
部
引
受
の
あ
り
た
る
事
を
前
者
に
濁
し
て
、
通
知
し
前
者
を
し
て
其
残
額
に
つ
き
償
還
の
支
あ
る
事
を
知
ら
し
む
る
事
を
要
す
。
而
し
て
一
部
引
受
ゐ
り
た
る
旨
の
通
知
が
通
法
に
な
さ
れ
た
る
限
b
は
前
者
は
其
残
額
に
つ
き
で
は
常
に
責
任
を
兎
る
、
事
を
得
な
い
の
で
あ
る
〈
第
四
四
係
第
二
項
但
書
〉
。
従
っ
て
通
知
が
適
法
に
な
さ
れ
ざ
る
場
合
に
於
て
は
損
害
は
手
形
所
持
人
に
騎
す
る
は
明
か
で
あ
る
。
但
し
外
凶
手
形
に
あ
り
で
は
残
額
に
つ
き
拒
紹
詮
書
を
作
製
す
る
事
を
要
す
る
〈
同
僚
一
同
項
〉
。
ぺ
支
挑
場
所
制
限
の
引
受
F
o
g
-
R
B
1包の
0
・
支
梯
場
所
は
手
形
に
記
載
し
得
る
も
の
な
る
を
以
て
一
定
の
場
所
に
於
て
支
梯
は
る
ぺ
き
旨
を
示
め
し
て
結
局
す
引
受
は
制
限
附
引
受
と
な
る
の
理
な
し
〈
第
一
九
傍
第
二
項
午
、
然
し
な
が
ら
支
梯
場
所
を
特
定
の
場
所
の
み
に
限
る
時
は
指
定
さ
れ
た
る
場
所
以
外
の
場
所
に
於
け
る
支
梯
は
有
殺
な
る
支
挑
さ
な
る
事
な
き
溜
.
な
れ
ば
手
形
の
殺
カ
の
制
限
ご
な
る
。
放
に
一
定
の
場
所
の
み
を
以
て
支
梯
の
場
所
ご
し
て
な
す
引
受
は
制
限
附
引
受
な
り
ご
観
ら
る
、
ゃ
う
で
あ
る
。
ニ
、
支
挑
期
日
を
特
定
す
る
引
受
0
2
5
a
R
2
1
S
8
8
S
Z
5
0・
手
形
上
満
期
日
が
記
載
さ
れ
た
る
時
立
こ
れ
に
よ
り
計
算
し
得
ら
る
、
支
梯
日
に
於
て
引
受
人
は
支
拐
の
義
務
を
負
ふ
も
の
な
り
。
従
っ
て
支
梯
期
日
の
仲
紛
き
る
ぺ
き
旨
を
一
不
め
し
て
な
す
引
受
は
手
形
の
殺
カ
の
制
限
ざ
な
り
、
斯
く
の
如
き
引
受
は
制
限
附
引
受
さ
な
る
や
明
か
で
あ
る
o
英
法
に
於
げ
る
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
一
一
一
商
業
さ
経
跨
一一一
一
ホ
、
支
梯
人
の
一
部
に
よ
る
引
受
。
手
形
に
多
数
の
支
梯
人
を
記
載
せ
る
場
合
に
於
て
全
部
の
支
沸
人
が
引
受
を
忽
し
た
る
時
は
手
形
の
殺
カ
は
完
全
な
る
も
一
部
の
者
が
引
受
を
結
局
き
い
る
時
は
其
者
の
み
は
手
形
上
の
責
任
を
負
ふ
事
な
き
を
以
て
ハ
第
五
三
保
参
照
〉
手
形
所
持
人
の
手
形
上
の
権
利
は
其
限
皮
に
於
て
制
限
さ
れ
た
る
事
さ
な
る
。
故
に
斯
〈
の
如
き
引
受
も
又
制
限
附
引
受
な
り
さ
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
多
数
の
支
那
人
の
内
或
者
が
引
受
の
拒
絶
を
匁
し
他
の
者
が
引
受
を
渦
局
し
た
る
場
合
は
手
形
所
持
人
は
直
ち
に
引
受
桓
絡
を
理
由
ざ
し
て
償
還
の
請
求
を
匁
し
得
る
に
非
ら
子
し
て
制
限
附
引
受
に
関
す
る
第
四
四
伎
の
規
定
の
趨
用
を
受
く
べ
き
で
あ
る
〈
の
E
gご
匂
・
同
同
委
照
〉
。
へ
、
其
他
の
場
令
。
制
限
附
引
受
は
法
律
に
認
む
る
前
惑
の
五
穏
に
限
ら
る
、
に
非
ら
十
し
て
他
の
場
合
に
於
で
も
あ
b
得
る
ご
結
局
す
者
が
あ
る
(
白
色
目
白
石
-
M
同
委
照
)
。
上
越
の
如
き
制
限
附
引
受
は
手
形
の
放
カ
の
制
限
ご
な
b
、
従
っ
て
手
形
所
持
人
は
制
限
附
引
受
に
よ
り
其
権
利
に
影
響
を
受
く
る
、
故
に
手
形
所
持
人
に
調
し
其
様
利
ケ
保
護
す
る
匁
め
に
制
限
附
引
受
を
受
く
る
や
否
ゃ
に
つ
き
撰
揮
の
自
由
を
奥
ふ
る
必
要
が
あ
る
。
故
に
手
形
法
は
第
四
四
僚
に
規
定
を
設
け
、
手
形
所
持
人
は
制
限
附
引
受
を
拒
み
得
る
も
の
に
し
て
其
担
絡
の
上
引
受
が
拒
絶
さ
れ
た
る
も
の
さ
し
て
様
利
を
行
ふ
事
を
得
る
も
の
さ
す
ハ
同
僚
第
一
項
)
0
手
形
所
持
人
が
制
限
附
引
受
守
承
諾
し
た
る
場
合
に
於
て
は
自
ら
其
権
利
に
制
限
ぞ
附
す
る
事
を
承
諾
す
る
も
の
ぜ
同
一
な
れ
ば
引
受
人
は
其
制
限
の
範
園
内
に
於
て
責
任
を
負
ふ
を
以
て
足
る
o
然
し
な
が
ら
所
持
人
の
前
者
は
こ
れ
が
た
め
に
其
権
利
に
影
響
を
受
く
る
の
み
な
ら
歩
引
受
人
の
責
任
制
限
に
拘
ら
子
会
責
任
を
負
は
、
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
前
者
を
保
護
す
る
の
必
要
あ
り
o
特
に
振
出
人
は
無
俊
件
に
て
金
銭
の
支
沸
守
支
梯
人
〈
印
引
受
人
〉
に
委
託
す
る
も
の
な
れ
ば
猶
夏
の
事
で
あ
る
o
ち
れ
ば
振
出
人
又
は
裏
書
人
が
手
形
所
持
人
に
お
し
制
限
附
引
受
ケ
受
く
ぺ
き
権
限
を
明
示
又
は
欽
一
不
に
よ
り
奥
ヘ
、
ざ
る
に
拘
ら
宇
所
持
人
が
制
限
附
引
受
を
受
卸
し
た
る
場
合
、
又
は
後
に
到
り
其
制
限
附
引
受
に
謝
し
不
承
諾
の
意
思
を
一
不
め
し
た
る
時
は
其
振
出
人
又
は
裏
書
人
は
所
持
人
の
制
限
附
引
受
の
受
領
に
よ
り
所
持
人
に
濁
し
手
形
上
の
責
任
を
免
る
(
同
僚
第
二
項
〉
0
従
っ
て
手
形
所
持
人
が
制
限
附
引
受
を
受
け
た
る
時
は
直
も
に
前
者
に
調
し
通
知
を
結
局
す
事
を
要
し
、
通
知
守
山
品
、
り
た
る
所
持
人
は
危
険
を
負
強
せ
ゴ
る
ぺ
か
ら
?
。
然
る
じ
葉
通
知
を
受
け
た
る
前
者
が
制
限
附
引
受
に
劃
す
る
諾
否
の
意
思
ケ
長
〈
表
示
せ
ざ
る
時
は
所
持
人
は
不
安
定
の
地
位
に
立
つ
営
以
て
相
蛍
な
る
期
間
内
に
於
て
共
諾
否
の
通
知
を
震
さ
い
γ
る
振
出
人
又
は
裏
書
人
は
制
限
附
引
受
に
謝
し
て
承
諾
を
奥
へ
た
る
も
の
さ
看
倣
せ
b
ハ
阿
保
第
三
項
〉
0
第
四
、
引
受
の
致
力
。
引
受
人
は
引
受
に
よ
b
引
受
保
項
に
従
ひ
手
形
金
額
を
支
梯
ふ
べ
き
事
を
約
す
る
の
で
あ
る
ハ
第
五
四
候
第
一
号
英
法
に
於
げ
ろ
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
一←・
一一一一
商
業
さ
経
済
三
二
四
而
し
て
引
受
人
の
引
受
に
よ
っ
て
生
子
る
地
位
は
主
た
る
債
務
者
た
る
地
位
に
し
て
手
形
債
務
に
つ
き
第
一
次
的
に
支
梯
の
義
務
を
負
ふ
ハ
後
に
説
明
す
〉
。
倫
引
受
人
は
引
受
を
匁
し
た
る
時
は
上
越
の
義
務
を
負
ふ
の
一
外
手
形
注
は
火
の
如
き
消
極
的
義
務
を
定
む
。
印
も
引
受
人
は
正
蛍
の
所
持
人
に
訴
し
振
出
入
の
存
否
、
共
署
名
の
真
偽
、
共
手
形
振
出
の
能
力
、
手
形
振
出
の
権
限
を
否
定
す
る
事
を
禁
色
ら
れ
、
振
出
人
の
指
岡
人
に
支
梯
は
る
ぺ
き
魚
替
手
形
に
あ
り
で
は
其
指
図
人
の
嘗
時
に
於
け
る
裏
書
能
力
(
但
し
其
官
民
主
回
の
長
正
又
は
殻
力
に
つ
い
て
は
否
定
す
ろ
擢
利
わ
り
〉
、
第
三
者
の
指
国
人
に
支
抑
は
る
ペ
き
ゑ
替
手
形
に
あ
り
で
は
其
者
の
裏
金
日
能
力
〈
但
し
其
の
翠
首
の
良
正
及
放
力
に
つ
き
て
は
此
限
に
在
ら
さ
、
を
否
定
す
る
事
を
得
な
い
の
で
あ
る
ハ
其
他
の
知
4
い
っ
き
て
は
之
島
後
越
す
ろ
)
O
第
五
、
引
受
拒
絶
の
殺
カ
。
引
受
人
は
振
出
人
に
よ
り
手
形
金
額
の
支
協
に
つ
き
委
託
さ
る
る
も
の
な
る
を
以
て
引
受
を
結
局
す
か
又
は
之
を
拒
絶
す
る
か
は
引
受
人
の
自
由
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
よ
し
資
金
を
供
せ
ら
れ
た
る
時
に
於
て
も
原
因
関
係
は
別
問
題
ご
し
て
も
引
受
を
拒
絶
し
得
る
わ
け
で
あ
る
。
而
L
て
引
受
を
怨
し
た
る
時
は
前
惑
の
如
き
責
任
を
負
ふ
も
之
を
拒
絶
し
た
る
時
は
責
任
を
負
ふ
事
な
し
。
手
形
所
持
人
が
法
定
の
要
件
を
具
備
し
た
る
引
受
の
呈
一
不
を
匁
し
ハ
第
四
一
保
第
一
項
、
前
ぎ
た
る
に
拘
ら
や
ノ
支
梯
人
が
引
受
ケ
拒
み
た
る
時
又
は
引
受
ケ
得
る
能
は
ぎ
る
時
に
於
て
は
所
持
人
は
支
協
を
求
む
る
事
を
要
せ
十
し
て
直
ち
に
振
出
人
又
は
裏
書
人
に
劃
し
て
償
還
の
請
求
を
結
局
す
事
を
得
る
権
利
含
有
す
。
引
受
の
呈
一
不
が
法
律
に
よ
り
兎
除
さ
れ
た
る
時
に
於
て
も
然
り
て
す
る
〈
第
四
三
保
〉
但
し
奉
加
引
受
去
の
の
匂
S
5
0
向。吋
]HogR
あ
b
た
る
場
合
に
於
て
は
此
限
り
に
非
ら
宇
ハ
第
六
五
候
参
照
〉
O
引
受
拒
絶
あ
り
た
る
時
は
手
形
所
持
人
は
遡
及
権
念
行
使
す
る
事
ぞ
得
る
も
之
が
た
め
に
は
仰
引
受
の
呈
一
不
後
一
定
の
慣
習
上
定
ま
れ
る
期
間
中
ハ
普
詔
廿
四
時
同
定
す
る
の
E
5
2
二
-
5・
〉
匁
替
手
形
を
引
受
人
に
奥
ヘ
ぎ
る
べ
か
ら
や
入
但
し
要
求
わ
り
さ
b
時
に
亭
'O
〉
、
仰
引
受
拒
絶
に
よ
り
手
形
が
拒
絶
さ
れ
た
る
も
の
ご
し
て
の
手
績
を
取
る
事
を
要
す
ハ
即
ち
第
四
九
除
に
定
む
ろ
方
法
に
従
ひ
て
通
知
た
お
す
事
島
要
す
〉
。
而
し
て
若
し
所
持
人
が
此
手
擦
を
取
ら
y
bし
時
は
其
者
は
振
出
人
又
は
裏
書
人
に
お
す
る
償
還
請
求
権
を
失
ふ
も
の
で
あ
る
ハ
第
四
二
保
U
。
引
受
が
拒
絶
さ
れ
た
る
時
は
所
持
人
は
直
ち
に
償
還
の
請
求
を
匁
す
争
以
て
足
り
拒
絶
詮
書
を
作
製
す
る
事
を
要
せ
子
。
唯
一
党
後
定
期
梯
の
手
形
に
つ
き
て
の
み
法
律
は
拒
絶
詮
書
の
作
製
を
結
局
き
し
む
る
事
を
得
る
旨
を
一
不
め
す
規
定
合
置
く
ご
共
に
〈
第
一
四
係
第
三
項
)
。
更
に
第
五
一
僚
に
於
て
一
般
圏
内
手
形
に
つ
き
拒
絶
詮
書
の
作
製
を
匁
し
得
ぺ
き
事
を
定
む
る
も
短
絡
詮
書
の
作
製
は
遡
及
権
保
全
の
殺
呆
を
生
せ
?
、
担
紹
詮
宝
日
合
作
製
せ
。
さ
る
も
倫
遡
及
格
は
完
全
に
所
持
人
に
在
る
も
の
ご
す
る
ハ
第
五
一
候
第
一
項
〉
。
但
し
外
国
手
形
に
つ
き
で
は
之
が
例
外
を
忽
す
(
阿
保
第
二
項
以
下
妻
照
〉
O
第
六
、
英
法
に
於
げ
ろ
烏
替
手
形
の
定
義
及
手
形
行
局
三
二
五
商
業
主
経
済
一一六
引
受
が
引
受
人
を
完
全
に
拘
束
す
る
に
は
既
に
述
ぺ
た
る
が
如
き
引
受
の
要
件
を
具
ふ
る
の
み
な
ら
や
引
受
の
意
思
表
示
の
結
局
さ
れ
た
る
手
形
が
所
持
人
に
濁
し
て
交
付
さ
れ
た
る
事
?
要
す
る
佐
原
則
ご
す
。
蓋
し
英
法
上
に
於
て
は
手
形
権
利
を
行
使
し
得
る
者
は
手
形
の
所
有
権
者
又
は
共
代
理
人
た
る
診
要
す
る
が
故
で
あ
る
。
但
し
引
受
人
が
手
形
上
の
権
利
者
に
濁
し
又
は
共
指
固
に
従
ひ
引
受
を
魚
し
た
る
旨
&T
遜
知
を
し
た
る
時
に
引
受
は
こ
れ
に
よ
り
殺
カ
を
生
じ
取
消
す
事
を
得
な
い
(
第
一
二
係
第
一
項
)
。
従
っ
て
共
他
の
場
合
に
於
て
は
引
受
人
は
手
形
交
付
前
に
於
て
は
引
受
文
言
署
名
を
抹
消
し
て
之
が
取
消
診
ゑ
す
事
を
得
る
の
理
で
あ
る
。
註
1
、
容
て
は
引
受
は
口
頭
に
て
も
之
島
知
し
得
ろ
も
の
さ
潟
さ
れ
て
居
士
?
ヲ
で
あ
ろ
が
ω
白
ぶ
〉
ロ
ロ
σ"
の.。・
m
-
u
・
可∞"∞
-
N
・
3
・
8
J
1山口?の・
3
u
m
-
a
等
に
よ
リ
手
形
上
に
於
て
及
ぼ
す
事
舟
婆
す
さ
な
さ
れ
る
に
至
リ
、
還
に
手
形
法
も
之
等
法
律
同持
M
N
O
g
-
同〈・の・
の
定
め
れ
ろ
所
に
従
ひ
て
第
一
七
除
第
二
項
a
の
規
定
岳
ぜ
り
尽
一
]
g
u
H】・
N
E
妻
照
。
2
、
何
故
な
ら
ぽ
潟
替
手
形
に
引
受
わ
り
、
引
い
ろ
さ
否
さ
に
よ
り
其
の
熔
替
手
形
の
流
通
詮
祭
大
ろ
の
性
質
に
影
響
ら
及
ぼ
す
べ
き
理
由
な
く
、
手
形
関
係
者
は
契
約
締
結
の
能
力
志
有
す
ろ
限
り
引
交
の
有
無
に
拘
ら
ナ
手
形
上
の
責
任
為
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
ろ
o
3
、
nr口]
g
m
H
U
匂
-
T
吹い・出可]巾回一
H
V
-
u
w
u
。・同・
4
・一同一ロロ
g
p
H
N
V円
・
待
出
O
げ・同岡山『・
4
、
品
川
…
し
な
が
ら
斯
く
の
如
き
は
弊
出
品
向
島
生
?
ろ
飴
地
極
め
て
多
争
事
は
諭
ナ
ろ
迄
も
な
い
。
例
へ
ぽ
遠
隔
の
地
広
め
る
有
力
な
あ
他
人
為
以
て
引
受
人
ざ
し
引
受
禁
止
文
一
一
一
一
H
L記
入
し
手
形
与
振
出
し
て
資
金
品
受
ろ
如
き
は
符
易
に
な
し
得
ろ
し
、
叉
詐
欺
わ
り
れ
ろ
事
の
立
詮
も
困
難
で
あ
ろ
。
第
四
節
会
一
加
引
文
会
一
加
引
受
〉
の
の
0
1
8
2
F「
r
oロO
C「
ご
は
手
形
関
係
者
以
外
の
者
の
匁
す
引
受
で
あ
る
。
振
出
人
又
は
裏
書
人
は
自
己
の
た
め
に
設
備
支
挑
人
伝
指
定
す
る
事
を
得
る
は
既
に
述
べ
た
る
所
に
し
て
此
所
に
古
一
ね
て
説
明
す
る
の
必
要
な
き
も
唯
々
支
挑
拒
絶
詮
書
か
凶
作
製
せ
し
な
る
に
非
れ
ば
珠
備
支
抑
人
に
謝
し
て
支
梯
の
請
求
を
魚
す
事
を
得
ゴ
る
賠
〈
第
六
七
候
第
一
項
〉
を
注
立
す
る
事
を
要
す
。
奉
加
引
受
は
被
参
加
人
及
共
後
者
に
濁
す
る
所
持
人
の
遡
及
擦
や
-
阻
止
す
る
事
ケ
目
的
ざ
す
る
も
の
な
る
も
〈
第
六
六
係
第
二
項
〉
他
方
に
於
て
は
手
形
所
持
人
の
遡
及
様
を
保
全
す
る
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
や
J
結
局
替
手
形
の
本
来
の
支
挑
義
務
者
は
支
梯
人
な
る
ケ
以
て
、
支
挑
人
に
濁
し
て
引
受
の
呈
一
不
が
な
3
れ
や
J
、
或
は
支
梯
人
の
引
受
の
拒
諾
守
確
一
貫
に
せ
ぎ
る
前
に
奉
加
引
受
を
忽
す
事
を
得
ぎ
る
わ
け
で
あ
る
。
き
れ
ば
奉
加
引
受
は
引
受
拒
絶
あ
り
た
る
時
又
は
引
受
人
が
破
産
し
、
支
梯
不
能
さ
な
b
又
は
支
梯
期
目
前
に
支
拐
を
停
止
し
た
る
場
合
に
支
梯
人
が
相
蛍
な
る
捨
保
の
提
供
を
ゑ
3
h
v
b
し
場
令
ハ
第
五
一
保
第
五
項
参
照
)
に
於
て
手
形
の
支
梯
期
日
が
経
過
せ
ゴ
る
問
に
於
て
の
み
な
さ
る
べ
き
も
の
ご
す
る
(
第
六
五
傍
第
一
項
)
O
斯
く
の
如
き
奉
加
引
受
ef
・〉
R
4
5
5
F二回
O
ロ
O
Z円
ω口
市
門
別
町
円
O
R
与
さ
謂
ふ
〈
以
下
車
に
妻
加
引
受
さ
稽
す
あ
〉
。
会
加
引
受
は
手
形
義
務
者
に
非
る
者
が
手
形
所
持
人
の
承
諾
ケ
得
て
手
形
義
務
者
又
は
結
局
替
手
形
が
他
人
の
計
算
の
た
め
に
振
出
3
れ
た
る
場
合
は
ハ
此
極
の
手
形
舟
己
主
5
2
E
さ
詞
ふ
〉
其
者
の
た
め
に
拒
絶
さ
れ
た
る
匁
替
手
形
の
引
受
を
結
局
す
も
の
に
し
て
其
要
件
は
次
の
や
う
で
あ
る
。
ー
、
潟
替
手
形
の
引
受
人
が
引
受
の
拒
絶
を
匁
し
、
又
は
相
官
な
る
務
保
の
提
供
を
魚
3
・
?
又
は
潟
す
能
は
英
法
に
於
り
あ
鋳
替
手
形
の
定
義
及
手
形
行
局
三
二
七
商
業
主
経
済
三
二
入
t
d
る
場
合
、
之
に
つ
き
で
は
前
述
せ
b
。
2
、
支
抑
期
目
前
な
る
事
。
支
梯
期
日
到
水
冷
せ
ば
前
者
は
直
ち
に
支
梯
の
義
務
を
負
ひ
奉
加
引
受
の
要
な
し
。
.
3
、
手
形
所
持
人
の
承
諾
を
要
す
。
手
形
所
持
人
は
引
受
拒
絶
あ
り
た
る
時
は
直
ち
に
償
還
請
求
を
結
局
し
符
ぺ
〈
ハ
前
述
〉
他
人
の
介
入
全
佼
つ
の
必
要
な
さ
の
み
な
ら
歩
、
前
者
の
減
少
は
其
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
が
故
な
b
さ
思
ム
。
4
、
仮
出
人
又
は
一
義
書
人
の
結
局
め
又
は
第
三
者
の
た
め
に
品
局
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
勿
論
で
あ
る
。
而
し
て
何
人
の
た
め
に
会
加
引
受
診
結
局
し
た
る
か
明
か
な
ら
ざ
る
時
は
振
出
人
の
た
め
に
谷
川
し
た
る
も
の
さ
看
倣
す
〈
第
六
五
係
第
四
項
〉
。
以
上
の
要
件
を
具
へ
て
奉
加
引
受
は
成
り
立
ち
得
る
も
の
に
し
て
其
方
式
は
第
六
五
傑
第
三
項
に
之
を
定
め
る
郎
ち
、r崎
、
参
加
引
受
を
ゑ
す
旨
の
怠
忠
を
手
形
上
に
表
示
す
る
事
を
要
す
。
会
一
加
引
受
た
る
事
を
手
形
上
表
示
せ
宇
し
て
単
に
手
形
上
に
署
名
の
み
を
刷
局
し
た
る
時
は
其
者
は
正
営
の
所
持
人
に
濁
し
て
は
裏
書
人
ざ
し
て
の
責
任
を
負
ふ
に
止
る
〈
第
五
六
傍
〉
。
2
、
奉
加
引
受
人
の
署
名
。
3
、
倫
第
六
五
係
第
二
一
岐
に
於
て
は
手
形
金
額
の
一
一
部
に
謝
す
る
会
加
引
受
も
有
殺
な
り
ご
せ
ら
る
〉
。
会
加
引
受
を
結
局
し
た
る
者
は
所
持
人
が
支
那
人
に
よ
り
支
梯
を
拒
給
さ
れ
た
る
時
は
通
蛍
な
る
呈
一
不
あ
り
た
る
場
は
其
引
受
文
主
一
一
ロ
に
従
ひ
て
手
形
守
支
梯
ふ
ぺ
き
旨
を
約
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
良
一
加
引
受
人
が
此
支
梯
義
務
を
負
ふ
は
支
梯
の
呈
一
不
が
適
法
に
な
さ
れ
、
支
抑
拒
紹
詮
書
が
作
製
さ
れ
、
其
事
買
に
つ
き
、
通
知
を
受
け
た
る
時
に
於
て
の
み
で
あ
る
、
而
し
て
此
会
加
引
受
人
の
義
務
は
手
形
所
持
人
及
被
参
加
入
の
後
者
の
会
員
に
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
奉
加
引
受
人
は
其
引
受
に
よ
り
如
何
な
る
場
令
に
於
て
も
責
任
を
負
ふ
三
宮
ふ
の
で
は
な
い
9
1
2
二
・
ミ
ヨ
放
に
奉
加
引
受
人
ご
雄
も
支
拐
の
拒
絶
&
鍔
す
、
但
し
此
場
合
に
於
て
は
手
形
所
持
人
は
奉
加
引
受
人
を
し
て
拒
絶
詮
書
を
作
製
せ
し
む
る
事
を
要
す
る
の
で
あ
る
(
第
六
七
候
第
四
項
〉
O
第
五
節
。
侭
'
4
b
 
設
0
5
5
E
O
O
H
英
法
に
於
て
は
特
に
手
形
保
詮
な
る
制
度
ケ
設
け
て
居
ら
ぬ
、
唯
第
五
六
僚
に
於
て
振
出
人
又
は
引
受
人
じ
非
ら
子
し
て
匁
替
手
形
に
署
名
し
た
る
者
は
正
蛍
の
所
持
人
に
謝
し
て
裏
書
人
た
る
の
責
任
合
会
ふ
旨
を
規
定
す
る
に
止
る
。
然
し
な
が
ら
匁
替
手
形
ご
錐
も
一
の
契
約
に
す
ぎ
、
ざ
れ
ば
第
三
者
が
手
形
義
務
者
の
た
め
に
保
詮
人
の
地
位
に
立
ち
得
る
は
勿
論
で
あ
る
。
き
れ
ば
手
形
上
の
保
詮
は
其
行
免
あ
り
た
る
時
に
於
げ
る
手
形
関
係
者
に
謝
し
て
は
存
在
し
得
る
観
念
な
り
さ
一
式
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
三
者
が
保
詮
の
意
思
を
以
て
手
形
上
に
於
て
署
名
し
た
る
時
は
其
者
は
直
接
の
営
事
者
に
濁
し
て
は
保
設
英
法
に
於
げ
ろ
病
替
手
形
の
定
義
及
手
形
行
局
三
二
九
商
業
主
経
済
三三
O
人
な
る
事
を
一
不
め
し
て
手
形
義
務
の
履
行
を
忽
し
待
ぺ
く
、
又
直
接
の
常
事
者
は
其
者
に
濁
し
て
は
保
詮
人
た
る
を
理
由
ざ
し
て
手
形
の
支
梯
を
要
求
し
得
べ
き
で
あ
る
。
第
三
章
局
替
手
形
の
流
通
ゑ
替
手
形
は
商
人
の
慣
習
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
る
涜
遜
詮
券
な
る
ケ
以
て
蛍
然
流
通
性
を
有
す
ぺ
く
手
形
法
も
叉
第
八
僚
に
於
て
結
局
替
手
形
は
営
然
指
悶
詮
券
な
る
旨
の
規
定
を
置
き
結
局
替
手
形
の
流
通
性
を
明
か
に
認
め
て
居
る
。
而
し
て
結
局
替
手
形
が
続
、
通
性
を
有
す
ご
一
玄
ふ
は
怨
替
手
形
の
取
得
者
は
原
則
さ
し
て
前
者
の
権
利
の
破
滅
を
↓
水
絵
す
る
事
な
〈
常
然
に
自
己
の
名
に
於
て
結
局
替
手
形
に
基
き
て
訴
訟
提
起
し
得
る
事
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
ハ
第
三
入
係
委
照
〉
他
の
契
約
の
移
特
性
を
有
す
る
さ
一
式
ふ
場
合
さ
は
之
を
民
別
し
て
置
く
事
を
要
す
る
の
で
あ
る
。匁替
手
形
が
流
通
に
置
か
る
〉
に
は
先
づ
結
局
替
手
形
の
振
出
が
殺
さ
れ
手
形
の
流
、
通
子
禁
十
ぺ
十
さ
文
ム
一
一
口
又
は
其
怠
忠
を
表
は
す
旨
の
文
一
一
一
一
回
の
記
載
な
き
場
合
に
於
て
手
形
の
譲
受
人
を
し
て
手
形
所
持
人
昨
日
H
O
「
0
5
2
0町
内
ro
u 
』司
さ
な
す
が
如
き
方
法
に
於
て
手
形
を
移
持
し
た
る
事
を
婆
す
る
の
で
あ
る
ハ
笠
三
係
第
一
号
。
斯
く
し
て
怨
替
手
形
は
流
通
に
置
か
る
、
も
其
手
形
の
所
持
人
の
総
て
は
必
ら
や
し
も
手
形
に
基
き
て
訴
権
¥ノ
を
取
得
す
る
事
は
な
い
、
此
紡
に
閲
し
て
は
後
述
す
る
所
に
譲
り
皮
ぃ
。
ぜ
に
か
く
結
局
替
手
形
は
所
謂
手
形
所
持
人
に
譲
渡
さ
れ
た
る
時
に
流
通
に
置
か
る
〉
も
其
方
法
は
指
固
式
結
局
替
手
形
た
る
さ
持
品
恋
人
協
の
谷
川
替
手
形
な
る
ぜ
に
よ
り
次
の
如
く
相
異
る
も
の
で
あ
る
。
印
も
持
委
人
協
の
忽
替
手
形
に
於
て
は
交
付
注
目
5
q
に
よ
り
お
国
式
潟
替
手
形
に
在
b
て
は
裏
書
同
目
以
内
凶
0
?
8
B
O己
に
よ
る
の
で
あ
る
ハ
第
コ
二
候
第
二
項
第
三
項
〉
。
第
一
節
~ 
ヨ主
Eヨ
裏
書
は
指
固
式
手
形
の
譲
渡
に
つ
き
必
要
な
る
方
式
に
し
て
裏
金
日
に
よ
ら
歩
し
て
指
闘
式
の
手
形
が
譲
渡
さ
れ
た
る
時
は
譲
受
人
は
手
形
の
譲
渡
人
が
有
し
た
る
権
利
を
取
得
し
、
及
び
譲
渡
人
を
し
て
有
致
な
る
裏
金
日
を
結
局
き
し
む
る
権
利
ケ
得
る
に
す
ぎ
な
い
(
第
一
ニ
一
保
第
四
項
)
。
従
っ
て
此
場
合
じ
於
て
は
其
手
形
の
譲
受
人
は
裏
書
の
な
3
る
〉
ま
で
は
所
謂
衡
平
治
上
の
譲
渡
S
Z山富
σ-og切一
m
g
g仲
を
受
け
た
る
事
さ
な
h
、
譲
受
人
は
一
英
書
の
な
さ
れ
ん
事
を
要
求
す
る
か
又
は
裁
剣
に
よ
り
て
菜
室
日
の
結
局
き
る
ぺ
き
事
&
剣
決
き
る
〉
か
何
れ
か
一
の
方
法
を
取
る
事
ケ
要
す
る
の
で
あ
れ
。
而
し
て
後
日
に
到
り
譲
受
人
ど
薬
害
を
得
た
る
時
は
其
時
よ
b
手
形
は
流
遜
に
置
か
れ
た
る
事
さ
な
る
を
以
て
忽
替
手
形
の
流
、
過
に
関
す
る
法
律
上
の
殺
呆
は
其
時
よ
り
生
十
る
事
ご
な
る
。
従
っ
て
一
譲
受
人
は
質
際
手
形
が
移
縛
さ
れ
た
る
時
よ
り
裏
書
の
匁
さ
れ
た
る
時
迄
の
問
に
手
形
に
つ
き
て
生
じ
た
る
注
律
上
の
制
収
減
に
つ
き
損
失
ぞ
蒙
る
理
で
あ
る
o
英
法
に
於
げ
ろ
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
均
一
一
一
商
業
主
経
済
一
一
一
指
国
手
形
の
一
泉
書
は
斯
く
の
如
く
其
手
形
を
流
通
に
置
く
必
要
保
件
に
し
て
裏
金
日
が
法
律
上
手
形
を
流
通
に
置
〈
の
放
力
を
生
宇
る
が
た
め
に
は
第
三
二
僚
に
定
h
u
る
要
件
を
具
備
し
且
つ
第
二
僚
第
七
項
に
定
む
る
が
如
〈
手
形
の
交
付
あ
る
事
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
、
ー
、
一
芸
書
は
手
形
上
に
於
て
裏
書
人
の
署
名
に
よ
り
て
忽
き
る
、
事
?
要
す
る
(
第
三
ニ
除
第
一
項
)
。
一
義
主
日
は
結
局
替
手
形
上
の
様
利
を
一
被
裏
書
人
及
其
指
国
人
に
移
轄
す
る
殺
呆
を
有
す
る
も
の
な
る
が
故
に
其
旨
の
記
載
せ
る
事
を
要
す
る
も
墜
に
裏
書
人
の
署
名
に
よ
っ
て
の
み
之
必
然
す
事
を
得
る
の
で
あ
る
(
第
三
二
係
第
一
項)。
き
れ
ば
裏
書
の
方
法
は
二
極
あ
り
さ
云
ふ
事
?
得
る
。
印
も
一
は
被
裏
書
人
の
氏
名
を
書
し
其
者
又
は
其
指
国
人
に
支
梯
は
る
べ
き
事
を
約
す
る
場
合
及
裏
書
人
の
署
名
の
み
あ
る
場
合
に
し
て
前
者
訟
指
名
裏
書
ω
官。一色
町三
0
2
0
5
2
丹
後
者
を
白
地
裏
書
室
O
B
B
g片
山
口
宮
山
与
さ
裕
す
(
第
一
一
三
候
第
六
項
及
第
三
四
係
筋
一
項
及
第
二
号
。
裏
書
は
手
形
上
に
於
て
之
ケ
結
局
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
業
場
所
は
之
を
問
ム
事
な
〈
手
形
の
表
面
に
於
て
も
将
円。
叉
其
裏
面
に
於
て
も
之
ケ
結
局
す
事
ケ
得
る
も
の
で
あ
る
、
又
附
築
ハ
ロ
ロ
。
ロ
問
。
〉
又
は
謄
本
(
の
。
司
〉
上
に
於
て
も
之
を
結
局
す
事
を
得
べ
〈
〈
第
三
ニ
除
第
一
項
後
段
〉
附
議
は
、
法
律
上
手
形
の
一
部
を
結
局
す
も
の
に
し
て
別
に
印
紙
を
貼
用
す
る
事
を
一
安
せ
子
、
附
築
上
に
於
て
菜
室
日
が
忽
き
る
、
場
人
口
に
於
て
は
其
一
投
書
は
手
形
本
紙
上
に
始
り
附
築
上
に
終
る
を
通
常
ご
す
る
h
英
闘
に
於
て
は
附
築
上
の
裏
書
は
其
例
少
な
し
ぎ
謂
ね
o
英
閣
に
於
て
は
怨
替
手
形
の
謄
本
は
内
凶
手
形
に
つ
い
て
は
之
を
認
め
ゴ
る
も
の
、
如
く
躍
に
外
国
手
形
に
つ
い
て
其
外
国
が
謄
本
を
認
め
る
時
は
A
A
替
手
形
の
謄
本
上
の
一
芸
者
は
英
国
法
の
下
に
於
て
は
手
形
上
に
匁
さ
れ
た
る
も
の
ご
同
一
の
取
扱
含
受
く
る
の
で
あ
る
。
結
局
替
手
形
上
に
於
て
数
人
の
受
取
人
又
は
被
裏
書
人
が
記
載
さ
れ
而
も
其
数
人
が
組
合
を
潟
さ
uv
る
場
合
に
於
て
は
一
投
書
は
其
数
人
の
総
て
に
よ
り
て
潟
き
る
、
事
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
英
数
人
の
内
の
一
人
が
他
の
者
の
た
め
に
裏
書
を
匁
す
事
を
得
る
権
限
を
有
す
る
場
合
に
於
て
は
此
限
り
で
な
い
〈
第
三
ニ
傍
第
三
号
。
例
へ
ば
島
丘
仏
O
E
の
場
合
に
於
て
は
一
般
の
慣
習
に
よ
り
其
内
の
一
人
の
裏
書
に
よ
り
て
其
権
利
を
譲
渡
し
得
る
の
で
あ
る
(
第
九
七
係
第
三
項
d
〉。
又
一
殺
害
の
署
名
は
他
の
手
形
署
名
ご
同
じ
く
代
理
人
に
よ
b
て
之
を
魚
す
事
を
得
べ
〈
ハ
第
二
六
係
委
照
〉
此
場
合
に
於
て
は
其
代
理
人
は
手
形
上
の
責
任
を
負
は
ぎ
る
旨
の
記
載
を
結
局
す
事
を
得
る
も
の
ご
す
〈
第
一
一
二
候
第
五
項
)
。
2
、
裏
書
は
全
部
一
義
室
日
な
る
事
を
要
す
る
(
第
三
二
候
第
二
項
〉
O
裏
書
を
忽
す
に
蛍
b
一
部
一
美
童
日
を
局
局
し
た
る
時
は
其
裏
書
は
之
を
無
数
ざ
す
る
。
而
し
て
一
部
裏
書
ご
は
手
形
金
額
の
一
一
部
の
支
梯
の
み
な
3
る
べ
き
旨
を
示
め
し
て
な
す
裏
書
及
数
人
の
被
裏
書
人
に
調
し
車
猪
に
手
形
権
利
を
譲
渡
す
る
意
思
念
以
て
な
す
裏
書
を
謂
ふ
の
で
あ
旬
。
斯
く
の
如
き
一
一
部
裏
書
は
手
形
の
流
通
ご
し
て
は
殺
カ
な
く
被
裏
書
人
は
英
手
形
に
基
き
て
訴
権
を
得
る
事
英
法
に
於
げ
る
局
替
手
形
の
定
義
及
手
形
行
局
一一一一
商
業
さ
経
沼
三
三
四
な
〈
又
之
を
流
、
通
せ
し
む
る
事
能
は
ぎ
る
に
到
る
。
蓋
し
一
部
裏
書
は
結
局
替
手
形
の
無
保
件
に
金
銭
の
支
協
を
委
託
す
る
性
質
に
反
濁
の
結
果
を
生
宇
る
か
ら
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
白
色
宮
門
〈
-
Z
O
i
-
-
o
〈(同∞
ε
ν
F
戸おの・勺・〉
の
。
ロ
。
〈
の
『
〈
・
思
ユ
〈
〈
同
窓
∞
〉
w
N
ふ
H
0
5
5・
〉
に
於
て
は
被
裏
書
人
が
一
部
一
投
書
に
よ
り
ハ
一
川
芸
昔
の
後
の
場
合
〉
得
る
所
nu 
T
A
 
の
も
の
は
割
蛍
て
ら
れ
た
る
金
額
の
支
拐
を
受
く
ぺ
き
権
利
の
み
な
b
ご
さ
れ
て
居
る
。
3
、
裏
書
は
手
形
の
交
付
に
よ
り
初
め
て
完
成
す
る
(
第
一
三
候
第
三
項
〉
O
結
局
替
手
形
が
流
通
に
置
か
る
〉
が
た
め
に
は
裏
書
署
名
あ
る
手
形
を
被
裏
書
人
に
交
付
す
る
事
守
要
す
る
の
で
あ
る
.
故
に
裏
書
ケ
忽
す
も
未
π手
形
の
交
付
な
き
問
に
於
て
は
裏
書
人
は
英
一
義
書
を
撤
回
す
る
事
を
得
ぺ
〈
〈
第
三
傍
第
一
号
、
裏
金
日
署
名
あ
る
手
形
を
窃
取
さ
れ
こ
れ
が
流
通
に
置
か
る
〉
も
署
名
者
は
手
形
上
の
責
任
を
負
ふ
の
理
由
は
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
交
付
円
笠
宮
日
可
さ
は
手
形
詮
券
の
占
有
の
移
轄
を
意
味
し
交
付
に
よ
b
手
形
詮
券
の
所
有
権
は
被
裏
者
人
に
移
轄
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
交
付
が
直
接
の
蛍
事
者
は
勿
論
共
他
国
0
5
2
2
仏ロ
ο
n
o
ロ
「
自
以
外
の
後
者
に
濁
し
有
放
に
な
さ
る
〉
が
た
め
に
は
手
形
の
受
取
人
其
他
の
一
茶
室
日
人
が
直
接
之
を
忽
す
か
又
は
之
等
の
者
の
代
理
人
が
正
蛍
な
る
穣
限
の
下
に
於
て
之
を
匁
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
之
等
の
者
が
交
付
ケ
結
局
す
に
勝
目
b
僚
件
を
附
し
又
は
特
定
の
目
的
の
た
め
に
交
付
す
る
も
の
に
し
て
手
形
の
所
有
権
を
奥
ふ
る
も
の
に
あ
ら
ぎ
る
旨
&
示
め
す
事
を
得
る
の
は
勿
一
論
で
あ
る
(
第
三
保
第
二
項
〉
Q
然
し
な
が
ら
手
形
が
一
度
正
蛍
の
手
形
所
持
人
【
吋
0
5
2
2
含
ゅ
の
O
ロ
5
0
に
取
得
せ
ら
る
〉
に
到
る
や
前
者
の
結
局
し
た
る
手
形
の
交
付
は
常
に
正
蛍
な
る
交
付
な
り
さ
宥
倣
き
る
、
の
で
あ
る
。
従
て
手
形
上
の
責
任
ケ
交
付
の
不
蛍
な
り
し
を
理
由
ご
し
て
兎
が
れ
ん
さ
欲
す
る
も
の
も
反
言
を
禁
止
せ
ら
る
〉
も
の
さ
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
正
蛍
の
所
持
人
以
外
の
者
に
謝
し
て
も
結
局
替
手
形
の
振
出
入
又
は
裏
書
人
が
手
形
を
占
有
せ
ざ
る
限
り
は
其
者
は
有
数
に
し
て
且
単
純
な
る
交
付
を
受
け
た
る
も
の
さ
推
定
せ
ら
る
〉
を
以
て
之
が
反
詮
を
挙
げ
ぎ
る
限
り
交
付
の
不
静
岡
を
理
由
さ
し
て
其
責
を
兎
る
、
事
を
得
な
い
の
で
あ
る
〈
第
三
候
第
二
項
但
書
及
同
保
第
三
項
〉
o
h
註
1
、
詮
参
が
流
通
性
た
得
ろ
に
到
り
れ
る
坦
由
は
日
常
の
詮
務
取
引
に
於
て
目
的
物
れ
る
詮
裁
の
沿
革
お
探
る
辛
口
取
引
の
敏
活
た
妨
ぐ
あ
さ
同
時
に
取
引
の
回
満
た
害
す
4
0
恐
あ
る
た
以
て
普
語
法
上
に
於
げ
あ
徳
利
移
轄
の
原
則
大
あ
耀
刺
の
議
長
人
口
一
競
技
人
の
有
し
大
り
し
よ
り
も
大
な
ろ
躍
利
島
得
る
事
な
し
、
換
言
す
れ
ば
何
人
も
自
己
の
有
ぜ
ざ
る
搭
利
島
県
ふ
る
事
た
得
ナ
ハ
前
油
〉
て
一
宮
ふ
原
則
に
例
外
為
認
め
取
引
た
迅
速
且
固
滴
な
ら
し
む
る
必
要
た
生
じ
士
か
ら
で
あ
る
o
而
し
て
此
要
求
口
先
づ
或
積
の
詮
歩
及
勤
産
に
つ
き
商
人
間
の
慣
習
に
よ
り
漸
次
充
れ
さ
れ
又
一
方
に
於
て
は
法
律
に
於
て
も
認
め
ら
れ
、
悶
々
相
侠
っ
て
呪
今
に
至
リ
貨
俗
、
潟
替
手
形
、
小
切
手
、
約
束
手
形
E
銀
行
袋
、
大
蔵
詮
務
ハ
自
の
宮
古
R
E
-〉何回目円
H
E
F
Zロ
仏
外
国
公
債
、
粧
民
地
公
債
円
四
日
i
r
E
4
2
5仲
間
E
H白
・
5
R
S
二
-v
た
以
て
流
通
詮
歩
士
り
さ
さ
る
る
に
至
つ
れ
。
然
る
に
後
に
至
リ
前
越
の
種
類
の
詮
A
借
り
み
私
以
て
は
不
充
分
な
リ
さ
し
ハ
ロ
0
0門
戸
4
山
口
〈
・
同
o
g
H
F
H∞
立
"
円
・
戸
u
H
o
p内・
ω
吋
U
H
h
v
E
2
7
E
m門
O口
付
宮
昇
一
司
・
自
5
8
8
P
同∞
N-K同
署
・
。
印
-NOH-V
惑
に
英
図
法
に
よ
り
認
め
ら
あ
る
合
祉
の
枇
債
為
も
流
通
詮
恭
に
算
へ
る
に
室
つ
大
の
で
あ
る
(
出
向
n
E
S
P
-
8品
開
与
】
O
B巴
O口
内
0
・
4
・
F
o
E
Oロ
吋
E
色
ロ
阿
国
μ
ロ
F
品。∞
u
N
ο
・ロ・
ε∞
・
国
内
注
目
件
。
一
口
〈
-
m
o
E
E
白
h
n
c
・同。。
NWN
同
・
ロ
・
同
主
・
〉
ハ
∞
-pguHV・
ω
l司
・
ぉ
・
参
照
)
0
2
、
z
n
m
O
P
E
-
q
さ
kr回日間ロ
E
o
E
さ
は
法
律
上
の
宮
味
が
呉
ろ
。
印
ち
宮
田
町
一
口
E
O
E
に
よ
り
契
約
上
り
利
益
が
譲
受
人
に
移
轄
す
ろ
が
れ
め
に
は
山
其
一
越
披
は
紹
封
的
で
あ
る
事
、
例
議
波
人
の
署
名
あ
ろ
書
面
に
よ
ろ
事
、
同
譲
渡
の
沼
知
が
書
面
に
よ
っ
て
債
務
者
に
封
し
潟
英
訟
に
於
げ
ろ
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
三
三
五
商
業
主
経
済
一
ニムハ
き
ろ
ろ
事
り
三
要
件
た
具
ふ
ろ
事
与
要
す
ろ
の
で
あ
っ
て
、
而
も
其
の
殺
呆
は
譲
渡
人
の
有
し
れ
ろ
槌
利
が
譲
受
人
に
移
轄
す
る
に
す
よ
、
よ
リ
大
な
あ
権
利
私
得
ろ
の
で
あ
る
Q
E
E
ニY
0
・
ぬ
。
然
る
に
拘
ら
?
流
越
は
斯
く
の
如
き
股
重
な
ろ
要
件
あ
ろ
事
為
要
ぜ
ざ
る
に
拘
ら
?
、
譲
受
人
が
善
窓
な
ろ
限
り
前
者
の
有
し
れ
ろ
〉
5
0
ロ
U
F
2
4
0
向。。ロ
HEa--M・U
N
・
。
。
品
会
照
〉
。
3
、
印
]
p
円。『山句・
M
0
・
A
晶、
Q
S
E
R
ニy
口
。
妻
照
。
5、出〕可]内田町匂・同可一回・
ロ
o
g
w
h
y
-
B
Z
B
〉
口
門
岡
∞
∞
串
-mz-
向
裏
書
に
よ
ら
ざ
ろ
手
形
の
取
得
者
同
5
5
円四月。
ξ
骨
ロ
2
4・
の
槌
利
に
闘
し
て
は
出
三
凸
回
一
日
以
・
auw
私
見
ら
れ
れ
し
Q
6
、∞】白昨日
u
H
V
-
E
-
国
U
A
m
m
H
H
)
・
同
∞
恥
唱
す
」
照
。
7
、
巴
え
2
n
H
V
・出い
w
・
国
同
庁
田
町
句
・
同
可
。
・
mM門
司
弘
司
O
U
S
円巾♂
M
U司
F
-
H
・h
H
μ
4
・出口
mmH0
・
同
盟
百
-
H
∞・
J
F
1
0
5
M
m
4
・
の
]
0
2
♂岡山山
M
U
J
ω
]
「ロ・
z.・∞
J
心・
国
u
。ωU『・
8
、
m】日目。同一
uh
申・出}可】
O
回一句
-
H
U
可。・
9
、
m
r
g『山匂・
U
A
酔・
初
、
.
の
}
包
】
自
の
ご
匂
・
3
・第
二
節
白
地
裏
書
白
地
裏
金
日
一
E
2
R
5
8片
山
口
E
g
r
。ぺ
国]山口一
h
E円
山
。
吋
ω
0
5
0
ロ仲
さ
は
手
形
上
に
裏
書
人
の
署
名
の
み
や
}
以
て
な
す
裏
書
な
b
、
ゑ
替
手
形
に
白
地
裏
書
の
な
さ
れ
た
る
時
は
其
以
後
に
於
て
は
其
手
形
は
持
会
人
協
の
手
形
ざ
し
て
取
扱
は
れ
(
第
八
傑
第
三
項
第
三
四
館
第
一
項
〉
、
共
手
形
は
爾
後
交
付
の
み
に
よ
り
流
通
す
る
事
を
得
る
に
至
る
2Mm
コ
二
係
第
二
項
〉
O
ピ
共
に
共
手
形
の
取
得
者
は
白
地
裏
金
日
企
匁
し
た
る
裏
書
人
の
署
名
の
上
に
手
形
支
搬
の
指
園
、
自
己
又
は
他
の
者
の
指
図
人
に
支
搬
は
る
ぺ
き
旨
伝
記
載
し
、
其
手
形
を
以
後
指
名
手
形
さ
な
す
事
を
得
る
の
で
あ
る
ハ
第
三
四
候
第
四
項
〉
O
印
予
日
地
裏
金
日
に
よ
る
手
形
の
取
得
者
は
交
付
の
み
に
よ
り
手
形
上
の
権
利
を
取
得
す
る
さ
共
に
其
手
形
の
白
地
補
充
様
eT
得
る
の
で
あ
る
。
且
つ
最
後
包
装
書
が
白
地
な
る
時
は
其
手
形
は
持
会
人
跡
の
手
形
さ
な
る
を
以
て
交
付
の
み
に
よ
り
手
形
は
流
通
す
る
事
ど
な
り
数
人
の
人
に
よ
り
斯
〈
の
如
き
手
形
が
流
通
さ
れ
た
る
時
は
其
等
の
人
は
手
形
上
に
表
は
る
、
事
な
き
ゃ
-
以
て
後
者
に
濁
し
て
手
形
上
の
責
任
を
負
ふ
の
必
要
な
き
事
さ
な
る
ハ
第
五
入
総
第
二
項
〉
。
然
し
な
が
ら
其
直
接
の
後
者
に
謝
し
て
は
其
後
者
が
有
償
に
其
手
形
を
取
得
し
た
る
場
合
な
る
限
り
一
川
公
害
人
は
自
己
が
手
形
を
譲
渡
し
得
る
権
能
含
有
す
る
さ
共
に
手
形
譲
渡
の
営
時
に
於
て
手
形
を
，
無
償
値
な
ら
し
む
る
が
如
き
事
買
の
存
在
を
知
ら
ぎ
り
し
事
に
つ
き
い
保
詮
の
地
位
に
立
つ
4
む
の
で
あ
る
ハ
第
五
八
保
第
三
項
〉
、
従
て
白
地
一
義
者
の
一
義
書
人
に
謝
し
て
は
匁
替
手
形
の
取
得
者
は
自
己
の
名
を
被
裏
書
人
さ
し
て
補
充
し
以
て
手
形
法
に
定
な
る
権
利
を
行
使
し
得
ぺ
〈
、
叉
最
後
の
手
形
所
持
人
は
手
形
に
付
き
て
生
十
る
破
滅
に
拘
ら
十
手
形
面
に
表
は
れ
た
者
に
謝
す
る
権
利
を
得
ぺ
き
に
拘
ら
宇
白
地
裏
書
の
品
局
さ
れ
た
る
手
形
の
譲
渡
人
に
謝
し
て
は
明
示
又
は
黙
示
の
約
定
な
き
限
b
に
於
て
は
其
結
局
替
手
形
が
何
等
か
の
結
に
於
て
〈
例
へ
ば
他
の
常
時、ノ
者
の
不
一
以
行
に
よ
り
〉
債
他
を
失
ふ
も
譲
渡
人
に
濁
し
て
謝
債
の
返
還
を
す
ら
要
求
し
得
玄
る
じ
到
る
の
で
あ
れ
o
註
1
、
例
へ
ぼ
住
…
致
、
取
消
の
原
因
の
存
す
る
卒
、
手
形
が
引
受
又
は
文
妙
の
拒
紹
わ
り
れ
る
一
号
、
手
形
関
係
者
の
文
的
無
能
力
な
あ
事
貸
住
ザ
。
英
法
に
於
げ
あ
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
三
三
七
商
業
主
経
済
三
三
入
2
、
其
他
初
よ
リ
持
参
入
抑
れ
ろ
手
形
又
は
持
参
入
掛
さ
な
リ
大
ろ
手
形
ハ
例
白
地
裏
書
の
あ
ろ
手
形
〉
に
於
げ
ろ
交
付
の
み
に
よ
ろ
手
形
の
譲
渡
の
揚
合
の
譲
渡
人
及
譲
受
人
の
諮
利
義
務
に
闘
す
ろ
詳
細
な
ろ
説
明
は
後
日
に
於
て
説
明
す
る
機
合
わ
り
さ
思
ふ
o
詳
細
た
知
ら
ん
ざ
す
る
時
は
国
1
2
…
匂
・
同
∞
可
以
下
島
見
ら
れ
皮
し
。
第
三
節
裏
金
日
の
種
類
一
長
室
日
は
方
式
に
よ
り
指
名
式
ω
勺
の
の
一
と
ご
白
地
式
巴
g
r
の
二
つ
に
分
つ
事
は
既
に
述
ぺ
た
る
所
な
る
も
其
他
手
形
の
内
容
に
つ
き
影
響
を
及
ぼ
す
が
如
き
一
義
書
数
種
が
あ
る
。
以
下
こ
れ
に
つ
き
簡
単
な
る
説
明
を
し
て
見
皮
い
。
第
一
、
健
件
附
裏
書
。
裏
書
に
俊
件
を
付
す
る
事
に
関
し
て
規
定
を
設
け
る
は
恐
ら
〈
英
米
以
外
の
図
に
於
て
見
ら
れ
ぬ
所
で
あ
ら
、F
ワ
J
O手
形
の
振
出
は
無
保
件
な
る
事
ケ
要
す
る
も
引
受
に
つ
き
で
は
之
に
俊
件
全
付
す
る
事
ケ
詐
き
る
、
の
で
あ
る
が
裏
書
を
忽
す
に
つ
き
て
も
保
件
を
付
す
る
事
を
得
る
も
の
ぜ
す
ハ
第
三
三
的
問
委
照
〉
。
蓋
し
俊
件
附
に
て
裏
金
日
を
す
る
時
は
支
拐
に
僚
件
を
附
す
る
が
如
き
も
の
さ
日
ら
る
〉
も
又
一
方
に
於
て
は
手
形
権
利
の
僚
件
附
譲
渡
に
す
ぎ
や
'
さ
考
へ
る
事
を
得
る
か
ら
有
放
な
り
さ
し
て
も
差
支
へ
な
い
。
例
へ
ば
汽
賠
某
九
ロ
y
ド
y
到
着
の
上
甲
又
は
其
指
固
人
に
支
梯
は
れ
府
民
し
ご
一
去
ふ
意
味
の
文
一
一
一
口
、
甲
が
某
さ
結
婚
し
た
る
時
は
甲
又
は
其
指
悶
人
に
ご
一
玄
ふ
が
如
き
傑
件
を
付
す
る
も
其
結
局
め
に
手
形
は
無
殺
さ
な
る
事
な
し
ご
せ
ら
れ
て
居
る
。
然
し
な
が
ら
引
受
人
に
於
て
は
斯
〈
の
如
き
俊
件
に
拘
束
さ
る
〉
は
不
利
盆
な
る
の
み
な
ら
争
手
形
の
後
者
は
自
己
の
櫨
利
の
後
生
に
つ
き
不
安
な
る
放
態
に
置
か
る
〉
を
以
て
引
受
人
は
斯
く
の
如
き
俊
件
を
無
親
す
る
事
を
得
べ
く
、
引
受
人
が
俊
件
成
否
未
定
の
聞
に
於
て
支
拐
を
潟
し
た
る
時
ご
離
も
其
支
抑
は
有
数
な
る
も
の
ご
す
(
第
三
三
候
〉
0
但
し
傑
件
附
一
ぷ
書
包
装
書
人
吉
一
被
一
茶
室
同
人
ご
の
間
に
於
て
は
英
俊
件
附
裏
書
は
拘
束
力
を
有
す
べ
〈
俊
件
の
成
否
未
定
の
問
に
於
て
一
夜
裏
書
人
が
文
飾
を
受
け
た
る
時
は
引
受
人
は
何
等
責
任
を
負
ふ
事
な
き
も
被
裏
書
人
は
未
だ
手
形
上
の
権
利
者
に
あ
ら
ざ
る
に
拘
ら
や
J
其
権
利
を
行
使
し
手
形
金
額
を
受
取
り
た
る
も
の
な
れ
ば
其
行
結
局
は
裏
書
人
の
た
め
に
な
し
た
る
も
の
さ
見
ら
る
ぺ
し
。
但
し
裏
書
人
ご
一
被
裏
書
人
さ
の
聞
に
於
て
は
代
理
関
係
な
き
を
以
て
斯
く
の
如
き
場
合
に
於
て
は
被
裏
書
人
民
芸
書
人
の
受
信
人
又
は
受
託
者
ご
し
て
其
金
銭
を
保
有
す
べ
き
も
の
定
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
二
、
無
際
保
裏
書
。
裏
書
人
が
裏
書
に
其
旨
な
記
載
し
て
手
形
上
の
責
任
ケ
免
れ
得
る
は
第
一
六
係
第
一
一
岐
に
於
て
明
定
き
る
、
所
で
ゐ
る
、
斯
く
の
如
き
裏
金
一
日
を
一
E
O
B
O
E
g
ご
吉
ω
円めの
O
Z
5
2
S
5
宏一
ω
。
円
三
p
o
E
5
8号
待
・
印
も
無
搭
保
裏
金
日
さ
務
す
。
英
法
に
於
げ
る
局
替
手
形
の
定
義
及
手
形
行
局
三
三
九
商
業
主
経
済
無
携
保
裏
書
に
よ
り
裏
書
人
が
支
挑
人
の
引
受
拒
絶
又
は
支
梯
短
絡
に
調
し
責
任
ケ
負
は
ぎ
る
旨
を
手
形
上
三
四
O
に
於
て
一
不
め
し
た
る
時
は
其
裏
書
人
は
爾
後
何
人
に
濁
し
て
も
手
形
上
の
責
任
ケ
負
は
。
さ
る
も
の
さ
す
。
然
し
な
が
ら
無
携
保
裏
書
の
此
致
呆
は
手
形
上
に
於
て
此
旨
が
明
か
に
な
さ
れ
た
る
時
に
於
て
の
み
生
子
る
の
で
あ
っ
て
手
形
外
に
於
け
る
常
事
者
間
の
契
約
は
其
蛍
事
者
間
及
び
無
償
の
手
形
取
得
者
に
於
て
の
み
殺
呆
を
生
じ
正
蛍
の
手
形
所
持
人
に
調
L
て
は
殺
呆
を
生
十
る
事
を
得
な
い
の
で
あ
る
3
1
0
回二
-
H
E・
匂
-aN〉0
而
し
て
正
蛍
な
る
代
理
権
を
有
す
る
代
理
人
及
他
人
に
代
表
す
べ
き
義
務
を
有
す
る
者
が
本
人
又
は
代
表
せ
ら
る
〉
者
の
た
め
に
裏
書
を
匁
す
に
蛍
、
り
其
資
格
を
一
不
め
し
旦
つ
手
形
上
責
任
を
負
は
ゴ
る
旨
を
記
載
し
た
る
時
は
手
形
上
の
放
呆
は
本
人
に
調
し
直
接
に
生
じ
代
理
人
又
は
代
表
者
は
引
受
の
拒
絶
又
は
支
挑
の
拒
絶
に
濁
し
何
等
の
責
に
任
也
、
ざ
る
は
砕
自
然
で
あ
る
〈
第
二
大
俗
第
一
項
径
一
二
偽
第
五
項
〉
。
而
し
て
英
代
表
者
又
は
代
理
人
の
匁
し
た
る
手
形
上
の
責
に
任
守
ざ
る
旨
の
意
思
表
示
は
其
者
に
関
す
る
限
り
正
蛍
の
所
持
人
を
も
拘
束
す
る
も
の
吉
一
宮
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
三
、
戻
裏
書
。
ゑ
替
手
形
は
手
形
債
務
者
に
お
し
て
も
一
義
者
を
結
局
す
事
を
得
、
一
見
に
其
一
被
裏
書
人
は
一
投
書
に
よ
り
共
手
形
を
流
通
せ
し
む
る
事
ケ
得
る
の
で
あ
る
(
第
三
七
傍
)
O
戻
一
長
書
に
よ
り
手
形
上
の
権
利
を
取
得
し
た
る
手
形
債
務
者
は
営
然
手
形
椛
利
者
さ
な
る
も
戻
裏
書
以
前
に
於
け
る
白
己
の
後
者
郎
も
中
間
義
務
者
宮
古
自
己
U
R
3
2可
に
濁
し
て
は
手
形
権
利
の
主
援
を
ゑ
す
事
を
得
ぬ
。
蓋
し
良
一
長
者
の
被
裏
書
人
が
中
間
義
務
者
に
劉
し
手
形
訴
訟
ぞ
提
起
し
た
る
時
は
其
中
間
義
務
者
は
其
被
裏
書
人
が
自
己
の
前
者
た
る
事
を
理
由
さ
し
て
反
訴
の
o
g
R円
。
一
巳
日
を
提
起
し
得
る
事
ざ
な
り
、
従
て
何
等
の
資
質
合
伶
は
な
い
か
ら
で
あ
る
o
但
し
英
被
裏
書
人
が
前
に
一
長
室
日
企
怨
す
に
山
町
田
り
無
携
保
文
一
一
一
一
日
を
記
入
し
局
た
b
し
時
は
何
人
に
濁
し
で
も
責
任
を
負
は
、
ざ
る
も
の
な
れ
ば
(
前
週
〉
其
者
は
中
間
義
務
者
に
お
し
て
手
形
上
の
格
利
宏
主
践
し
得
る
所
で
あ
る
2
1何
回
一
長
-
豊
富
山
句
・
出
。
.
〉
O
良
一
兵
書
の
被
裏
書
人
は
巽
手
形
を
、
流
、
過
に
置
く
事
を
得
る
も
、
之
に
お
し
て
は
左
の
例
外
が
あ
る
。
ー
、
融
通
手
形
じ
於
て
は
融
通
の
砂
田
事
者
の
何
れ
か
し
Y
手
形
の
支
挑
を
忽
し
た
る
時
は
手
形
権
利
は
消
滅
す
る
も
の
で
あ
る
(
第
五
九
除
第
三
項
〉
。
従
っ
て
融
通
手
形
の
静
岡
事
者
に
戻
裏
書
さ
れ
た
る
時
は
其
者
は
手
形
訟
流
通
に
置
〈
事
を
得
ぬ
や
う
に
思
へ
る
。
2
、
手
形
の
引
受
人
に
手
形
が
満
期
日
又
は
満
期
後
に
於
て
戻
裏
書
さ
れ
た
る
時
は
其
手
形
上
の
権
利
は
治
滅
す
る
を
以
て
(
笠
ハ
一
候
〉
引
受
人
は
手
形
を
流
、
過
に
置
く
事
能
は
ぎ
る
も
の
さ
一
宮
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
四
、
制
限
附
一
投
書
円
。
ω
主
主
〈
こ
E
O
B
B
g
F
制
限
附
裏
書
さ
は
爾
後
手
形
の
流
通
を
禁
止
す
ぺ
き
旨
又
は
指
定
の
方
法
に
従
ひ
忽
替
手
形
を
取
扱
ふ
ぺ
き
様
限
会
奥
ふ
る
に
す
ぎ
十
し
て
手
形
の
所
有
模
台
譲
渡
せ
。
さ
る
旨
を
記
載
し
た
る
裏
金
日
例
へ
ば
「
甲
ノ
ミ
ニ
支
英
法
に
於
げ
る
潟
替
手
形
の
立
誌
及
手
形
行
局
三
回
一
商
業
一
言
控
訴
三
四
二
梯
7
4
γ
」
「
乙
ノ
タ
メ
ニ
甲
ニ
支
梯
プ
ペ
ジ
」
又
は
「
取
立
ノ
匁
メ
ニ
甲
ニ
支
梯
プ
ペ
ジ
」
等
の
記
載
あ
る
裏
書
を
謂
ふ
(
第
三
五
係
第
一
項
〉
。
而
し
て
斯
く
の
如
き
制
限
附
裏
書
は
手
形
の
殺
カ
に
何
等
の
影
響
を
奥
へ
ぬ
の
で
あ
る
〈
第
三
二
傑
第
六
項
参
照
〉
0
制
限
附
裏
金
日
は
第
三
五
僚
に
よ
る
時
は
禁
蒋
裏
書
ご
委
任
裏
書
さ
の
こ
程
じ
分
た
る
〉
事
を
得
る
。
ー
、
禁
制
特
一
芸
書
。
裏
書
禁
止
の
文
言
を
記
入
す
る
に
は
振
出
人
が
之
を
結
局
す
場
合
ご
其
他
の
者
の
匁
す
場
合
が
あ
る
o
而
し
て
振
出
人
が
手
形
上
に
於
て
一
義
者
を
禁
止
す
べ
き
旨
を
記
載
し
又
は
其
意
思
を
表
は
す
が
如
き
旨
の
文
一
一
一
市
を
記
入
し
た
る
時
は
受
取
人
は
其
手
形
を
他
人
に
一
投
書
譲
渡
す
る
事
を
得
、
ざ
る
も
の
さ
す
る
o
印
も
其
手
形
は
流
通
性
を
有
せ
ぎ
る
も
の
で
あ
る
〈
第
三
六
日
除
第
一
号
、
但
し
交
付
に
よ
り
て
其
手
形
を
移
轄
し
得
る
は
勿
論
で
糸
川
-
4
0
0
手
形
の
受
取
人
又
は
被
裏
書
人
が
裏
書
禁
止
の
一
投
書
ケ
怨
し
た
る
場
合
に
於
て
は
禁
特
裏
金
日
の
一
投
書
人
さ
其
被
裏
書
人
ご
の
聞
に
於
て
は
手
形
は
流
通
し
た
る
も
の
な
る
か
』
以
て
被
裏
書
人
は
其
前
者
に
濁
し
て
は
手
形
の
流
通
に
よ
る
権
利
を
取
得
す
る
事
を
得
る
は
勿
論
で
あ
る
も
英
治
に
於
て
は
此
場
合
も
後
に
逃
ぷ
る
が
如
〈
委
任
裏
書
に
略
ぼ
類
似
し
被
裏
書
人
は
結
局
替
手
形
の
支
挑
を
受
領
し
且
其
一
義
者
人
が
訴
追
し
得
る
営
事
者
に
濁
し
訴
を
起
し
得
る
権
限
を
取
得
す
る
も
被
裏
金
日
人
ご
し
て
他
人
に
権
利
を
譲
渡
し
得
な
レ
の
で
あ
る
一
(
第
三
五
係
第
二
2
、
委
任
一
投
書
。
委
任
裏
書
は
「
乙
ノ
タ
メ
甲
ニ
支
挑
ア
ペ
ジ
」
又
は
「
取
立
ノ
タ
〆
甲
ニ
支
梯
ア
ペ
ジ
」
等
の
文
言
の
記
載
あ
る
裏
書
を
謂
ひ
、
被
裏
書
人
は
特
別
に
権
限
を
奥
へ
ら
る
〉
に
非
れ
ば
之
を
他
人
に
譲
渡
し
得
‘
ざ
る
も
の
で
あ
る
、
印
も
委
任
裏
書
ゐ
り
た
る
時
に
於
て
は
手
形
は
其
流
通
性
を
失
ふ
も
の
で
あ
る
(
項
第
三
大
俗
第
一
項
a
〉O
而
し
て
特
に
被
裏
書
人
が
手
形
ケ
譲
渡
し
得
ぺ
き
様
限
を
有
し
之
を
他
に
裏
書
譲
渡
し
た
る
時
に
於
て
は
其
以
後
の
被
裏
書
人
は
委
任
裏
金
日
の
被
裏
書
人
が
有
し
た
る
さ
同
一
の
権
利
義
務
を
負
ふ
〈
第
三
五
館
第
三
項
〉
。
従
つ
て
委
任
一
投
書
に
於
け
る
裏
書
人
ご
被
裏
書
人
さ
は
本
人
ご
代
理
人
ご
の
関
係
の
如
き
関
係
に
立
ち
支
梯
人
に
よ
り
て
一
義
者
人
(
委
任
甚
替
の
〉
に
お
し
手
形
の
支
挑
が
谷
川
さ
れ
た
る
時
は
手
形
上
の
楼
利
は
消
滅
し
被
裏
書
人
は
一
血
球
書
人
を
訴
へ
る
事
を
得
な
い
様
に
な
る
の
で
あ
る
2
p百
二
-
な
・
U
。
其
他
の
黙
に
就
き
て
は
前
述
仰
の
場
合
に
同
じ
で
あ
る
。
第
五
、
質
入
裏
書
動
産
が
質
入
さ
れ
た
る
時
は
質
権
者
は
債
務
者
が
債
務
の
支
梯
を
錯
す
迄
其
物
を
占
有
し
、
債
務
者
に
不
履
行
あ
b
た
る
時
は
相
蛍
な
る
通
知
を
ゑ
し
た
る
後
に
於
て
其
動
産
全
員
却
し
満
足
ケ
待
又
は
訴
ぞ
提
起
し
得
る
権
利
を
有
す
る
の
で
あ
る
ハ
E
R
E
E
-
-ロの一120向。
O
B
E
S
E
二・
5
・
を
g
u
ロ日出"の
r
m
A
ロ
2
8
2
0
5
二
-NOM
〉。
而
し
て
此
質
権
者
の
椛
利
は
株
式
じ
も
及
ぶ
も
の
ざ
さ
れ
て
居
る
2
R
E
〈・
Z
-
m
O
ロ
uznz。
。
?
・
問
看
m
p
N
〉停吋ロ
m-
英
法
に
於
り
あ
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
三
四
三
商
業
さ
経
済
三
四
四
ω
。ω
・
〉
然
し
な
が
ら
此
原
則
は
結
局
替
手
形
に
は
通
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
A
A
替
手
形
が
質
入
さ
れ
た
る
時
に
於
て
は
質
権
者
は
其
債
権
額
に
相
蛍
す
る
範
固
に
於
て
手
形
の
有
償
取
得
者
ゾ
ニ
右
倣
き
る
¥
A
の
で
あ
る
〈
第
二
七
傑
第
三
項
)
Q
但
し
之
が
た
め
に
質
継
者
は
手
形
の
所
有
権
ケ
得
る
も
の
に
非
ら
e
さ
れ
ば
手
形
権
利
を
行
使
す
る
に
営
う
で
は
債
務
者
の
受
託
者
ざ
し
て
訴
を
提
起
し
得
る
に
す
ぎ
ぬ
従
て
債
務
者
の
手
形
上
の
機
利
が
完
全
な
る
時
は
質
権
者
は
完
全
な
る
権
利
を
行
使
し
得
ぺ
〈
、
者
し
債
務
者
の
権
利
に
破
滅
あ
る
時
は
其
破
滅
に
つ
き
知
ら
ぎ
り
し
時
に
限
り
自
己
が
債
務
者
に
貸
出
し
た
る
金
額
の
限
度
に
於
て
手
形
の
支
挑
み
ゲ
求
め
得
る
に
す
ぎ
ぬ
〈
2
p
百二-加。・
)
O
但
し
質
入
裏
書
に
関
す
る
規
定
は
英
治
に
て
は
存
在
せ
子
、
唯
質
入
手
形
に
つ
き
て
の
み
前
述
の
如
き
規
定
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
六
、
期
限
後
一
投
書
。
怨
替
手
形
が
本
来
流
遮
に
置
か
れ
た
る
手
形
な
る
限
り
例
制
限
附
裏
書
の
な
さ
る
、
迄
、
向
支
抑
其
他
の
方
法
に
よ
h
，
手
形
が
殺
カ
を
失
ふ
迄
は
流
通
に
置
か
る
〉
も
の
で
あ
る
(
第
三
六
係
)
。
従
っ
て
結
局
替
手
形
の
支
挑
期
限
の
到
来
に
よ
り
て
も
免
替
手
形
は
其
流
通
性
を
失
は
ぎ
る
理
で
あ
る
。
故
に
期
限
到
来
後
に
於
て
も
結
局
替
手
形
は
裏
金
日
に
よ
り
譲
渡
さ
る
》
の
で
あ
る
。
期
限
後
の
一
m
科
書
さ
は
結
局
替
手
形
の
支
梯
期
日
以
後
の
一
芸
書
を
謂
ひ
、
結
局
替
手
形
の
支
梯
期
日
は
手
形
上
に
記
載
さ
る
〉
満
期
日
ど
は
必
ら
や
し
も
一
致
す
る
も
の
で
な
い
事
は
す
で
に
述
ぺ
た
通
り
で
あ
る
o
一
覧
抑
以
外
の
結
局
替
手
形
の
支
挑
期
日
は
特
約
な
き
限
り
満
期
日
に
三
日
間
の
恩
恵
日
を
加
算
し
て
之
を
計
算
し
、
一
覧
挑
手
形
に
於
て
は
商
取
引
上
越
蛍
な
る
期
間
合
経
過
し
た
る
時
に
支
梯
期
日
到
来
す
る
も
の
で
あ
る。
振
出
人
引
受
人
生
す
が
手
形
上
の
全
責
任
含
負
ふ
の
期
間
は
支
挑
期
日
に
到
る
迄
の
問
な
り
さ
観
、
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
支
那
期
日
以
後
に
於
け
る
手
形
の
流
通
は
流
通
を
ゑ
す
者
及
流
通
を
受
く
る
者
の
責
任
に
於
て
之
を
忽
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
で
あ
る
o
然
し
な
が
ら
期
限
後
の
手
形
の
流
通
ケ
受
け
た
者
で
も
有
償
に
て
手
形
を
取
得
し
且
つ
手
形
上
の
権
利
が
完
全
で
あ
る
限
り
は
振
出
入
、
其
他
手
形
上
の
前
者
〈
直
接
の
前
者
、
奇
跡
怖
く
〉
の
権
利
の
破
滅
如
何
に
拘
ら
や
ノ
完
全
な
る
権
利
ケ
得
る
の
で
あ
る
。
印
ち
期
限
後
の
裏
書
の
流
通
を
受
け
た
る
者
の
責
任
は
手
形
自
身
に
関
す
る
事
項
に
の
み
限
ら
る
の
で
あ
る
2
1
3
句・ミ・
)
O
期
限
後
の
手
形
の
流
通
に
よ
る
手
形
取
得
者
の
地
位
は
前
述
の
如
き
+
ぜ
も
っ
て
期
限
後
裏
書
の
法
律
上
の
殺
来
も
自
ら
次
の
如
く
な
ら
5
る
を
符
ぬ
。
印
も
第
三
六
僚
第
二
項
は
期
限
後
に
於
て
結
局
替
手
形
が
流
通
さ
れ
た
る
時
は
期
限
到
来
の
時
に
於
け
る
手
形
権
利
上
の
破
滅
(
槌
利
の
浪
症
に
つ
い
て
は
第
二
九
館
第
二
項
に
於
て
規
定
が
あ
る
〉
も
共
に
移
牒
す
る
も
の
で
あ
る
、
き
れ
ば
其
後
手
形
を
取
得
し
た
も
の
は
授
者
の
有
し
た
る
よ
b
大
な
る
権
利
を
得
る
事
や
』
得
な
い
も
の
ご
し
て
居
る
。
英
法
に
於
げ
あ
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
三
四
五
商
業
さ
経
済
四六
故
に
期
限
後
の
裏
書
あ
b
た
る
後
に
於
け
る
手
形
の
流
、
過
は
此
意
味
に
於
て
は
裏
書
に
よ
る
も
倫
其
殺
果
は
譲
渡
ω
民
間
口
g
g件
の
殺
果
に
相
営
す
る
も
の
さ
一
宮
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
期
限
後
裏
書
は
既
に
手
形
の
支
梯
期
日
経
過
の
後
に
谷
川
さ
れ
た
る
も
の
な
れ
ば
新
ら
し
き
支
挑
期
日
を
定
む
る
事
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
(
若
し
新
ら
し
き
支
…
初
期
日
品
定
め
れ
ろ
時
は
手
形
の
鑓
遣
さ
な
ろ
な
ら
ん
)
O
故
に
期
限
後
一
是
書
あ
り
た
る
時
は
魚
替
手
形
は
一
覧
梯
手
形
芝
看
倣
き
る
〉
の
で
あ
る
(
第
一
O
係
第
二
項
〉
。
裏
書
が
期
限
前
に
於
て
結
局
さ
れ
た
る
さ
期
限
後
に
於
て
叙
さ
れ
た
る
に
よ
り
被
裏
書
人
の
受
く
る
影
響
大
で
あ
る
。
故
に
若
し
裏
書
が
裏
金
日
日
の
記
載
な
く
期
限
後
の
も
の
な
る
か
否
か
い
不
明
な
る
時
は
一
応
其
裏
書
は
期
限
前
に
於
て
局
さ
れ
た
る
も
の
さ
推
定
さ
る
〉
の
で
あ
る
ハ
第
三
六
館
第
四
項
)
、
従
て
一
覧
梯
手
形
に
於
て
は
既
に
期
限
到
来
の
通
知
あ
り
た
る
事
買
を
明
白
に
立
詮
し
3
1
0
回二
-g-〉
共
他
の
結
局
替
手
形
に
あ
り
で
は
其
一
義
者
が
期
限
後
に
結
局
さ
れ
た
る
事
を
立
設
す
る
に
非
ら
玄
れ
ば
第
三
六
僚
の
規
定
の
通
用
を
結
局
す
事
得
ぎ
る
わ
け
で
あ
る
。
第
四
節
一
義
蛍
日
の
致
カ
第
一
、
移
時
カ
。
流
通
詮
券
が
正
し
い
流
通
の
方
法
に
よ
り
議
波
さ
れ
た
る
時
は
其
詮
券
上
の
格
利
は
完
全
に
譲
受
人
に
移
る
事
は
既
に
述
ぺ
た
通
り
で
あ
る
。
結
局
替
手
形
も
流
通
詮
券
な
る
を
以
て
そ
れ
が
指
図
式
に
な
っ
て
居
れ
ば
一
投
書
に
よ
り
て
権
利
は
譲
渡
さ
れ
裏
金
日
に
よ
る
限
b
に
於
て
は
手
形
上
の
権
利
は
完
全
に
被
裏
書
人
に
移
轄
す
る
。
印
も
手
形
法
の
言
葉
を
諮
り
て
一
去
は
い
「
被
裏
書
人
は
裏
書
及
引
波
に
よ
り
手
形
所
持
人
さ
な
る
」
の
で
あ
る
。
但
し
後
述
す
る
如
く
有
償
に
て
手
形
を
取
得
し
た
る
所
持
人
E
E
q
h
o円
〈
己
co
さ
正
蛍
の
所
持
人
『
0
5
2
ロ
己
z
o
g己
認
さ
の
手
形
上
の
権
利
は
異
る
の
で
あ
る
。
第
二
、
強
保
力
。
匁
替
手
形
の
一
投
書
人
は
裏
書
に
よ
り
正
蛍
な
る
手
形
の
呈
一
不
あ
り
た
る
時
は
其
手
形
は
引
受
ら
れ
手
形
文
言
に
従
ひ
支
挑
は
る
ぺ
き
旨
を
約
し
夏
に
手
形
が
拒
絶
さ
れ
た
る
時
は
手
形
所
持
人
及
手
形
所
持
人
に
劃
し
て
支
挑
を
結
局
し
た
る
被
裏
書
人
に
封
し
拒
絶
の
手
績
が
踏
ま
れ
た
る
時
は
償
還
を
結
局
す
ぺ
き
旨
合
約
す
る
も
の
さ
す
ハ
第
五
五
保
第
二
項
a
〉
0
印
も
裏
書
人
は
裏
金
日
に
よ
り
振
出
人
及
引
受
人
に
劃
す
る
保
詮
人
た
る
の
地
位
に
立
っ
さ
共
に
直
接
の
後
者
に
濁
し
て
は
主
た
る
債
務
者
ご
し
て
・
手
形
上
の
責
任
を
負
ふ
べ
き
旨
を
表
示
す
る
も
の
な
、.90
従
っ
て
此
意
味
に
於
て
は
裏
書
は
又
携
保
カ
含
有
す
る
も
の
さ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
尤
も
我
闘
に
於
け
る
が
如
く
健
保
請
求
に
爆
す
る
義
務
な
き
を
以
て
我
困
じ
於
け
る
場
合
さ
は
多
少
意
味
?
異
に
す
る
。
第
三
、
詮
明
カ
。
一
芸
書
の
澄
明
カ
さ
は
裏
書
が
連
続
す
る
限
h
手
形
の
所
持
人
が
手
形
権
利
者
な
り
芭
推
定
せ
ら
る
〉
を
謂
ふ
の
で
あ
る
が
、
英
図
手
形
法
に
於
て
は
此
意
味
に
於
け
る
裏
金
日
の
詮
明
力
に
関
す
る
規
定
は
存
し
な
い
。
唯
第
英
訟
に
於
げ
あ
鋳
替
手
形
の
定
義
及
手
形
行
知
三
四
七
商
業
主
経
済
三
四
入
五
九
保
第
一
一
岐
に
於
て
「
谷
川
替
手
形
は
引
受
人
ハ
又
は
支
持
人
〉
に
よ
b
又
は
之
等
の
者
の
た
め
に
他
人
に
よ
り
正
営
に
支
梯
は
れ
た
る
よ
り
其
技
力
訟
失
ふ
υ
而
し
て
正
蛍
な
る
支
那
3
3
5ニ
ロ
己
5
8
5
0
さ
は
怨
替
手
形
の
満
期
日
又
は
其
後
に
於
て
結
局
替
手
形
の
所
持
人
に
制
到
し
善
意
に
し
て
且
つ
所
持
人
の
手
形
上
の
権
利
に
破
滅
あ
る
事
+MA--
知
ら
宇
し
て
ゑ
し
た
る
支
協
を
謂
ふ
」
さ
規
定
し
て
居
る
。
印
も
正
蛍
な
る
支
挑
は
手
形
所
持
人
に
濁
し
て
之
骨
骨
川
す
事
を
要
す
る
も
の
に
し
て
手
形
所
持
人
は
指
悶
手
形
に
於
て
は
表
者
に
よ
り
て
其
格
利
を
得
、
裏
金
日
以
外
の
方
注
に
よ
り
得
た
る
様
利
は
完
全
な
ら
5
る
も
の
で
あ
る
〈
前
週
活
き
れ
ば
指
岡
手
形
に
於
け
る
最
後
の
所
持
人
が
完
全
な
る
権
利
を
有
す
る
が
た
め
に
は
中
間
の
手
形
署
名
者
の
一
義
者
が
一
義
金
目
ざ
し
て
連
続
す
る
事
を
要
す
る
。
故
に
英
治
に
於
て
も
又
裂
す
一
日
が
連
続
す
る
時
に
於
て
は
其
手
形
の
所
持
人
は
完
全
な
る
格
利
を
有
す
る
も
の
ご
推
定
さ
る
〉
も
の
さ
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
〈
の
如
く
裏
書
の
漣
続
は
手
形
権
利
の
行
使
に
封
し
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
に
し
て
手
形
が
拒
絶
さ
れ
た
る
時
は
手
形
所
持
人
は
前
者
に
調
し
拒
絶
の
遮
知
を
結
局
す
事
を
要
し
(
第
四
入
保
第
一
号
、
葉
通
知
は
其
後
の
所
持
人
及
通
知
を
受
く
る
者
に
謝
し
て
償
還
の
請
求
権
を
有
す
る
一
義
書
人
の
た
め
に
其
放
カ
を
生
宇
る
を
以
て
(
第
四
九
傾
第
三
項
)
、
裏
金
日
の
順
序
は
又
手
形
権
利
の
行
使
に
必
要
な
る
も
の
さ
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
手
形
法
に
於
て
は
手
形
に
数
筒
の
一
則
一
芸
日
ゐ
る
時
は
其
一
殺
害
は
反
詮
な
き
限
、
0・J
手
形
面
に
頴
は
れ
た
る
順
序
に
於
て
之
を
匁
し
た
る
も
の
さ
宥
倣
す
旨
の
規
定
を
置
い
て
あ
る
。
一
見
に
谷
川
替
手
形
に
於
て
白
地
表
者
あ
り
た
る
時
は
其
時
よ
り
手
形
は
持
会
拐
の
手
形
ご
な
り
〈
第
八
係
第
三
項
〉
、
共
後
は
裏
書
に
よ
ら
や
'
し
て
手
形
を
流
通
に
置
く
事
を
得
る
も
白
地
裏
書
あ
る
手
形
の
所
持
人
は
後
に
至
り
て
白
地
裏
書
の
一
泉
書
人
の
署
名
上
に
指
固
文
言
を
記
入
し
て
以
て
指
名
裏
金
日
を
匁
す
事
を
得
る
権
利
を
有
す
る
が
故
に
(
第
三
四
一
候
第
四
項
〉
白
地
一
投
書
の
存
在
は
一
投
書
の
遠
藤
守
害
す
る
も
の
ぎ
云
ふ
事
診
得
な
い
。
又
匁
替
手
形
の
所
持
人
は
一
投
書
の
署
名
を
抹
消
(
リ
ミ
の
O
己主
0
3
u
q
Eロ
m
o
cけ
す
る
事
を
得
る
も
の
に
し
て
2pgu
匂・
M
M
・
を
gu
sa宮
号
、
一
義
書
署
名
の
抹
消
に
よ
り
共
抹
消
が
泡
誌
に
よ
ら
5
る
限
h
署
名
者
及
其
後
の
被
裏
書
人
は
手
形
上
の
義
務
を
免
る
〉
も
の
で
あ
る
(
第
六
三
係
委
照
)
0
故
に
振
出
人
又
は
裏
書
人
が
手
形
の
支
挑
含
ゑ
し
た
る
時
は
之
等
の
者
は
自
己
以
後
の
者
の
署
名
ケ
抹
消
し
て
再
び
手
形
を
流
通
に
置
く
事
を
得
ぺ
く
ハ
ヨ
巾
回
二
・
9
妻
号
、
此
場
合
に
於
て
は
抹
消
さ
れ
た
る
裏
書
は
裏
書
の
連
演
に
つ
き
で
は
存
在
せ
5
b
し
も
の
ご
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
o
斯
く
の
如
く
裏
金
日
の
連
続
は
手
形
権
利
行
使
に
つ
き
極
め
て
重
大
な
る
影
響
を
有
す
る
も
叉
裏
書
の
連
続
は
手
形
権
利
の
取
得
に
つ
き
て
も
亦
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
印
も
一
投
書
の
連
続
し
た
る
手
形
の
正
蛍
な
る
所
持
人
は
一
義
書
に
偽
造
の
も
の
無
き
限
り
に
於
て
は
手
形
の
完
全
な
る
所
有
権
ケ
得
、
正
砂
田
な
る
所
持
人
に
お
し
て
は
前
者
は
総
て
有
殺
に
手
形
を
引
渡
し
た
る
も
の
三
者
倣
さ
る
〉
の
で
あ
る
〈
第
三
候
第
三
項
第
二
四
保
〉
。倫
英
法
に
於
て
は
一
投
書
の
一
が
偽
造
な
る
時
又
は
無
様
代
理
人
の
手
に
な
り
た
る
時
は
手
形
の
支
挑
は
無
致
英
訟
に
於
げ
る
局
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
符
三
四
九
商
業
主
経
泊
三五
O
な
る
を
以
て
支
梯
人
は
裏
書
の
真
偽
に
つ
き
調
査
な
結
局
す
べ
き
義
務
を
有
す
る
も
の
ご
解
せ
ざ
る
を
得
ぬ
〈
但
し
銀
行
に
つ
争
て
は
例
外
あ
リ
第
六
O
係
委
照
U
。
第
五
節
~モ
M・w
付
結
局
替
手
形
は
既
に
逃
ぺ
た
る
が
如
く
流
通
詮
券
に
し
て
詮
件
付
の
所
持
人
印
ち
権
利
者
さ
な
さ
る
〉
を
以
て
結
局
替
手
形
は
一
の
の
宮
門
互
に
し
て
〈
否
。
回
二
-
争
委
照
〉
所
謂
『
U
F
0
8
E
R円一O
ロ
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
¥ノ
総
て
の
ゑ
替
手
形
は
一
義
書
に
よ
り
又
は
交
付
E
7
1
2可
に
よ
り
譲
渡
せ
ら
る
冶
も
の
で
あ
る
、
然
し
な
が
ら
指
国
式
に
あ
ら
5
る
手
形
一
郎
ち
持
会
人
拐
の
手
形
及
最
後
の
裏
書
が
白
地
裏
書
な
る
手
形
の
流
通
方
治
は
交
付
に
よ
る
(
第
コ
ご
候
第
二
項
〉
。
結
局
替
手
形
が
交
付
に
よ
り
て
流
通
さ
れ
る
場
合
に
於
て
は
手
形
の
譲
渡
人
乏
を
2印
門
2
2
ξ
注目
5
4
4」
謂
ふ
第
五
八
除
第
一
号
、
は
其
譲
受
人
に
劃
し
て
自
己
が
手
形
の
有
償
取
得
者
に
し
て
手
形
を
譲
渡
し
得
る
権
利
を
有
し
、
譲
渡
の
時
に
於
て
は
手
形
を
無
償
値
な
ら
し
む
る
が
如
き
事
買
を
知
ら
ゴ
り
し
事
を
保
詮
す
る
の
責
あ
る
の
み
に
し
て
譲
渡
人
は
其
手
形
に
つ
い
て
後
者
に
濁
し
何
等
の
責
任
を
負
ふ
事
は
な
い
(
第
五
入
館
第
三
項
同
第
二
ぎ
の
み
な
ら
や
'
手
形
の
拒
絶
に
際
し
て
は
手
形
譲
渡
の
時
に
於
け
る
約
因
に
劃
し
で
も
責
任
を
負
は
な
い
の
を
原
則
ご
す
る
。
故
に
持
会
人
梯
の
手
形
を
公
の
市
場
に
於
て
取
得
し
た
る
者
、
共
他
持
会
一
人
挑
の
手
形
を
買
ひ
取
り
た
る
者
は
自
己
の
危
険
に
於
て
其
手
形
を
取
得
す
る
も
の
で
あ
わ
o
3
れ
ば
譲
渡
人
は
譲
受
人
及
其
後
者
に
調
し
て
は
償
還
の
義
務
な
き
の
み
な
ら
予
約
因
返
還
の
義
務
を
も
負
ふ
事
な
し
。
但
し
結
局
替
手
形
が
既
存
の
債
務
の
た
め
に
交
付
さ
れ
た
る
場
合
に
手
形
が
拒
絶
さ
れ
た
る
時
は
約
因
た
る
債
務
は
消
滅
す
る
に
非
ら
・
干
し
て
再
び
其
拘
束
力
を
侠
復
す
る
も
の
で
あ
向
。
蓋
し
債
務
〈
金
銭
債
務
の
揚
合
〉
は
法
貨
の
支
拐
に
よ
b
消
滅
す
る
も
の
に
し
て
法
貨
に
非
ら
ぎ
る
手
形
に
よ
る
支
梯
は
其
手
形
が
拒
絶
さ
れ
た
る
時
は
債
務
の
支
梯
さ
な
る
も
の
に
あ
ら
ゴ
ロり
る
が
放
で
あ
る
ご
な
さ
れ
る
o
又
震
替
手
形
の
譲
渡
人
が
譲
渡
に
際
し
て
明
示
の
意
思
表
示
に
よ
り
責
任
を
負
、ノ
ふ
旨
を
表
示
し
た
る
時
も
同
様
に
論
争
J
べ
き
で
あ
る
。
新
〈
の
如
き
手
形
の
交
付
に
よ
る
流
、
過
に
於
け
る
譲
受
人
の
権
利
は
上
述
す
る
所
よ
b
ほ
h
v
之
を
知
る
事
を
得
る
。
交
付
に
よ
り
流
通
さ
る
〉
手
形
は
現
金
ご
同
一
の
取
扱
が
忽
き
る
〉
を
以
て
2
1
0回目・
3
N〉
手
形
の
譲
受
人
は
手
形
の
所
有
権
を
譲
渡
す
る
が
如
き
方
法
に
よ
り
業
手
形
を
他
人
に
移
轄
す
る
事
を
得
ぺ
く
、
善
意
に
手
形
を
取
得
し
た
る
限
hJ
に
於
て
は
多
少
の
過
失
は
之
を
問
は
宇
し
て
、
過
失
に
よ
b
英
雄
利
に
制
限
を
受
〈
る
も
の
で
は
な
い
2
1
2
E
-
3
ω
・〉0
註
1
、
真
に
手
形
の
交
付
は
手
形
上
の
総
て
の
契
約
た
し
て
完
全
な
る
殻
力
品
生
ぜ
し
む
る
要
件
で
あ
ろ
ハ
第
一
二
候
第
一
項
〉
。
2
、nvロ
宮
町
吋
山
市
-
N
H
M
・
3-ghH】
・
品
。
.
口
列
例
ら
引
用
ぜ
リ
。
3
、
例
へ
ば
商
品
又
は
金
銭
さ
手
形
品
交
換
し
れ
る
如
き
揚
合
は
之
に
属
す
0
4
、回同日何回一句・同∞∞・
5
、出
u
L
g
u
句・
3
0・
2H白】
E
m
H
U
匂・出回・
H
A
t
r
m
R
同記長一口町一切
-
u
u
・
英
訟
に
於
げ
る
潟
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
三
五
一
商
業
主
経
済
三
五
二
6
、
出
〕
可
]
町
田
・
F
5・
7
、
目
1
2
一F
E
-
n
r
p】
8
2
u
伊
広
・
出
口
口
戸
内
山
口
向
山
町
σ出・
第
四
章
手
形
の
侭
造
及
愛
遺
第
一
、
手
形
の
偽
造
。
結
局
替
手
形
に
於
て
振
出
人
又
は
裏
書
人
が
責
任
を
負
ふ
は
真
正
な
る
署
名
を
匁
し
た
る
時
に
限
る
〈
第
二
三
係
委
照
〉
。
故
に
結
局
替
手
形
上
に
於
て
署
名
を
結
局
き
宇
又
は
権
限
な
き
者
に
よ
り
其
署
名
が
代
理
さ
れ
た
右
時
に
於
て
は
振
出
入
又
は
裏
書
人
は
手
形
上
の
支
任
を
負
ふ
の
必
要
な
き
理
な
り
。
故
に
茅
形
法
第
二
四
僚
に
於
て
「
免
替
手
形
の
署
名
が
偽
造
者
又
は
代
理
擦
な
き
者
の
手
に
成
b
た
る
時
は
本
法
に
別
段
の
規
定
な
き
限
り
共
偽
造
の
署
名
又
は
代
理
権
な
き
者
の
署
名
は
無
設
に
し
て
何
人
ご
雌
も
之
に
よ
り
手
形
を
留
置
し
、
手
形
の
支
携
を
受
け
又
は
手
形
上
の
義
務
者
に
封
じ
支
梯
を
請
求
す
る
権
利
を
取
得
す
る
を
得
予
。
但
し
手
形
の
返
還
を
求
め
又
は
支
協
の
請
求
を
受
く
る
者
が
偽
芯
又
は
代
理
様
の
欠
侠
を
主
張
す
る
事
を
禁
色
ら
れ
た
る
時
は
此
限
り
に
非
歩
さ
規
定
し
て
居
る
o
凡
そ
文
書
偽
造
m
H
m
o
q
さ
は
他
人
を
害
す
る
意
思
を
以
て
す
る
文
書
の
偽
作
又
は
文
書
の
援
克
舎
稲
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
文
書
俄
遺
及
び
偽
造
文
書
の
行
使
は
犯
罪
?
構
成
す
る
も
の
に
し
て
文
書
偽
造
の
理
論
¥ノou 
は
刑
法
的
学
に
於
て
研
究
の
謝
照
ぜ
な
る
も
の
な
る
が
故
に
本
文
に
於
て
は
之
を
省
略
す
る
。
而
し
て
手
形
偽
む
ご
は
第
二
四
僚
に
一
不
め
す
が
如
く
手
形
署
名
の
偽
造
の
み
に
限
る
ぺ
き
も
の
で
あ
っ
て
代
理
権
な
き
者
の
署
名
さ
は
之
を
区
別
す
る
事
ぞ
要
す
る
の
は
勿
論
で
あ
る
o
手
形
署
名
は
署
名
者
自
身
之
を
刷
局
す
べ
き
必
要
な
く
、
代
理
人
其
他
権
限
あ
る
他
人
に
よ
b
て
有
数
に
匁
す
事
を
得
る
も
の
ざ
す
る
(
第
九
一
傍
萎
照
〉
0
而
し
て
代
理
人
に
よ
b
署
省
が
な
3
れ
た
る
時
に
於
て
は
其
代
理
人
が
権
限
を
有
す
る
や
否
や
や
』
調
査
す
る
は
手
形
所
持
人
の
責
任
に
し
て
手
形
所
持
人
が
此
調
査
を
怠
り
た
る
時
は
損
害
は
其
者
に
蹄
屈
す
る
は
勿
論
で
あ
る
〈
巴
号
ご
匂
・
ま
〉
O
代
理
者
な
さ
者
の
署
名
ご
偽
造
の
署
名
ご
は
其
法
律
上
の
殺
果
に
於
て
は
兵
る
所
な
き
も
前
者
は
追
認
に
よ
り
て
其
放
力
守
補
は
れ
得
る
に
反
し
後
者
は
さ
う
で
は
な
い
〈
第
二
四
除
後
段
〉
。
手
形
署
名
の
偽
造
は
種
々
の
場
合
に
於
て
結
局
き
る
、
も
の
で
あ
る
が
手
形
其
者
が
法
律
上
禁
止
さ
れ
た
る
場
合
、
又
は
手
形
要
件
に
欠
侠
あ
り
て
最
初
よ
り
放
カ
を
生
十
る
理
由
な
き
手
形
に
於
て
は
手
形
偽
造
存
す
る
事
な
し
さ
な
す
も
の
が
ゐ
る
(
例
へ
ぼ
を
目
間
二
選
・
〉
。
ベ
然
し
な
が
ら
特
に
後
の
種
類
に
屈
す
る
手
形
中
に
は
或
は
正
蛍
の
所
持
人
に
濁
し
て
は
殺
カ
あ
り
ご
看
倣
き
る
、
場
合
あ
り
さ
思
は
る
、
を
以
て
斯
く
の
如
き
場
合
も
し
あ
h
J
ご
す
れ
ば
共
場
合
に
は
手
形
偽
注
存
す
る
事
を
件
ぺ
き
却
一
で
あ
る
(
其
場
合
の
研
究
は
後
日
に
譲
る
〉
d
手
形
署
名
が
偽
治
さ
れ
た
る
時
は
そ
の
署
名
は
無
放
な
る
も
引
受
を
潟
し
た
る
時
は
引
受
人
は
正
賞
の
所
持
英
訟
に
於
げ
る
局
梓
手
形
の
立
義
及
手
形
行
局
三
五
三
商
業
ど
経
済
三
五
四
人
じ
諒
し
て
は
振
出
入
の
署
名
の
真
偽
ケ
争
ふ
事
能
は
宇
(
第
五
五
伐
第
二
号
、
従
っ
て
引
受
人
は
常
に
手
形
上
の
責
任
を
負
は
ざ
る
ぺ
か
ら
、
ざ
る
に
到
る
。
但
し
引
受
人
は
一
投
書
川
尻
(
正
A
投
力
じ
っ
き
で
は
之
子
守
ム
事
か
得
る
も
の
な
る
を
以
て
(
同
保
阿
項
)
0
裏
金
日
署
名
が
偽
造
さ
れ
た
る
事
賀
川
判
明
し
た
る
時
は
偽
造
裏
書
以
後
の
署
名
者
は
引
受
人
に
謝
し
て
は
共
権
利
ケ
主
張
す
る
事
能
は
5
る
の
結
果
ご
な
り
、
偽
造
裏
金
日
以
前
の
手
形
署
名
者
は
其
匁
め
に
権
利
-T
犯
3
る
、
通
事
な
き
も
の
で
あ
る
。
又
裏
書
人
は
一
投
書
全
忽
す
に
よ
り
正
作
田
の
所
持
人
に
釣
し
振
出
署
名
及
前
者
会
投
書
署
名
の
英
正
を
否
定
す
る
事
能
は
ゴ
る
を
以
て
(
第
五
五
係
第
二
項
b
)
田
正
蛍
の
所
持
人
は
裏
書
人
以
前
の
者
の
署
名
偽
造
に
よ
り
其
様
利
を
失
ふ
事
な
き
も
或
裏
金
日
人
以
後
の
者
の
署
名
偽
造
に
よ
b
集
権
利
を
失
ふ
。
印
も
之
を
換
言
す
れ
ば
手
形
偽
造
以
前
の
署
名
者
は
偽
造
以
前
の
手
形
上
の
責
任
令
官
負
ふ
も
偽
造
以
後
の
署
名
者
は
手
形
上
の
責
任
を
負
ふ
事
な
き
事
ご
な
る
、
但
し
原
因
関
係
上
偽
造
手
形
の
果
名
も
白
己
の
前
者
に
救
済
を
求
め
得
る
や
否
や
は
別
問
題
で
あ
る
。
手
形
の
偽
造
が
斯
く
の
如
き
殺
カ
ャ
生
子
る
は
指
同
式
の
手
形
の
場
合
に
し
て
持
良
一
人
抑
の
手
形
又
は
持
会
人
抑
さ
な
b
た
る
手
形
に
於
て
は
手
形
の
所
有
様
及
手
形
上
の
権
利
は
手
形
の
交
付
に
よ
り
て
有
殺
に
後
者
に
移
轄
す
る
も
の
な
れ
ば
(
前
週
)
裏
書
に
よ
り
て
手
形
を
譲
渡
す
る
必
要
が
な
い
。
故
に
も
し
斯
く
の
如
き
手
形
の
一
投
書
署
名
が
偽
迩
さ
れ
た
る
時
も
そ
の
日
絡
め
に
手
形
取
得
者
は
椛
利
を
失
ふ
事
は
な
い
¥
蓋
し
斯
く
の
如
き
手
形
の
一
投
書
は
手
形
其
者
の
殺
力
に
何
等
ω関
係
を
¥ノ
町
δ
有
せ
ざ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
ハ
E
。
奇
宮
是
認
二
-ω
∞U
o
第
二
、
手
形
の
援
透
。
手
形
の
鐙
遣
さ
は
手
形
の
重
要
な
る
事
項
ぜ
門
戸
百
円
舎
の
愛
夏
ケ
謂
ふ
、
而
し
て
手
形
の
記
載
事
項
が
重
要
な
る
事
項
な
り
や
否
や
ey
決
す
る
標
準
は
剣
然
ざ
し
て
は
居
ら
ぬ
が
或
る
事
項
の
旋
一
見
が
手
形
の
始
以
カ
又
は
手
形
蛍
事
者
の
責
任
に
波
動
を
生
悲
し
む
る
が
如
き
事
項
が
手
形
の
重
要
な
る
事
項
な
り
さ
云
ふ
事
ケ
得
る
(
巴
P
雪山
勺
-So
而
し
て
斯
く
の
如
き
性
質
含
有
す
る
事
項
な
る
限
h
其
事
項
の
愛
夏
が
手
形
関
係
者
に
お
し
利
盆
を
生
、
悲
し
む
る
さ
不
利
盆
を
生
体
」
し
む
る
?γ
問
は
や
J
総
て
手
形
の
援
活
な
b
さ
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
手
形
の
竣
遣
は
惑
怠
を
以
て
結
局
さ
れ
た
る
事
を
要
す
る
も
の
に
し
て
惑
窓
な
き
場
合
に
於
て
は
手
形
の
重
要
な
る
事
項
の
愛
更
な
り
さ
も
そ
れ
は
手
形
の
縫
造
ご
は
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
説
記
し
た
る
事
項
の
訂
正
.
脱
漏
の
補
充
は
手
形
の
鐙
遣
さ
は
な
ら
ぬ
。
叉
手
形
の
盤
迩
が
存
在
し
得
る
は
手
形
が
主
(
始
以
カ
?
生
じ
居
る
事
合
要
す
る
の
理
な
る
ケ
以
て
手
形
の
後
行
前
又
は
法
律
上
有
用
な
る
手
形
ご
な
ら
5
る
手
形
の
重
要
事
項
の
縫
更
は
手
形
の
料
製
造
さ
は
な
ら
ぬ
2
P
5
二・ま・
S
E
二・
ω包
品
会
開
…
)
Q
而
し
て
手
形
法
が
手
形
の
重
一
袋
な
る
事
項
に
し
て
其
綾
更
は
手
形
援
迩
の
放
カ
?
生
十
三
な
す
事
項
は
凡
そ
次
の
事
項
で
あ
る
(
第
六
回
保
第
二
項
)
。
ー
、
手
形
の
日
附
。
2
、
手
形
金
額
。
英
法
に
於
げ
る
鋳
替
手
形
の
意
義
及
手
形
行
局
三
五
五
商
業
さ
経
持
五
J
ハ
3
、
支
梯
期
目
。
4
、
支
梯
の
場
所
。
5
、
単
純
引
受
が
な
さ
れ
た
る
時
に
引
受
人
の
承
諾
な
く
し
て
な
す
支
抑
場
所
の
追
加
は
手
形
鑓
夏
さ
な
る
然
し
な
が
ら
以
上
の
五
項
の
み
が
手
形
の
重
要
な
る
事
項
の
で
は
な
い
事
は
勿
論
で
あ
る
。
上
越
の
一
よ
り
四
に
到
る
事
項
を
手
形
債
務
者
の
全
員
の
承
諾
を
得
点
γ
し
て
愛
更
し
た
る
時
は
鐙
造
者
、
持
決
迭
に
濁
し
て
椛
限
を
奥
へ
た
る
者
、
又
は
承
諾
を
奥
へ
た
る
者
及
之
等
の
者
の
後
者
た
る
一
義
者
人
を
除
く
者
の
た
め
に
手
形
は
其
放
力
を
失
ふ
(
第
六
四
傑
第
一
項
本
文
〉
。
却
も
手
形
の
援
活
者
及
縫
遣
手
形
に
署
名
し
た
る
者
は
手
形
上
の
責
任
を
負
ふ
も
特
捜
造
前
の
手
形
署
名
者
は
縫
造
手
形
に
よ
る
も
原
手
形
に
よ
る
も
其
責
任
を
夕
、
は
ぎ
る
事
さ
な
る
。
但
し
之
等
は
愛
更
し
た
る
事
が
明
か
な
る
場
合
に
し
て
縫
遣
し
た
る
事
買
が
外
部
に
販
は
、
件
、
ざ
る
場
合
に
於
て
は
手
形
の
疋
蛍
の
所
持
人
は
愛
遣
な
か
り
し
も
の
さ
し
て
手
形
を
行
使
し
す
る
事
を
得
。
且
つ
手
形
の
原
文
に
従
ひ
て
支
拐
を
請
求
す
る
事
合
符
(
同
僚
但
き
。
印
も
此
場
合
に
於
て
は
鐙
遣
手
形
の
署
名
者
も
¥
l
J
・
4
t
 
然
ら
ぎ
る
者
も
責
任
は
同
一
三
な
る
が
如
き
結
果
を
生
子
。
詑
1
、
沼
山
仲
良
二
)
・
∞
。
.
出
}
込
町
田
一
句
・
ωhZ・
同
g
Sロ山
H
A
3
4
。
同
開
口
m
Eロ門
f
合
}
H
4
0
】・日
)-MNE
以
下
。
2
、
文
書
協
泣
に
闘
し
て
は
出
g
Zロ
二
白
色
・
同
2
4山
3
Z
己目
D
g
。
河
口
円
5
E
L
7
5
日
)-au
以
下
及
び
出
口
三
宮
山
内
ユ
E
E
-
-臼
5
M
M・
ぬ
も
以
下
島
委
照
さ
れ
士
し
。
3
、
振
出
入
又
は
一
投
書
人
が
手
形
上
の
責
任
与
負
は
ざ
る
意
見
守
も
ち
且
同
名
の
他
人
が
手
形
振
出
入
さ
し
て
信
ぜ
ら
れ
ん
事
島
放
し
つ
』
由
民
正
の
署
名
島
知
し
れ
ろ
昨
は
そ
れ
は
署
名
侃
泣
記
ざ
さ
れ
る
、
但
し
こ
れ
に
封
し
て
は
例
外
わ
る
事
た
い
知
ら
ね
ぼ
な
ら
ぬ
ハ
目
1
2
二回
ω
会
委
問
、
〉
4
、
要
求
姉
の
手
形
が
銀
行
宛
に
振
出
さ
れ
れ
る
時
に
銀
行
が
善
意
且
管
業
ざ
し
て
支
抑
島
周
し
土
る
時
は
銀
行
口
愛
治
手
形
に
封
し
有
設
な
あ
支
抑
ら
鍔
し
土
る
も
の
さ
ぜ
ら
れ
る
〈
第
六
O
傍
)
0
第
五
章
手
形
閲
係
者
の
権
利
義
務
匁
替
手
形
の
取
引
に
関
係
す
る
者
は
振
出
入
、
支
梯
入
、
受
取
人
、
裏
書
人
及
び
手
形
所
持
人
(
被
一
章
一
日
人
及
交
付
に
よ
ろ
手
形
取
得
者
守
合
む
〉
で
あ
る
。
而
し
て
其
権
利
義
務
の
一
般
は
各
手
形
行
結
局
に
於
て
簡
単
に
一
不
め
し
て
置
い
た
は
十
で
あ
る
か
ら
本
草
に
於
て
は
振
出
入
、
支
挑
人
、
裏
書
人
の
関
係
及
手
形
所
持
人
の
権
利
義
務
を
説
明
し
皮
い
さ
忠
ふ
。
振
出
入
、
支
抑
人
及
裏
書
人
の
関
係
¥
}
ノ
振
出
人
は
振
出
署
名
?
匁
し
手
形
を
泌
試
行
す
る
一
平
に
よ
り
漣
蛍
な
る
呈
一
不
営
危
す
時
は
手
形
文
4
一
一
口
に
従
ひ
て
第
一
節
引
受
又
は
支
抑
の
結
局
き
る
ぺ
き
旨
伝
約
す
る
ゾ
」
共
に
手
形
が
拒
絶
3
れ
た
る
時
は
手
形
所
持
人
又
は
手
形
所
持
人
に
お
し
て
支
挑
を
結
局
し
た
る
裏
書
人
に
お
し
償
還
ケ
均
す
ぺ
き
旨
合
口
約
す
る
む
の
で
あ
る
(
第
五
五
保
第
一
項
一
a
v
従
っ
て
振
出
人
は
手
形
債
務
に
つ
き
第
一
次
的
に
責
任
を
有
す
る
も
の
で
な
い
。
是
結
局
替
手
形
が
支
梯
委
託
の
英
訟
に
於
げ
あ
特
例
替
手
形
り
な
義
及
手
形
行
局
三
五
七
商
業
さ
経
沼
三
五
入
詮
券
な
る
蛍
然
の
結
果
で
あ
る
。
裏
書
人
は
裏
書
を
匁
す
事
に
よ
り
自
己
の
後
者
に
謝
し
振
出
人
ご
同
一
の
事
を
約
す
る
も
の
で
あ
っ
て
之
も
又
手
形
債
務
の
第
一
次
の
債
務
者
で
は
な
い
(
同
僚
答
一
項
a
〉。
而
し
て
引
受
人
(
支
持
人
〉
は
引
受
を
結
局
す
事
に
よ
り
引
受
文
一
一
一
円
に
従
ひ
て
支
怖
加
を
結
局
す
べ
き
旨
b
ふ
り
す
る
も
の
に
し
て
手
形
債
務
支
梯
に
つ
き
第
一
次
的
に
責
任
を
台
、
ふ
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
引
受
人
の
此
責
任
は
引
受
署
名
を
谷
川
す
に
非
ら
ま
れ
ば
手
形
上
の
責
任
金
負
ふ
も
の
で
は
な
く
、
且
つ
手
形
が
流
通
に
置
か
る
〉
も
之
が
た
め
に
支
梯
の
た
め
に
引
受
人
が
受
領
し
た
る
手
形
資
金
の
移
制
作
ケ
午
一
歩
る
も
の
で
な
い
。
但
し
マ
ハ
コ
ツ
ト
-
プ
ジ
ド
に
於
て
は
手
形
の
呈
一
不
ご
共
に
手
形
資
金
は
手
形
所
持
人
に
お
し
て
移
特
き
る
、
み
も
の
ご
さ
れ
る
ハ
第
五
三
保
〉
0
要
す
る
に
引
受
人
が
手
形
債
務
の
第
一
次
的
債
務
者
に
し
て
振
出
人
及
裏
書
人
は
第
二
次
的
債
務
者
で
あ
る
o
き
れ
ば
英
治
に
於
て
も
引
受
人
ピ
振
出
人
及
裂
す
一
日
人
、
振
出
人
三
川
求
書
人
さ
の
問
に
於
て
は
主
た
る
債
務
者
さ
保
詮
人
さ
の
関
係
存
在
す
さ
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
印
ち
引
受
人
は
引
受
を
ゑ
す
に
よ
り
手
形
の
主
た
る
債
務
者
ご
な
り
振
出
入
は
引
受
人
が
支
梯
は
。
さ
り
し
場
合
に
於
て
は
手
形
債
務
履
行
の
責
任
を
負
ひ
、
引
受
人
の
弊
済
に
振
出
人
を
し
て
手
形
上
の
責
任
&
兎
れ
し
む
。
但
し
振
出
人
の
免
責
は
必
ら
干
し
も
引
受
人
の
兎
貢
さ
は
な
ら
ぬ
。
振
出
人
は
支
梯
h
f
匁
し
た
る
時
は
引
受
人
に
割
し
手
形
上
の
樵
利
を
得
、
之
を
流
通
に
置
く
事
を
得
、
引
受
人
に
濁
し
て
求
依
し
得
る
は
又
作
同
然
で
あ
る
G
共
引
受
人
さ
振
出
入
さ
の
問
の
関
係
に
つ
き
て
は
普
通
法
及
衡
¥ノ
卒
治
に
於
け
る
保
詮
に
関
す
る
法
理
の
通
用
を
見
る
。
振
出
入
さ
一
投
書
人
さ
の
問
に
於
て
も
叉
引
受
人
さ
振
出
入
さ
の
問
に
於
け
る
関
係
争
-
有
す
る
も
の
-
に
し
て
振
出
人
は
裏
金
日
人
に
お
し
て
は
手
形
の
主
な
る
債
務
者
ざ
な
り
裏
書
人
は
其
保
詮
人
た
る
の
地
位
を
有
し
、
裏
書
人
相
互
間
に
於
て
も
叉
此
関
係
あ
り
さ
な
さ
れ
る
。
保
詮
に
関
す
る
法
理
が
適
用
3
る
、
は
又
引
受
人
三
振
出
人
さ
の
問
に
於
け
る
場
合
さ
同
一
で
あ
る
。
但
し
一
投
書
人
は
互
に
共
同
の
保
詩
人
た
る
地
位
を
有
す
る
争
以
て
一
人
の
裏
書
人
が
紳
済
ケ
匁
し
た
る
時
は
求
債
権
を
有
す
る
事
さ
な
る
。
詑
1
、
引
受
の
呈
示
に
就
い
て
は
既
に
越
ぺ
土
所
で
あ
ろ
。
2
、
引
受
に
早
純
引
受
さ
制
限
附
引
受
の
二
あ
ろ
目
印
に
遁
.
へ
穴
所
で
あ
ろ
。
3
、
之
等
の
閥
係
の
詳
細
に
つ
き
て
は
出
三
巾
回
二
】
ω
u
o
以
下
に
諮
る
。
第
二
節
手
形
所
持
人
の
格
利
義
務
A
A
替
手
形
の
所
持
人
さ
は
受
取
人
、
裏
金
日
に
よ
る
手
形
の
取
得
者
、
交
付
に
よ
る
取
得
者
、
手
形
の
持
参
入
等
7f3令
所合
持 u
人 f/Jl
さ 会:
不で
j也ゐ
?去る
な反
る一
手 13
7診!fft
所 V
持而
人し
自n-f 
主平
手の
]~如
Mノ九
点炭
j 当
はー
不 if
一
浩竺
?-於
了け
ノ長 る
{弓手
手形
形所
取持
2合
に叉
業}泊
し?去
てな
l;iる
格手
英
誌
に
於
げ
ろ
潟
替
手
形
の
立
哉
及
手
形
行
局
三
五
九
商
業
さ
経
許
六
O
利
子
得
せ
し
め
得
る
が
加
さ
者
、
例
へ
ば
白
地
裏
金
日
あ
ふ
手
形
の
拾
得
者
の
如
き
者
?
包
合
す
る
の
で
あ
る
o
然
し
な
が
ら
之
等
の
手
形
所
持
人
は
有
償
に
て
手
形
を
取
得
し
た
る
手
形
所
持
人
r
o一己
q
q
g
z
o
及
び
正
山
町
田
の
所
持
人
Z
5
2
5
ι
5
8己
認
の
二
者
の
何
れ
か
一
つ
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
以
下
各
別
に
其
手
形
上
の
地
位
子
説
明
せ
ん
ぎ
す
る
。
有
償
の
手
形
所
持
人
さ
は
手
形
取
得
に
蛍
h
ノ
封
慣
や
-
供
し
た
る
者
を
剤
師
ひ
、
正
営
の
所
持
人
も
叉
此
内
γ
合
ま
る
わ
け
で
あ
る
が
、
必
ら
宇
し
も
正
蛍
の
所
持
人
の
み
を
合
な
も
の
で
な
い
u
。
例
へ
ば
各
和
類
の
ゑ
替
手
形
を
手
形
の
支
梯
期
日
経
過
の
後
に
於
て
讃
債
や
」
供
し
て
取
得
し
た
る
者
の
如
き
も
又
有
償
の
手
形
所
持
人
で
あ
る
。
叉
手
形
が
詐
欺
、
強
泊
}
其
他
の
不
法
の
原
因
に
よ
り
破
滅
あ
る
に
拘
ら
十
こ
れ
に
割
依
子
支
抑
っ
て
其
手
形
ケ
取
得
し
た
る
者
も
此
内
に
合
ま
る
、
み
わ
け
で
あ
る
。
但
し
有
償
の
所
持
人
た
る
者
は
必
ら
や
ノ
し
も
自
ら
が
調
伎
を
供
し
た
る
一
事
は
必
要
で
た
く
て
手
形
流
通
中
に
於
け
る
或
る
時
に
於
て
割
問
の
供
せ
ら
れ
た
る
事
質
あ
る
時
は
総
て
の
後
の
手
形
取
得
者
は
割
償
ぞ
供
し
た
る
さ
否
さ
に
拘
ら
中
有
償
の
手
形
所
持
人
三
者
倣
き
る
〉
の
で
あ
る
。
叉
手
形
上
に
留
置
様
を
有
す
る
者
も
其
限
皮
に
於
て
有
価
の
手
形
所
持
人
で
あ
る
(
第
二
七
倍
加
二
項
及
第
三
項
〉
。
手
形
所
持
人
が
謝
恒
子
供
せ
，
さ
り
し
時
は
其
者
は
直
接
の
前
者
よ
り
調
債
を
供
せ
ま
る
事
に
つ
き
抗
砕
か
げ
』
提
出
さ
れ
其
権
利
を
否
定
さ
る
。
蓋
し
手
形
は
原
則
ざ
し
て
要
悶
契
約
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
ハ
前
遁
第
一
立
手
形
の
な
議
の
項
委
照
〉
0
有
償
の
手
形
所
持
人
は
其
手
形
が
融
通
手
形
な
る
場
合
に
於
て
も
融
通
蛍
事
者
に
濁
す
る
権
利
を
得
、
其
他
の
手
形
に
つ
き
て
も
権
利
を
得
る
も
直
接
の
前
者
よ
り
は
滋
債
の
不
通
法
、
詐
欺
強
迫
あ
り
た
る
事
買
を
抗
辞
さ
れ
其
権
利
は
必
ら
宇
し
も
安
定
せ
b
さ
は
云
へ
ぬ
。
又
期
限
後
の
手
形
の
所
持
人
又
は
指
国
式
の
手
形
を
交
付
に
よ
り
有
償
に
て
取
得
し
た
る
有
償
の
手
形
所
持
人
の
権
利
は
既
に
述
ぺ
た
る
が
如
く
前
者
の
有
し
た
る
よ
b
大
な
る
椛
利
ケ
得
る
事
は
出
来
ぬ
。
然
し
手
形
の
所
持
人
は
一
一
応
手
形
の
正
常
な
る
所
持
人
三
推
定
さ
る
を
以
て
(
第
二
九
依
第
三
O
M
m
第
二
項
〉
u
有
償
の
手
形
所
持
人
さ
正
常
の
所
持
人
の
区
別
は
反
澄
の
来
る
ま
で
は
無
意
義
で
中
の
る
。
反
之
正
蛍
の
所
持
人
さ
は
完
全
な
る
要
件
?
?
ぐ
な
へ
且
つ
有
放
な
る
忽
替
手
形
皆
川
W
支
挑
期
目
前
に
、
若
し
拒
絶
3
れ
た
る
一
平
安
あ
る
時
は
其
事
宣
伝
知
ら
十
し
て
取
得
し
仰
善
意
口
品
調
債
ぞ
供
し
、
手
形
取
得
の
時
に
於
て
手
形
ケ
流
遮
に
置
き
た
る
者
の
梶
原
に
破
滅
あ
る
事
賞
ヶ
知
ら
や
ノ
し
て
取
得
し
た
る
者
合
謂
ふ
ハ
第
二
九
保
第
一
項
)
。
然
し
な
が
ら
局
替
手
形
の
所
持
人
は
総
て
一
応
は
正
蛍
の
所
持
人
さ
右
倣
き
る
、
の
で
あ
る
o
但
し
結
局
替
手
形
訴
訟
に
於
て
引
受
、
後
行
共
他
手
形
の
流
通
が
詐
欺
、
強
泊
一
.
不
法
等
の
原
因
に
よ
b
影
響
を
受
く
ぺ
き
一
平
キ
ゲ
立
設
す
る
か
」
一
託
さ
れ
た
る
時
は
此
推
定
規
定
は
泊
川
な
く
、
立
…
訟
の
責
任
は
手
形
所
持
人
に
移
り
手
形
所
持
人
は
ふ
品
目
立
に
て
割
依
ャ
災
へ
た
る
回
日
を
設
明
す
る
事
守
一
袋
す
る
に
到
る
の
で
あ
る
ハ
第
三
O
的阿部二項)。
英
訟
に
於
げ
る
お
替
手
形
の
な
誌
及
手
形
行
局
/、
商
業
さ
経
済
-L. 
/、
正
砂
田
の
所
持
人
の
有
す
る
注
一
律
上
の
地
位
は
凡
そ
次
の
如
く
な
す
事
を
得
る
。
ー
、
正
蛍
の
所
持
人
は
総
て
の
手
形
営
事
者
を
訴
へ
得
る
椛
利
を
有
す
(
第
三
入
総
第
一
ぎ
。
手
形
上
の
前
者
は
主
た
る
債
務
者
に
し
て
後
者
は
其
保
読
人
た
る
地
伎
を
有
す
る
も
手
形
が
泡
蛍
に
呈
示
さ
れ
或
は
拒
絶
の
通
知
が
適
法
に
匁
3
る
、
時
は
之
等
の
者
は
正
常
の
所
持
人
に
濁
し
て
は
同
一
の
地
位
3
1
句
忠
告
仁
立
つ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
正
蛍
の
所
持
人
は
其
何
れ
+γ
訴
へ
で
も
良
い
の
で
あ
る
。
又
同
時
に
訴
へ
る
一
平
を
も
得
る
わ
け
で
あ
る
。
更
に
正
蛍
の
所
持
人
は
前
者
の
破
庇
ぞ
承
慨
す
る
も
の
に
非
ら
‘
ざ
れ
ば
約
因
の
不
法
其
他
の
前
者
の
権
利
に
破
滅
を
生
や
し
む
る
が
如
き
事
柄
に
つ
い
ー
で
は
無
関
係
で
あ
り
、
例
へ
ば
伐
件
附
引
波
、
訴
椛
密
行
使
せ
ぎ
る
約
束
等
の
如
き
直
接
の
常
事
者
間
に
於
け
る
抗
鮮
は
正
首
の
所
持
人
に
濁
し
て
は
援
用
さ
れ
ぬ
(
同
係
第
二
項
第
三
項
Uo
2
、
手
形
行
匁
が
始
以
カ
を
生
子
る
じ
は
手
形
の
交
付
を
必
要
ざ
し
共
の
交
付
は
第
一
ご
伐
第
二
項
に
規
定
す
る
が
如
き
要
件
を
具
ヘ
ぎ
る
ぺ
か
ら
子
、
叉
係
件
附
交
付
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
す
る
交
付
等
も
有
設
な
る
も
手
形
が
正
蛍
の
所
持
人
の
手
に
移
る
や
前
者
の
だ
し
た
る
交
付
は
正
常
の
所
持
人
に
謝
し
て
は
総
て
有
殺
な
る
交
付
た
り
ご
推
定
さ
る
、
然
し
此
推
定
は
看
倣
す
三
一
疋
ふ
さ
同
一
な
り
さ
忠
は
れ
る
(
法
典
は
の
oEE40-ZHmgE
目
白
な
ろ
文
字
浴
用
ふ
〉
。
3
、
ゑ
替
手
形
の
満
期
目
前
に
於
て
手
形
が
拒
経
さ
れ
た
る
場
合
に
於
て
共
事
安
企
知
り
な
が
ら
手
形
ケ
雨
明
得
し
た
る
者
は
有
償
の
取
得
者
な
り
ご
離
も
拒
絶
の
時
に
存
す
る
破
庇
を
承
縫
す
る
o
然
る
に
其
後
者
が
正
蛍
の
所
持
人
な
る
時
は
其
者
は
依
然
ご
し
て
手
形
の
完
全
な
る
権
利
を
有
し
、
前
者
に
劃
す
る
遡
及
擦
を
行
ふ
事
を
得
る
〈
第
三
六
保
第
五
項
〉
。
従
っ
て
正
蛍
の
所
持
人
は
斯
く
の
如
き
場
合
に
は
拒
絶
の
遮
知
を
後
せ
ざ
る
も
な
ほ
其
権
利
を
守
一
日
せ
ら
る
、
事
な
き
事
メ
な
る
(
第
四
入
傍
第
一
項
〉
O
4
、
振
出
入
、
引
受
人
及
裏
書
人
は
正
常
の
所
持
人
に
謝
し
て
は
第
五
四
傑
第
二
項
、
第
五
五
僚
第
一
項
b
及
び
同
第
二
項
b
に
定
な
る
事
項
(
前
池
ぜ
リ
〉
に
つ
き
で
反
禁
4
一
一
目
さ
れ
る
(
g
Z毛
色
)
。
又
手
形
義
務
者
に
非
ら
。
さ
る
者
が
手
形
に
署
名
し
た
る
時
も
其
者
は
手
形
上
の
責
任
を
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ハ
第
五
六
係
〉
。
5
、
手
形
所
持
人
は
満
期
日
又
は
満
期
日
後
に
於
て
手
形
上
の
権
利
を
ぬ
棄
す
る
事
を
得
、
叉
手
形
所
持
人
は
手
形
の
満
期
日
、
満
期
日
前
、
又
は
満
期
日
後
に
於
て
手
形
義
務
者
の
責
任
の
解
除
ぞ
結
局
す
事
を
得
る
(
第
六
二
係
委
m
〉
。
此
場
合
に
於
て
責
任
の
解
除
を
受
け
た
る
義
務
者
は
其
者
に
濁
し
て
及
其
以
後
の
者
に
濁
し
て
責
任
ay
免
る
〉
も
正
山
首
の
所
持
人
に
お
し
て
は
責
任
を
兎
れ
得
な
い
。
但
し
正
蛍
の
所
持
人
が
責
任
の
解
除
の
事
貫
や
』
知
れ
る
時
は
此
限
り
で
な
い
〈
同
僚
第
二
項
後
段
〉
。
6
、
魚
替
手
形
の
要
素
に
愛
造
あ
り
た
る
時
は
愛
造
前
の
手
形
署
名
者
は
手
形
上
の
責
任
含
負
は
な
い
も
の
で
あ
る
〈
前
号
。
然
し
縫
迩
が
外
見
上
明
か
な
ら
。
さ
る
時
に
於
て
は
疋
常
の
所
持
人
は
依
然
原
手
形
文
一
一
一
一
日
に
従
ひ
支
挑
又
は
償
還
を
要
求
し
件
る
の
で
あ
る
〈
第
六
四
一
脱
却
一
号
。
英
訟
に
於
げ
ス
局
替
手
形
の
芯
義
及
手
形
行
潟
--'-
ノ、
商
業
さ
経
抗
六
四
7
、
日
附
後
確
定
期
挑
の
匁
替
手
形
・
に
日
附
の
記
載
な
〈
又
は
一
覧
後
定
期
梯
手
形
に
引
受
日
附
の
記
載
な
き
時
は
手
形
所
持
人
は
真
の
日
附
を
記
載
す
る
事
訟
得
る
(
第
一
二
候
本
文
〉
。
故
に
呉
の
日
附
を
記
入
せ
ざ
b
し
時
は
抗
辞
を
提
出
さ
る
、
も
手
形
に
手
形
所
持
人
に
よ
り
善
意
に
て
誤
っ
た
日
附
を
記
入
さ
れ
、
其
他
鼻
、
の
日
附
に
非
る
日
附
が
記
入
さ
れ
其
手
形
が
正
勝
田
の
所
持
人
に
移
る
時
は
其
設
っ
た
日
附
は
其
者
に
濁
し
て
は
E
し
き
日
附
ご
し
て
其
日
附
に
従
っ
て
権
利
ケ
行
ふ
事
を
得
る
(
阿
佐
間
一
200
更
に
白
地
手
形
の
所
持
人
は
白
地
を
補
充
す
べ
き
権
利
子
有
す
る
も
其
補
充
に
あ
た
り
て
相
蛍
な
る
期
間
中
に
奥
へ
ら
れ
た
る
様
限
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
o
も
し
此
係
件
合
踏
ま
ゴ
り
し
時
は
手
形
所
持
人
は
前
者
に
調
し
手
形
の
支
抑
要
求
を
強
行
す
る
事
を
得
な
い
〈
第
二
O
除
第
二
項
本
文
〉
。
然
る
に
手
形
が
正
蛍
の
所
持
人
に
移
り
た
る
時
は
前
に
匁
さ
れ
た
る
白
地
の
補
充
が
前
連
の
俊
件
に
合
せ
ざ
る
場
合
さ
雄
も
其
者
は
手
形
上
の
完
全
な
る
権
利
を
得
、
前
者
に
向
っ
て
支
梯
の
要
求
を
刷
局
す
事
を
得
る
〈
同
僚
同
項
但
書
〉
。
8
、
結
局
替
手
形
が
一
皮
正
蛍
の
所
持
人
の
手
中
に
邸
し
、
共
正
蛍
の
所
持
人
に
よ
り
手
形
を
得
た
る
者
は
有
償
な
る
ご
無
償
な
る
子
ピ
問
は
子
正
蛍
の
所
持
人
が
有
し
た
る
ご
同
一
の
椛
利
を
得
る
(
第
二
九
館
第
三
項
)
。
上
越
の
如
く
正
秒
間
の
所
持
人
は
法
律
上
特
に
保
護
さ
れ
て
居
る
。
之
等
の
黙
に
於
て
も
有
償
の
所
持
人
さ
正
蛍
の
所
持
人
ご
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
